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はじめに
はじめに
　本稿は『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）の形態論情報を格納するデータ
ベース（「形態論情報データベース」）の設計と実装について記述したものである。形態
論情報データベースは、国立国語研究所（形態論情報サブグループ）において運用を行っ
ており、形態素解析辞書UniDicの元となる見出し語のデータを格納するとともに、　UniDic
による解析結果を取り込んでコーパスとして利用することを可能にしている。
　UniDicの基本設計は伝康晴氏（千葉大学・特定領域研究「日本語コーパス」電子化辞書
班班長）によるものであり、その詳細は伝康晴ほか（2007）　「コーパス日本語学のための
言語資源：形態素解析用電子化辞書の開発とその応用」（『日本語科学』22号，pp．101・122）
に論じられている。
　本稿の執筆者等は、この基本設計に拡張を加えつつ階層化された辞書見出しとコーパス
を格納するデータベースシステムを実装した。本稿では、このデータベースの設計・実装
に関する詳細を述べるとともに、運用に関する基本的な情報をあわせて記述する。　「形態
論情報データベース」の利用者の手引きとするとともに、短単位を基礎とする新たなデー
タベース開発の参考資料として利用されることを期待している。
　本書で扱うのは専らデータベース上での設計と実装、およびデータベースの利用に関す
る事柄である。UniDicそのものの基本設計については前掲の伝（2007）を、データの言語
単位に関する仕様（短単位・長単位等）にっいては『『現代日本語書き言葉均衡コーパス』
形態論情報規程集』　（以下『形態論情報規程集』）を、そして形態素解析辞書UniDicにつ
いては「UniDicユーザーズマニュアル」をそれぞれ参照されたい。
　なお、本書で記述するデータベースの仕様は2009年2月時点での状態に基づくものであ
り、今後変更される可能性がある。
2009年2月23日　　小木曽智信・中村壮範
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1．形態論情報データベースの概要
1．形態論情報データベースの概要
　形態論情報データベースの主な利用目的は、次の3点である。
1．形態素解析辞書UniDicの元となる見出し表・活用表を格納し、見出し語の追加・修正作
　業を行う
2．BCCWJの短単位で解析されたテキストを格納し、人手による修正を行ったコアデータを
　作成する
3．短単位で解析されたテキストを格納し、コーパスを利用した研究に利用する
　1は辞書見出し、2，3はコーパスのデータを扱うことになる。これに対応して、形態論
情報データベースは、1の辞書見出しを格納する「辞書データベース」と2，3のコーパス
を格納する「コーパスデータベース」に分かれている。コーパスの形態論情報と辞書の情
報を同一に保つ必要があるため、それぞれのデータベースは中間に辞書見出し表から生成
される「語彙表」を挟んで連係している。コーパスに出現したすべての語は、原則として
語彙表のいずれかのレコードと関連付けられる。
　形態素解析辞書の作成という観点から見たときには、1，2は形態素解析辞書UniDicの，
元となるデータを用意するための作業である。1の見出し表を組み合わせることにより解析
辞書の見出し表（辞書）が生成され、2のコアデータから学習用コーパスが作られる。この
二つのデータ元に、機械学習により形態素解析辞書が作成される。
　3はこの形態素解析辞書によって解析されたテキストデータを学習コーパスと同様の形
式で格納したものである。このデータは言語研究に利用するだけではなく、辞書の整備（未
登録の語を見つけ出し追加する等）のためにも利用される。
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見出し表
（語彙素・語形・
書字形・発音形）
活用表・
変化表
自動生成・更新ii
語彙表
コーパス
（コアデータ）
辞書データベース　　　　　　　コーパスデータベース
図1形態論情報データベース全体図
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2．データベースシステム
2，1．データベースシステムの概要
　「形態論情報データベース」は、データベースソフト（DBMS）にMicrosoft　SQL　Server
を、クライアントにMicrosoft　Accessで作成した専用アプリケーションを用いるクライア
ント・サーバ型のシステムとして構築されている。以下では、このシステムのネットワー
ク構成、ソフトウェア（サーバ及びクライアント）、サーバのハードウェアについて概略
を説明する。最後に、このシステムの長所と短所について簡単に述べる。
2．2．ネットワーク
　形態論情報サブグループでは、クライアントマシンとユーザの管理のためにWindowsド
メインを導入しており、このドメイン中にSQLサーバを置いている。ドメインはドメイン
コントローラのほか、クライアントマシン（Windows　XP，一部Vista）約20台、　SAMBA
サーバ（形態素解析辞書学習用ワークステーション）で構成されている（図2）。LAN回
線はギガビットイーサネットである。図には示していないが、実際にはドメインコントロ
ーラ・SQLサーバのバックアップ用のマシンが常時稼働している。
　　　　　　　　SQLサーバ
罵
内部クライアント
（非ドメインユーザ）
　　　　　　鳥
図2形態論情報データベースのサーバとクライアント
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　SQLサーバのユーザ認証は混在モードとし、ドメインによるユーザ認証（Windows認証）
と、SQLサーバ認証の両方に対応している。ドメインユーザはWindows認証により、ド
メイン外のマシンからのアクセスはSQLサーバ認証による。
　所外からのアクセスについては、VPN（passportOne）によってインターネット越しの
接続を可能にしている。この場合はすべてSQLサーバ認証となる。
2．3．データベースサーバ
　サーバOSにはWindows　2003　Server　R2　Standard　x64　Edition、データベース管理シ
ステム（DBMS）としてMicrosoft　SQL　Server　2005　Standard　Edition（SP2）を利用し
ている。十分なメモリを利用するためいずれも64ビット版（x64　Edition）を利用している。
　ハードウェアのスペックは次の通りである。
メモリ：24．OGB
CPU：Intel　Xeon　X5355×2
HDD：LOTB（RAID5）
　SQL　Serverの規定の照合順序（COLLATE）はJapanese90Bin2としている。これは
BCCWJで用いられる規定される文字（JIS　X　O213の文字集合）を適切に扱えるようにす
るためである。
　なお、オリジナル関数・ストアドプロシージャ・テーブルなど全てのデータベース上の
オブジェクトには、SQL　Serverの「拡張プロパティ」によって説明が付けられている。
2．4．クライアントアプリケーション
　クライアントアプリケーションはMicrosoft　Accessで開発した。一般に小規模データベ
ースで用いるmdb形式やaccdb形式ではなく、データを全てサーバに置きAccessはクラ
イアントとしての機能だけを果たすadp形式で作成している。Accessのバージョンは2000
以降に対応している。クライアントマシンには原則としてAccessのインストールが必要で
あるが、無償配布されているAccessランタイムを用いることにより、Accessがインストー
ルされていないクライアントからでも利用可能である。
　Access標準の機能を用いることにより、エンドユーザが作業に必要なクエリ（ビュー）
をGUIで作成して作業に用いることも可能となっている。
　クライアントアプリケーションの詳細については、5辞書データベース用アプリケーシ
ョン、6コーパスデータベース用アプリケーション・大納言、7Webアプリケーション・
中納言を参照されたい。
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2．5．システムの性能と評価
2．5．1．規模と処理速度
2009年2月現在、形態論情報データベースに格納されたデータの規模は次の通りである。
　　　　　　　　　　表1形態論情報データベースの規模
データベース レコード数
辞書データベース 約21万語（書字形）
語彙表 約80万語
コーパスデータベース 約1．8億語※
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※BCCWJ以外のデータや重複分を含む
　システムの処理速度を示す参考値として、この状況下においてコーパスデータベース用
アプリケーション「大納言」を使用して検索を行った際の処理速度をまとめた。いずれも
実作業で多く発生する処理である。実際の検索速度は条件によって大きく異なる場合があ
る。
　　　　　　　　　　　　表2コーパスの検索速度（例）
検索の種類 検索対象コーパス ヒット件数 所要時間
約20万語 12 1秒以下
短単位検索　（出現書字形
「国語」を完全一致で検索） 約200万語 44 1秒以下
1億8千万語 27461秒以下
約20万語 1 1秒以下
全文検索
（「日本人なら」を検索） 約200万語 4 1秒以下
1億8千万語 117 約13秒
約20万語 2 約2秒高度な検索（前後の三品詞
を組み合わせた検索） 約200万語 14 約3秒
約20万語 12431秒以下サンプルID検索
（PB　10＿00047） 約200万語 12431秒以下
※　全文検索はSQL　Server　2005標準の機能によるものである。
※　サンプルID検索は検索対象コーパスを増やしてもコストは変わらない。
　辞書データベースの側では、見出し語の辞書登録に際してリアルタイムで見出し語展開
までを行っているが、これも1秒以内に完了し、作業に支障はない。
　データベースの同時接続ユーザは20名ほどであるが、排他処理を含め問題は生じていな
い。
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2．5．2．開発コストとライセンス
　システムを短期間で開発して実用に供する必要があったことから、アプリケーションの
作成が比較的容易であり、一般の会社等での利用事例が多いMicros硫SQL　Serverと
Accessの組み合わせを採用した。これにより、実際に数ヶ月という短期間で実用的なシス
テムが構築できたのみならず、その後も作業者の要望にあわせた作り込みが可能となった。
多くのコ・一ザにとって以前から使い慣れた環境で作業できるため、余計な教育コストが掛
からない点も長所といえる。DBMSが提供する管理ツール（Microso丘SQL　Server
Management　Studio）についても、使い勝手がよく習熟が容易であった。
　一方、商用ソフトウェアであるため、サーバ・クライアントの双方にライセンスが必要
である。費用の点のみであれば、開発・メンテナンスに要するコストの低減と比較すれば、
導入コストについては十分に元が取れていると考えられる。しかし、作成したソフトウェ
アをシステムごと配布するような自由な利用が難しくなっている（無償の機能制限版
Express　Editionを用いることにより配布自体は可能である）。
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3．辞書データベース
3．1．辞書データベースの概要
　辞書データベースは、形態素解析辞書UniDicの元となる見出し語のデータベースである。
見出し語のテーブルのほか、活用表などの辞書作成に必要な情報からなる。
　辞書データベースの基本となる見出し表は、UniDicの見出し設計にあわせて作成された
「短単位語彙素」、「短単位語形」「短単位書字形」「短単位発音形」の4つである。UniDic
では次のような階層化された見出し語が設定されている★。
　　　　　　　　　　　　　　図3　UniDicの見出し設計
　「語彙素」は国語辞典の見出し語に相当するレベルで、語の意味や語の出自などの情報
はここに記述される。
　「語形」は異語形を区別するレベルで、たとえば「アマリ（余り）」に対する「アンマ
リ」　「アンマシ」　「アンマ」といった異語形、上一段活用と文語上二段活用といった活用
の違いのほか、可能動詞形もここで区別される。
　「書字形」は異表記を区別するレベルで、漢字を使うか仮名書きするかといった違いの
ほか、送り仮名の揺れもここに記述される。
　「発音形」は発音やアクセントなどの情報が記述される。
　辞書データベースの見出し表はこの階層をそのまま反映している。各テーブルの詳細に
ついては3．2で述べる。
図4辞書データベース短単位表のテーブル設計
★伝康晴ほか（2007）　「コーパス日本語学のための言語資源1形態素解析用電子化辞書の開発と
その応用」　『日本語科学』22号，pp．101－122）
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各見出し語は、具体的には次のように階層化された形で格納されることになる。
語彙素 語形 書字形 発音形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※発音形は語形から直接結合する
　　　　　　　　　　　　　図5UniDicの見出し構造の例
　辞書データベースには、見出し表のほかに、活用語を展開するための「活用表」と「活
用型表」　「活用形表」、語頭変化形を展開するための「語頭変化表」、語末変化形を展開
するための「語末変化表」が存在する。
　短単位語形は、語頭変化・語末変化・活用のそれぞれの変化をこの順で反映して展開さ
れる。語頭・語末変化については3．4で、活用の詳細については3．5で、出現形展開処理の
全体については3．6で述べる。
? 語頭変化 語末変化
図6　出現形展開の流れ
露
　データベース上では、各階層の見出し表のレコードはユニークなIDによって関連付けら
れており、各IDは計算によって階層関係が確認できるように設計されている。また、見出
し表の間では、レコードの生成や削除に関連する制約が付けられている。このIDの計算方
法と見出し表の間の制約については、3．7で述べる。
　見出し表に準ずるものとして、　「書字形構成漢字テーブル」がある。これは、漢字の使
用頻度をコーパス中で使用された語ごとに数えることを可能にするためのテーブルで、書
字形テーブルと「漢字テーブル」に関連付けられている。漢字テーブルは漢字の音訓や学
年配当など、漢字そのものに関する情報を格納した表である。書字形構成漢字テーブルに
ついては3．8で述べる。
　このほかに、見出し語入力のための各種情報や、コーパスから取得した頻度等を格納す
るテーブルが存在する。これらの詳細は、3．9で述べる。
8
3．辞書データベース
3，2．見出し表
3．2，1．見出し表の概要
　3．1で見たとおり、見出し表は4っの階層がIDで関連付けられて構成されている。各見
出し表の列名と、見出し表の間の関連付けを図7に示す。
一一一一一一［三コー一一一一
短単位語彙素
9語彙素lo
短単位語欝
9語形lD
短単位党音形
曾尭音形ID
　語形D
図ラ’見出し表の概要
　以下では、特に重要な短単位語彙素テーブルから短単位発音形テーブルまでの短単位見
出し表について説明する。見出し表共通の属性については3．2．6でまとめて説明する。また、
3．3で、各テーブル更新時に自動実行される処理（トリガ）について説明する。短単位書字
形テーブルと関連付けられる書字形構成漢字テーブルについては3．8で述べる。
　なお、見出し表に記載されるのは原則として基本形（終止形）のみであり、各活用形・
濁音形などは、活用表・変化表によって生成される。これらの表と展開処理については3．5・
3．6で別途説明する。また、各表を関連付けるIDの計算方法については3．7．2で説明する。
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3．2．2．短単位語彙素テーブル
短単位語彙素テーブルには表3の情報が格納される。
表3　短単位語彙素テーブルの列
111dex入力 列名 説明
◎ 自動 語彙素ID 主キー（連番）
○ 必須 語彙素 辞書見出しの代表表記に相当（漢字仮名混じり
表記）
○ 必須 語彙素読み 辞書見出しに相当（カタカナ表記）
○
?
語彙素細分類 語彙素を語義等によって更に細分する
○ 必須 類 見出し語の類（体・用・相）等による区別（品
詞の上位概念に相当）
必須 語種 見出し語の出自による区別
自動 最小単位 見出し語を最小単位に分割した場合の数
原語表記 （語彙素細分類に統合、廃止）
出典 共通属性
コメント 共通属性
状態 共通属性
評価 共通属性
自動 更新日時 共通属性
自動 更新ユーザ名 共通属性
◎：主キー、○：一意のクラスタ化インデックス
●
●
●
●
「語彙素ID」はユニークな主キーで、1からの連番である。ただし、見出し語の削
除によって間隔が開いている場合がある。短単位語形テーブルとの関連付けはこの
IDによる。
「語彙素」　「語彙素読み」　「類」　「語種」は入力が必須である。　「語彙素読み」を
持たない補助記号類については空文字列を入力する（nul1は許容されない）。
「語彙素細分類」は語彙素を語義や語源によって更に細かく区別する場合の値で、
通常は空文字列である。ライト・right，ライトー1ightのように、　「語彙素」　「語彙素
読み」　「類」　「語種」の4属性では区別ができない場合に入力が必須となる。
「語種」は表4の7種類のいずれかである。このうち、固有名、記号については、
入力された「類」によって一意に決められる。そのため辞書登録ツールでは自動入
力される。　「※」は作業用の値で、見出し入力時に語種が不明で、調査が未了であ
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ることを示す。一方「不明」は、調査の結果、複数の語源説があるなどして語種不
明であることが判明したことを示す。
表4　語種の値
値 説明
和 和語
漢 ，漢語
外 外来語
混 混種語
?
固有名
記号 記号
不明 語種不明
?
確認中
●　　「最小単位」は、短単位語彙素の新規登録時にトリガによって「語彙素読み」と同
　　一の文字列が入力される。和語・混種語・語種不明の場合には、これに次例のよう
　　な書式で最小単位境界を作業者が記入する。
　　　「アシ／」　（足）
　　　「アシ／アト」（足跡）
　　　「ジュウ／バコ」　（重箱）
　　すなわち、1最小単位から成る場合には末尾に「ノ」を追加し、2最小単位以上から
　　成る場合には単位の境界に「／」を入力する（したがって、和語・混種語・語種不明
　　でありながら最小単位に「／」を含まないものは未処理であることを示す）。
　　なお、漢語・外来語・固有名・記号の場合には、最小単位数は容易に計算ができる
　　ため入力を要しない。すなわち、短単位の定義から外来語・固有名・記号は常に1
　　最小単位であり、漢語の場合は代表表記の漢字の文字数分である。
●　テーブルに付与された制約（クラスタ化インデックス・語彙素uniq）により、同一
　　の「語彙素」　「語彙素読み」　「語彙素細分類」　「類」を持つエントリの重複は許さ
　　れない。したがってこの5属性の組み合わせによって短単位語彙素テーブル中のエ
　　ントリが一意に決まる。よって、短単位語彙素の同定には「語彙素ID」または「語
　　彙素」　「語彙素読み」　「語彙素細分類」　「類」のセットのいずれかを用いることが
　　できる。
●　短単位語彙素テーブルのレコードを削除する場合には、必ず子や孫となる語形・書
　　字形・発音形を先に削除しておかなければならない（ツールでは子や孫となる見出
　　し語ごと削除することができるが、データベース上ではカスケード削除には設定し
　　ていない）。
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3，2．3．短単位語形テーブル
短単位語形テーブルには表5の情報が格納される。
表5　短単位語形テーブルの列
Index入力 列名 説明
◎ 自動 語形ID 主キー
自動 語彙素ID 親の語彙素のID
自動 語形SubID 同一語彙素に関連付けられる語形の連番
○ 必須 語形 異語形を区別するレベルの見出し（カタカナ）
必須 品詞 品詞
? 　　　　　　〉活用型 辞書登録活用型※活用語の場合は必須
語頭変化型 濁音化などの語頭音変化の種類（型）
語頭変化結合型 後続要素の語頭変化形への制約の種類（型）
語末変化型 促音化などの語末音変化の種類（型）
語末変化結合型 前接要素の語末変化形への制約の種類（型）
代表性 共通属性
状態 共通属性
評価 共通属性
自動 更新日時 共通属性
自動 更新ユーザ名 共通属性
●　短単位語形テーブルの新規レコードを入力するには、必ず親となる語彙素が入力済
　　みでなければならない。また、短単位語形テーブルのレコードを削除する場合には、
　　必ずこの見出し語の子となっている書字形・発音形を先に削除しておかなければな
　　らない（ツールでは子の見出し語を自動削除することができるが、データベース上
　　ではカスケード削除には設定していない）。
●　　「語形ID」は短単位語形テーブルの主キーで、語彙素IDに一定数をかけて語形
　　SubIDを足したもの。「語彙素ID」は当該語形の親となる語彙素のID。「語形SubID」
　　は同一語彙素の元にぶらさがる語形にふった1からの連番。ID生成の詳細は3．7．2
　　を参照のこと。ツールにおいて語形IDの入力は自動で行われる。
●　「語形」「品詞」は入力が必須である。また、活用語の場合には「活用型」も入力
　　が必須である。
●　「語形」には、たとえば語彙素「やはり」の場合、「ヤハリ」の異語形である「ヤ
　　ッパリ」　「ヤッパシ」　「ヤッパ」などがぶら下がることになる。なお、語頭が濁音
　　になる形は後述の語頭変化型で生成するため個別には入力しない。
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　　動詞の場合には、文語形、可能動詞形についてもこのレベルで区別する。したがっ
　　て語彙素「書く」の語形として、五段活用動詞（五段・力行・一般）「カク」のほかに、
　　下一段活用（下一段一力行）の「カケル」、四段活用動詞（文語四段一力行）の「カク」
　　がぶら下がることになる。
●　「品詞」には、当該語の品詞として適切なものを選択して入力する。選択可能な品
　　詞は、資料①の品詞一覧を参照。なお、選択可能な品詞は当該語形の親となる語彙
　　素の「類」によって制限される。そのため、ツールでの入力時には選択肢が自動で
　　絞られる。
●　　「活用型」には、当該語が活用語である場合に限り、活用型を選択する。活用型は
　　品詞によって選択できる型が変わるため、ツールでの登録時には選択肢が自動で絞
　　られる。この活用型は辞書登録用の活用型であり、コーパス中の語の活用型とは一
　　部違いがある（特に区別する必要がある場合には辞書登録活用型と呼ぶ）。活用型
　　は、資料②の活用型一覧を参照。
●　「語頭変化型」は濁音化などの語頭音変化の種類を示す。たとえば「カイ（貝）」
　　の場合、ここに「力濁」型を指定することにより、基本形「カイ」と濁音形「ガイ」
　　の二つの語形が生成されることになる。変化形を持たない語の場合は指定しない。
　　詳細は3．4．2を参照。語頭変化型の種類は資料④（105ページ）参照。
●　「語末変化型」は促音化などの語末音変化の種類を示す。たとえば「サンカク（三
　　角）」の場合、ここに「ク促」型を指定することにより、基本形「サンカク」と促
　　音形「サンカッ」の二つの語形が生成されることになる。変化形を持たない語の場
　　合は指定しない。詳細は3．4．3を参照。語末変化型の種類は資料⑤（106ページ）参
　　照。
●　なお、特定の活用形の自動生成されない書字形を登録したい場合には、その基本形
　　を語形として入力し、特殊な活用型を指定する。詳細は3．5．7を参照。
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3．2．4．短単位書字形テーブル
短単位書字形テーブルには表6の情報が格納される。
表6．短単位書字形テーブルの列
Index入力 列名 説明
◎ 自動 書字形ID 主キー
自動 語形ID 親となる語形のID
自動 書字形SubID同一語形に関連付けられる書字形の連番
○ 必須 書字形 表記を区別するレベルの見出し
必須 仮名形 書字形をカタカナ表記にしたもの
自動 活用型書字形 （関数で生成）
代表性 共通属性
状態 共通属性
評価 共通属性
自動 更新日時 共通属性
自動 更新ユーザ名 共通属性
●　短単位書字形テーブルの新規レコードを入力するには、必ず親となる語形が入力済
　　みでなければならない。短単位書字形テーブルのレコードを削除した場合には、関
　　連付けられる書字形構成漢字のレコードがトリガによって削除される。
●　　「書字形ID」は短単位書字形テーブルの主キーで、語形IDに一定数をかけて書字
　　形SubIDを足したもの。　「語形ID」は当該書字形の親となる語形のID。　「書字形
　　SubID」は同一語形の元にぶらさがる書字形にふった1からの連番。　ID生成の詳細
　　は3．7．2を参照のこと。ツールにおいて書字形IDの入力は自動で行われる。
●　「書字形」は当該語の表記を記述する。活用語の場合には原則として活用語尾が仮
　　名書きで含まれなければならない。
●　　「仮名形」は当該語をカタカナ表記にしたもの（日本語入力辞書への応用を考慮し
　　たもので、形態素解析には利用しない）。
●　「活用型書字形」はデータベース内部における活用形展開に必要な書字形に関する
　　情報である。たとえば形容詞「赤い」のウ音便は、漢字表記の場合には「赤ユ」と
　　末尾のみ変化させればよいが、かな書きされる「あかい」の場合には「あこう」と
　　二文字分変化させる必要がある。このため、内部の活用型では「形容詞・カイ＋一般」
　　と「形容詞・カイ＋かい」とに区別されている。このときの「＋」以降の部分が活用型
　　書字形である。現在のデータベースでは、この情報を静的に格納せず、データベー
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　　ス上の関数によって活用型と書字形から動的に生成している。この関数については
　　資料⑧オリジナル関数一覧を参照。
●　なお、当該書字形の親となる語形が特殊な活用型である場合には、　「書字形」　「仮
　　名形」には基本形ではなく活用後の形（出現形）を入力する。
3．2．5．短単位発音形テーブル
短単位発音形テーブルには表7の情報が格納される。
表7　短単位発音形テーブルの列
Index入力 列名 説明
◎ 自動 発音形ID 主キー
自動 語形ID 親となる語形のID
自動 発音形SubID 同一語形に関連付けられる発音形の連番
○ 必須 発音形 発音を区別するレベルの見出し
アクセント型 アクセント型（アクセント核のある位置）
アクセント修飾型 活用によるアクセント変化の種類（型）
アクセント結合型 前接（後続）要素との結合時のアクセント変化
の種類（型）
自動 活用型発音形 （関数で生成）
代表性 共通属性
状態 共通属性
評価 共通属性
自動 更新日時 共通属性
自動 更新ユーザ名 共通属性
?
●
●
短単位発音形テーブルの新規レコードを入力するには、必ず親となる語形が入力済
みでなければならない。
「発音形ID」は短単位発音形テーブルの主キーで、語形IDに一定数をかけて発音
形SublDを足したもの。　「語形ID」は当該発音形の親となる語形のID。　「発音形
SubID」は同一語形の元にぶらさがる発音形にふった1からの連番。　ID生成の詳細
は3．7．2を参照のこと。ツールにおいて発音形IDの入力は自動で行われる。
「発音形」は当該語の発音をカタカナで記述する。発音を示すものであるため助詞
「は」なども「ワ」で表される。長音は常に「一」で、また「ヅ」「ヂ」は常に「ズ」、
「ジ」で表される。
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●　「アクセント型」は当該語のアクセントをアクセント核の位置を示す数字で表す。
　　すなわち、頭高型は「1」、平板型は「0」となる。
●　「アクセント修飾型」は特定の活用形を取る場合に起こるアクセント型の変化の種
　　類を記述する。詳細はUniDicユーザーズマニュアルを参照。
●　「アクセント結合型」は複合語を作ったり、自立語に付属語が結合したりする際に
　　起こるアクセント型の変化の種類を記述する。詳細はUniDicユーザーズマニュアル
　　を参照。
●　「活用型発音形」はデータベース内部における活用形展開に必要な発音形に関する
　　情報である。たとえば力行五段活用動詞のイ音便の発音形は、　「書く」の場合には
　　「カイ」と「イ」になるが、　「聞く」のように語幹がイ段（または工段）で終わる
　　場合には「キー」と長音符号に置き換える必要がある。このため、内部の活用型で
　　は「五段・力行・一般」を「＝一般」と「＝イエ段」とに区別している。このときの「ニ」
　　以降の部分が活用型発音形である。現在のデータベースでは、この情報を静的に格
　　納せず、データベース上の関数によって活用型と発音形から動的に生成している。
　　この関数については資料⑧オリジナル関数一覧を参照。
3．2．6．見出し表の共通属性
　見出し表（短単位語彙素テーブル、短単位語形テーブル、短単位書字形テーブル、短単
位発音形テーブル）に共通して付けられるレコードに関する情報がある。これらを表8に
示す。主として見出し語に関するメタ的な情報や管理情報であり、必ずしも必須の情報で
はない。
表8見出し表の共通属性
列名 説明
出典 当該の見出し語のソースとなった資料
状態 当該の見出し語の利用の状態を示す
代表性 当該見出し語が同階層において代表性を持つかどうか（未整備）
コメント 当該の見出し語に関する情報（自由記述）
評価 児童向けの表記、創作固有名詞等の情報
更新日時 最終更新日時
更新ユーザ名 最終更新ユーザ
●　「出典」は当該の見出し語のソースとなった資料を示す。最初に登録された時点で
　　の出典を示すもので、コーパスの追加によって他のソースでの使用が確認された場
　　合には更新されるわけではない。「出典」の種類については資料⑥参照。
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●　「状態」は当該見出し語の形態素解析辞書での利用状態を表すもので、1文字の記
　　号（及びその組み合わせ）で示す。たとえば「仮」は仮登録であることを示し、確
　　認が完了するまで形態素解析辞書には出力されない。また「Z」はコアデータに出現
　　したことから辞書登録を行ったものの、特殊な語であるため形態素解析辞書には出
　　力しないことを示す。その他の「状態」の一覧は資料⑦を参照。
　　なお「状態」属性は、短単位語彙素・語形・書字形・発音形の全ての階層に付与す
　　ることができるが、実際の解析辞書作成用データの出力に当たっては短単位書字形
　　テーブルの状態だけが参照される。
●　「代表性」は、当該見出し語が、同じ階層のグループの中で代表となることを示す
　　もので、真偽値（True／False）で表される。たとえば語形「ヤハリ」「ヤッパリ」
　　「ヤッパシ」「ヤッパ」のなかで「ヤハリ」を代表形とする場合に「ヤハリ」を代
　　表性Trueとすることになる。ただし、現在は完全な運用を行っていない（その階層
　　のグループの中で最初に作られたものが代表性を持つように自動処理されている）。
3．3．見出し表のトリガ
　4つの見出し表は、レコードの新規登録時や更新時にデータベース上で既定の自動処理
が実行される（トリガによる処理）。各見出し表のトリガで行われる処理には「語彙表生
成処理」　「更新情報記入処理」　「書字形構成漢字処理」の三つがある。
　「語彙表生成処理」は、辞書データベースとコーパスデータベースをつなぐ語彙表に、
見出しを追加したり、更新したり、削除したりするものである。処理の内容を表9に示し
た。見出し語を新規登録する場合には、短単位語彙素・短単位語形・短単位書字形・短単
位発音形の4つの見出しテーブルがそろったときに初めて語彙表の見出し生成が実行され
る。見出し表のレコードの削除時には、対応する語彙表の見出しも削除される。語彙表生
成の詳細については3．4～3．6を参照のこと。
表9　語彙表生成処理
対象テーブル 短単位語彙素テーブル・短単位語形テーブル・短単位書字形テーブル・短
単位発音形テーブル
実行条件 新規登録時に語彙素から書字形・発音形までがそろい語彙表生成が可能に
なったとき、または次の8属性（語彙素・語彙素読み・語彙素細分類・語
形・品詞・活用型・書字形・発音形）のアップデート時
処理内容 語彙表の見出しを追加・更新・削除する。
　「更新情報記入処理」はその見出し語を更新した日時とユーザ名を、各見出し表の「更
新日時」「更新ユーザ名」に記入する処理である。処理の内容を表10に示した。
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　「語彙表生成処理」と「更新情報記入処理」は、見出し表の更新の中でも、語彙表を更
新する必要がある重要な情報が更新された場合にのみ実際の処理が行われる。　「出典」の
修正やコメントの追加などでは語彙表再生成が行われないので、更新情報もアップデート
されない。
表10　更新情報記入処理
対象テーブル 短単位語彙素テーブル・短単位語形テーブル・短単位書字形テーブル・
短単位発音形テーブル
実行条件 新規登録時、または次の8属性（語彙素・語彙素読み・語彙素細分類・
語形・品詞・活用型・書字形・発音形）のアップデート時
処理内容 更新した日時とユーザ名を、各見出し表の「更新日時」「更新ユーザ名」
に記入する。語形が削除された場合は語形削除ログテーブルに新規レコ
ー ドを作成する。
　「書字形構成漢字処理」は、短単位書字形に変更があったときに当該書字形に関連付け
られている書字形構成漢字テーブルを更新するものである。処理内容を表11に示す。書字
形構成漢字詳細については3．8を参照のこと。
表11書字形構成漢字処理
対象テーブル 短単位書字形テーブル
実行条件 新規登録時、または「書字形」のアップデート時
処理内容 書字形構成漢字テーブルに当該書字形に含まれる漢字を追加・更新・削
除する。
3．4．語頭・語末変化
3．4．1．語頭・語末変化の概要
　語頭・語末変化は、連濁などの規則的な現象によって生じる語形変化を反映させた形を
生成するための処理である。濁音化などの「語頭変化」と促音化などの「語末変化」に分
かれる。特に数詞は複雑な語形変化を起こす。語頭変化と語末変化の両方を起こす語はい
まのところ数詞のみである。
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3．4．2．語頭変化
　語頭変化とは、　「語形」が持つ「語頭変化型」に応じて、語形変化による語形を展開す
る処理である。ここでは、　「力濁」型の語頭変化型を持つ語形「カメ　（亀）」を例に説明
する。
　語頭変化表（資料④）によれば、　「力濁」型には、語頭語形「カ」の基本形と、語頭語
形「ガ」の濁音形がある。これにより、語形「カメ」は元の形である基本形「カメ」と、
語頭文字を置き換えた濁音形「ガメ」に展開される。基本形と濁音形は語頭変化形SubID
にもとづき違うIDが与えられる。
　書字形のレベルでは、濁音形の書字形は、漢字表記の場合には基本形と同じものが使わ
れるが、ひらがな・カタカナで書かれている場合には書字形の先頭部分も変化させたもの
が出力される。この処理はデータベース上のオリジナル関数とストアドプロシージャによ
って行われる。
　図8はこの処理を図示したものである。このうち、辞書データベースに直接登録されて
いるのは語彙素と語形の基本形にあたる部分、及びその配下にある書字形であって、濁音
形以下の部分は語頭変化型にもとづき自動で生成されたものである。
　なお、語頭変化型の一覧は資料④を参照のこと。語頭変化の種類によっては、半濁音形
をもつなど、2つ以上の変化形を持つこともある。
語彙素 翻 書字形
（濁音形〉
　　亀
　　ガメ
　がめ
図8　語頭変化
3．4．3．語末変化
　語末変化とは、　「語形」が持つ「語末変化型」に応じて、語形変化による語形を展開す
る処理である。ここでは、　「ク促」型の語末変化型を持っ語形「サンカク（三角）」を例
に説明する。
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　語末変化表（資料⑤）によれば、「ク促」型には、語末語形「ク」の基本形と、語末語
形「ッ」の促音形がある。これにより、語形「サンカク」は元の形である基本形「サンカ
ク」と、語末文字を置き換えた促音形「サンカッ」に展開される。基本形と促音形は語末
変化形SubIDにもとづき違うIDが与えられる。．
　書字形のレベルで、促音形の書字形は、漢字表記の場合には基本形と同じものが使われ
るが、ひらがな・カタカナで書かれている場合には書字形の語末部分を変化させたものが
出力される。この処理はデータベース上のオリジナル関数とストアドプロシージャによっ
て行われる。
　図9語末変化はこの処理を図示したものである。このうち、辞書データベースに直接
登録されているのは語彙素と語形の基本形にあたる部分、及びその配下にある書字形であ
って、促音形以下の部分は語末変化型にもとづき自動で生成されたものである。
　なお、語末変化型の一覧は資料⑤を参照のこと。語末変化の種類によっては、2つ以上
の変化形を持つこともある。
語彙素 翻 書字形
図9　語末変化
3．5．活用
3．5，1，活用の概要
　活用は、語形が持つ活用型に応じて、活用形を展開する処理である。活用型の一覧はデ
ータベースの活用型テーブルに記述されている。活用型の一覧は資料②活用型に、活用形
の一覧は資料③に示した。
　データベース上では「短単位語形テーブル」と「活用表テーブル」を活用型によって結
合することで各活用形を生成する。活用表テーブルは長大になるため、本書では省略した
が、表の一部を3．5．4で例示した。項目等の詳細については資料⑩を参照のこと。
　各活用形の語形（出現形）は、活用表テーブルに記述された活用語尾をもとにして作ら
れる。同様に、その語形の子である書字形・発音形も、活用表テーブルに記述された活用
語尾をもとにしてそれぞれの出現形を生成する。
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　なお、活用語が語頭・語末変化型を持つ場合には、語頭語末変化による語形展開を行っ
た後で活用形が展開される。
3．5，2．活用形の展開
　動詞・形容詞等の活用語の場合、短単位語形テーブルに活用型が記述されている。活用
表テーブルに接続して、この活用型に応じて各活用形を生成するのが活用形の展開である。
　活用に際して、書字形が異なると変化する語尾の部分が異なる場合がある。たとえば、
力行変格活用の動詞「来る」では、仮名で書かれた「くる」の場合、未然形の書字形は「こ」、
連用形は「き」だが、漢字で書かれた「来る」では書字形はいずれも「来」である。この
ように、辞書登録されている書字形によって活用語尾の書字形を変える必要があるため、
書字形に「活用型書字形」の情報を持たせて活用形の展開の仕方を変えている。形態論情
報データベースでは活用型書字形は関数によって自動で生成するようになっている。
　同様の活用語尾変化の違いが、発音形にっいても起こる。これは主に音便形の処理で発
生するもので、たとえば語形が「オイ」で終わる形容詞は、その前がオ段の場合には終止形
などの発音形を長音にする必要がある（「トオイ」→「トーイ」）のに対し、それ以外の場合に
はその必要がない（「アオイ」→「アオイ」）。このため、発音形に「活用型発音形」の情報
を持たせて活用形の展開の仕方を変えている。活用型発音形は関数によって自動で生成す
るようになっている。
　短単位語形
クル：動詞一力行変格
辞書登録活用型：動詞一力行変格
短単位書字形
　　くる
活用型書字
短単位発音形
　　クル
活用型発音
：＜る
活用表
ξ漸請劣有褒落ス為：未然形一一般：コ　：こ
i動詞功行変格＋くる…連用形一一般：キ　：き
i動詞一力行変格＋〈るi：終止形一一般：クル：〈る
鯛黎熱≦鱒体形→登：クル：くる
内部活用型
語彙表
活用型
簡略化
活用形 語形 出現 出現
出現形 書字形 発音形
未然形一一般 コ ? コ
連用形一一般 キ
?
キ
終止形一一般 クル 〈る クル
連体形一一般 ク！レ くる クル
図10　活用形展開の流れ
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このようにして各語形が展開された後、活用型簡略化（3．5．3）が行われ、活用形の展開が
完了する。
3．5．3．活用型簡略化
　辞書登録活用型に、活用型書字形と活用型発音形を次の書式で付加したものを内部活用
型と呼んでいる。活用表は内部活用型を中心にして構成されている。
　内部活用型：　辞書登録活用型（＋活用型書字形）（＝活用型発音形）
活用形の展開が終わった後は、　「活用型簡略化テーブル」を使って簡略な活用型に変換し
ている。展開が終われば、詳細な活用型の区別は不要になるためである。コーパスデータ
ベースのデータはこの簡略な活用型で登録されているほか、形態素解析辞書の出力でもこ
の活用型が使われる。これを単に活用型、ないしコーパス活用型と呼んでいる。
　このため、活用型には内部で用いるものを含めて3段階あることになる（表12）。なか
には全く変わらないものもある。
表12　活用型の例
活用型の段階 例 説明 利用者
力行変格
辞書登録活用型 形容詞一オイ 見出し表（短単位語形）への登録で使われる
見出し追加作
業者のみ
下一段一ア行
力行変格＋くる
内部活用型 形容詞一オイ＋一般二オ段 データベース内部の処理で使われる
活用表管理者
のみ下一段一ア行
力行変格
活用型
（コーパス活用型） 形容詞
コーパス・形態素解析辞書の
出力で使われる
UniDicの全
ユーザ下一段・ア行
　辞書登録活用型を直接目にすることがあるのは、見出し表（短単位語形）への追加を行う作業
者のみである。内部活用型はデータベース内で使われるのみであり活用表を更新する管理者を除
き、直接に関わることはない。　（コーパス）活用型は、UniDicのエンドユーザを含めた全ての
利用者が使うことになる。
　なお、活用形展開時には、活用形IDを与えるために、活用形についても内部活用形が使
われている。
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3，5．4．活用表
　それぞれの活用型がどの活用形を持つかは、辞書データベースの活用表テーブルに記述
されている。あわせて3000行を超える膨大な量になるため、本書では省略するが、その一
部を以下に例示する。辞書登録型に活用型書字形と活用型発音形の情報を付与した内部活
用型とその活用型が持っ活用形を基準としたテーブルになっている。
表13　活用表の例（力行変格活用）
内部活用型 活用形 活用語尾 代表性
活用語尾
書字形
活用語尾
発音形
活用語尾
仮名形
アクセント
修飾型 活用形
力行変格＋くる 仮定形一一般 クレ 0 くれ クレ クレ 仮定形一一般
力行変格＋くる 仮定形一融合 クリャ 0 くりや クリャ クリャ 仮定形一融合
力行変格＋くる 命令形 コイ 0 こい コイ コイ 命令形・一般
力行変格＋くる 意志推量形 コヨウ 0 こよう コヨー コヨウ M1＠1 意志推量形一一般
力行変格＋くる 意志推量形 コヨツ 0 こよっ コヨツ コヨツ M1＠1 意志推量形・促音
力行変格＋くる 意志推量形 コヨ 0 こよ コヨ コヨ M1＠0 意志推量形・短縮
力行変格＋くる 未然形’一般 コ 0 ? コ コ 未然形一一般
力行変格＋くる 終止形・一般 クル 1 くる クル クル 終止形一一般
力行変格＋くる 終止形・援音便 クン 0 くん クン クン 終止形一援音便
力行変格＋くる 連体形一一般 クル 0 くる クル クル 連体形・一般
力行変格＋くる 連体形・擦音便 クン 0 くん クン クン 連体形一擦音便
力行変格＋くる 連体形・省略
? 0 ? ? ? 連体形一省略
力行変格＋くる 連用形・一般 キ 0
?
キ キ 連用形一一般
力行変格＋来る 仮定形・一般 クレ 0 れ クレ クレ 仮定形・一般
力行変格＋来る 仮定形・融合 クリャ 0 りや クリャ クリャ 仮定形・融合
力行変格＋来る 命令形 コイ 0 い コイ コイ 命令形・一般
力行変格＋来る 意志推量形 コヨウ 0 よう コヨー コヨウ M1＠1 意志推量形一一般
力行変格＋来る 意志推量形 コヨツ 0 よっ コヨツ コヨツ M1＠1 意志推量形・促音
力行変格＋来る 意志推量形 コヨ 0
?
コヨ コヨ M1＠0 意志推量形・短縮
力行変格＋来る 未然形・一般 コ 0 コ コ 未然形・一般
力行変格＋来る 終止形一一般 クル 1
?
クル クル 終止形・一般
力行変格＋来る 終止形・機音便 クン 0 ん クン クン 終止形一援音便
力行変格＋来る 連体形・一般 クル 0
?
クル クル 連体形一一般
力行変格＋来る 連体形・按音便 クン 0 ん クン クン 連体形・援音便
力行変格＋来る 連体形一省略
? 0 ? ? 連体形・省略
力行変格＋来る 連用形・一般 キ 0 キ キ 連用形・一般
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3．5．5．内部活用形と活用形ID
　語彙表の生成にあたって、データベース内部では出現形の差異を反映したさらに詳細な
活用形（内部活用形）が用いられる。たとえば、活用型「サ行変格・スル」の命令形では「せ
よ」　「しろ」など複数の形がある。コーパス（形態素解析結果）ではこれらを活用形の名
前としては区別しないが、データベース中ではこれに「命令形一般」「命令形・ロ」のよう
に別の名前・別のIDを与えて区別している。これは語彙表の生成にあたって、実際の書字
形や発音形に拠らず、IDのみで語彙エントリをユニークに決定する必要があるためである。
語彙表IDの計算では内部活用形に付与されたIDが使われる。内部活用形とそのIDは、
辞書データベースの活用形テーブルに定義されており、語彙表生成の際に参照される。
3．5．6，活用形テーブルと活用型テーブル
　辞書データベースには活用表テーブルの他に「活用形テーブル」と「活用型テーブル」
がある。活用形テーブルは活用形IDの付与に使われ、語彙表の展開に必須である。一方、
活用型テーブルは辞書管理ツールで活用型を入力する際に選択するためのデータソースと
して利用するものであって、活用形展開時に利用されることはない。　「品詞テーブル」も
同様である。
3．5．7．特殊な辞書登録活用型
　一般の活用表では生成できない特殊な活用形を辞書登録したい場合がある。たとえば、
活用語尾までがカタカナ書きされる「イイ（良い）」「デキル（出来る）」や、活用語尾
のない特殊な表記「也（助動詞）」、特殊な語形「ま～す」などである。これらをすべて
活用表に登録して扱うことは煩雑となるため、現在は特殊な辞書登録活用型を用いて必要
な活用形だけを生成できるようにしている。
　「無変化○○型：□□」の書式で見出し表に登録することで、ロロ型のコーパス活用型を
持つ、○○形の語形を出力することができる。　「無変化○○型」として選択可能なものは
活用型テーブルに記載されている。区切り子の「：」は半角である。このような辞書登録活
用型をもつ場合、語形には基本形（活用変化前の形）を、その子である書字形・発音形に
は活用変化後の形を記載する。
例：　イイ
　　　デキル
　　　也
　　　ま～す
無変化終止連体型：形容詞
無変化終止連体型：上一段・力行
無変化終止型：文語助動詞・ナリ・断定
無変化終止型：助動詞・マス
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　この特殊な辞書登録活用型の展開処理は語彙表展開を行うストアドプロシージャの中で
行っている。ただし、この方式では基本形を持つ既登録語の一語形として追加することし
かできない。また、語形・書字形・発音形の基本形や、アクセント型などの情報を正しく
出力することができない。したがって、この方式は暫定的なものであり、今後変更される
予定である。
3．6．語彙表生成のまとめ
語彙表は、語頭・語末変化（3．4参照）と活用（3．5参照）を組み合わせて作られる（図11）。
語形叶緻化⇒語末変化｛垂］吟［豆コ
図11語彙表生成の流れ
　例として「カライ（辛い）」の場合をあげる。　「カライ」は、　「力濁」の語頭変化型を
持つため、基本形「カライ」と濁音形「ガライ」が展開される。さらに、　「カライ」は活
用語であるから形容詞の各活用形が展開される。語形の下にある書字形・発音形について
も全ての活用形が展開される。図12にこの展開の様子の一部を示した。
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図12　語彙表生成の例
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3．7．見出し表の関連付け
3，7，1．見出し表の関連付けの概要
　短単位語彙素・短単位語形・短単位書字形・短単位発音形の4つの見出し表は階層構造
を持ち、それぞれの見出し語がIDで関連付けられている。また、4つの見出し全体として
重複する値が入力されないようにデータベース上の制約が付けられている。ここでは、こ
の見出し表のIDの計算方法と、見出し表の間の制約について述べる。
3．7．2．見出しID
　見出し表はそれぞれのIDによって結合される。各表のIDは親となる見出し語の見出し
IDをもとにした計算によりユニークな数字が与えられる。各変化形のIDから親の見出し
IDは計算で求めることができる。　SubIDは子の階層に位置する見出し語に、親となる見出
し語ごとに付与されている1から32（書字形・発音形は256）までの数字（連番）である。
語形ID＝語彙素ID＊32＋語形SublD
書字形ID＝語形ID＊256＋書字形SublD
発音形ID＝語形ID＊256＋発音形SublD
たとえば、語彙素IDが1000の語彙素の子である語形は、語形IDとして32001（1000×
32＋1）から32032（1000×32＋32）までの数字を持つことになる。この語形の子である
書字形の書字形IDは、8192257（32001×256＋1）から8200448（32032×256＋256）ま
での数字となる。
　したがって、各変化形のIDから親となる見出し語の見出しIDは計算で求めることがで
きる。たとえば、書字形IDが16384257である場合、語形IDは256で割って端数を切り
捨てたものである。16384257÷256＝64001．00390625であるから、語形IDは64001とな
る。また、この語形の語彙素IDは、32で割って端数を切り捨てたものである。64001÷32
＝2000．03125であるから、語彙素IDは2000となる。
　実際には、ID変換用の関数を用意しているのでデータベース上ではこれを用いて変換す
ることになる。
　　　　　　　　　　　田　衰一
　　　　　　　　　　　　　已　　、羅司32加1アマクチ（名詞・普通名詞・一般）
　　　　　　　　　　　　　　　　　書．8192257tr口
　　　　　　　　　　　　　　　　　藷薗8192257アマクチ
　　　　　　　　　　　　　　図13見出し語IDの例
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　親エントリのIDに乗じている数字は、子見出しの最大数を決める定数で、データベース
のID変換マスタテーブルに規定されている。この数字は変更される可能性がある。そのた
め、ID計算に関する全ての処理は、固定した数値を用いず、ID変換マスタテーブル（表14）
の値を使用する。
　　　　　　　　　　　　表14　1D変換係数マスタテーブル
見出しID 係数
語彙素ID 1
語形ID 32
書字形ID 256
発音形ID 256
（語頭変化形ID） 16
（語末変化形ID） 16
語彙表ID 512
　なお、表14の語頭変化形ID・語末変化形ID・語彙表IDは、後述する語彙表ID生成
で利用する数字である。
3．7．3．語彙表ID
　活用形・変化形の全てを展開した場合のID（語彙素ID）は、次のように計算される。
　　語彙表1Dニ（（（書字形1D＊256＋発音形SublD）＊16＋語頭変化形sub1D）＊16
　　　　　　　　＋語末変化形sublD）＊512＋活用形ID
　活用形・変化形の展開が行われるため、語形より下の見出しID（基本形のID）は語彙素
IDとは直接に対応しない。式の二重下線部が語頭変化、下線部までが語末変化を反映させ
たIDに相当する。最後に、活用による変化を反映させるため512を乗じて活用形IDを足
している。
　　図14に例として形容詞「辛い」の語彙表IDを生成した場合の語彙表IDを図示する。
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図14　語彙表ID生成の例
3，7．4，見出し表の一意制約
　見出し表は、重複した見出しの入力を防ぐために、次の二通りの組み合わせで常にユニ
ークであることを保証する制約が付けられている。これにより重複する見出しは入力する
ことができなくなっている（誤って入力した場合にはロールバックされる）。
　この制約は、SQL　Serverのインデックス付きビュー（Schema　Binding）の機能によっ
て実現している。
　　　　　　　　　　　　　　表15　見出し表の一意制約
　　　テーブル
制約 短単位語彙素 短単位語形
短単位
書字形
短単位
発音形
制約1 語彙素・語彙素読み・語彙素
細分類
語形・品詞・活用型 書字形
制約2 語彙素・語彙素読み・語彙素
細分類
語形・品詞・活用型 書字形 発音形
　なお、単独のテーブル内の見出し制約として、これ以外に短単位語彙素テーブルの次の
一意制約がある（3．2．2参照）。
表16　語彙素の一意制約
　　テーブル
制約
短単位語彙素
語彙素制約 語彙素・語彙素読み・語彙素細分類・類
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「類」は「品詞」　（語形テーブル）の上位概念であるため、見出し表の一意制約に「類」
は含まれていない。
3．8．書字形構成漢字
3．8，1．書字形構成漢字の概要
　書字形構成漢字表は、書字形を構成する漢字がどのように読まれているかという情報を
持つ。書字形構成漢字表とコーパスを結びっけることにより、コーパス中の漢字の音訓別
頻度表を作成することができる。また、単漢字の情報を含む漢字表と結合することにより、
常用漢字や教育漢字の音訓がコーパス中の漢字の読みをどれだけ網羅しているかといった
情報も得られる。
　書字形構成漢字表の実体は辞書データベースの書字形構成漢字テーブルである。書字形
構成漢字テーブルは書字形IDを格納し、短単位書字形テーブルと書字形IDで対応する。
また、書字形ID以外に書字形内位置、字種、音訓等種別、音訓を格納している。字種、音
訓等種別、音訓については、これら3項目の組み合わせで一意となっている漢字テーブル
で管理されていて、書字形構成漢字テーブルの字種・音訓等種別・音訓の組み合わせは漢
宇テーブル内にあるいずれかの字種・音訓等種別・音訓の組み合わせと一致している。
　書字形構成漢字テーブル・漢字テーブルの列名等の詳細は資料⑩テーブルー覧を参照の
こと。
3．8，2，書字形構成漢字の更新
　書字形構成漢字テーブルへのレコードの追加は、トリガを使用した自動処理またはツー
ルを使用した手動処理により行う。
　自動処理については、短単位語彙素テーブルと短単位書字形テーブルに作成した自動処
理用のトリガにより次の通り実行される。
　まず、漢字が含まれる書字形を短単位書字形テーブルに登録すると、書字形構成漢字を
生成するトリガが起動し（①）、登録した書字形と仮名形と、関連する短単位語彙素テー
ブルの情報を元にして（②）、漢字テーブルに登録されたレコードの中から字種・音訓等
種別・音訓の組み合わせで最も合致率（精度）の高いものを推測し（③）、その字種・音
訓等種別・音訓を書字形構成漢字テーブルに格納する（④）。
　また、短単位語彙素テーブルには書字形構成漢字を生成する際に必要な情報（人名・組
織名等）が格納されているために、短単位語彙素テーブルのレコードを更新した際にも、
短単位語彙素テーブルに関連付けされている短単位書字形テーブルのレコードについて、
書字形構成漢字が再生成される。
29
3．辞書データベース
図15　書字形構成漢字の自動生成概念図
　このような自動処理によって生成されたレコードにっいては、必ず作業者によるチェッ
クが行われ、誤りがあれば修正される。その際に使用されるのが、書字形構成漢字修正ツ
ールである。書字形構成漢字修正ツールについては5．3書字形構成漢字修正ツール（46ペ
ージ）を参照。
3．8．3．漢字音訓頻度表生成処理
　自動処理によって生成され、手動処理によって整えられた書字形構成漢字テーブルのデ
ータは、漢字音訓頻度表の作成などに利用される。なお、漢字音訓頻度表の生成について
は専用のエクセルファイルのマクロ処理により行われる。生成条件を与えれば、マクロ処
理によって、出現頻度の集計から印刷のために体裁を整える処理まで自動で行われる。
　漢字音訓頻度表の生成は次のようなテーブル間の関連性を利用して行われる。漢字テー
ブルと書字形構成漢字テーブルは字種・音訓等種別・音訓をキーに1対多対応している（①）。
書字形構成漢字テーブルは書字形IDを格納しているので、辞書データベースの短単位書字
形テーブルと対応している（②）。また短単位テーブルが格納している語彙表IDからは書
字形mを算出できるので、短単位テーブルと短単位書字形テーブルは対応している（③）。
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以上の関係性により、短単位テーブル内での字種・音訓等種別・音訓の頻度表を容易に生
成することができる。
　　　　　　　　　　　　辞書データベース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーパスデータベース
　　　　　　　短単位語彙素テーブル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短単位テーブル
　　　　　　　短単位語形テーブル
　　　　　　　短単位書字形テーブル
　　　　　　　　　②　書字形編字テーカレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①
　　　　　　　　　　　　　　　　漢字テーブル
　　　　　　　　　　　図16　書字形構成漢字関係のテーブル関連図
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3、9．見出し処理の参考用テーブル
　見出し表や語彙表の内容と直接関係するデータではないが、見出し語の入力や修正に当
たって作業者が参照する必要のあるデータについても辞書データベース内に格納している。
この種のデータには種々のものがあるが、ここでは特に重要な見出し処理の参考用のテー
ブルについて述べる。
3．9．1．要注意語テーブル
　「要注意語」とは、短単位の認定において特に注意を要する語のことで、　「要注意語テ
ーブル」はそうした語のリストを格納したものである。要注意語には、付属語扱いする語
のリストや、全体で一短単位扱いする例外的な語のリストなどが含まれる。これらについ
ては『形態論情報規程集』にも記載されているほか、辞書データベース用アプリケーショ
ンから参照することができるようになっている。
　テーブルの仕様については、資料⑩の「要注意語テーブル」を参照。内容については『形
態論情報規程集』参照のこと。
3．9．2．要注意誤用例テーブル
　「要注意誤用例」は「要注意語」の代表的な用例を登録したテーブルである。一つの要
注意語に複数の用例を用意する必要から別テーブルとなっており、IDで関連付けられてい
る。このテーブル内の用例は、要注意語の情報とともに『形態論情報規程集』にも記載さ
れているほか、辞書データベース用アプリケーションから参照することができるようにな
っている。
　テーブルの仕様については、資料⑩の「要注意語用例テーブル」を参照。内容について
は、『形態論情報規程集』参照のこと。
3．9．3，頻度表
　「頻度表」は辞書データベースの見出し語ごとに、コーパスデータベース中の用例数を
書き込んだテーブルである。コーパスデータベースの変更を反映するため、ジョブによっ
て定期的に更新されている。
　学習用コーパスとして使用されることもある人手修正データについては、個々のコーパ
スジャンルごとの頻度の内訳が次の例のような書式で記録される。
w9：b85：n143：（42832）
（コアデータでは白書に9例、書籍に85例、新聞に143例、全コーパスでは42832例）
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　「：」が区切り記号で、アルファベットがジャンルを示す略号、続く数字がジャンル内の
用例数、最後の括弧入りの数字がコーパス全体での頻度となっている。コーパスのジャン
ルを示す略号は、見出し表の「出典」と共通である。
　辞書データベース用アプリケーションでも、この形式で各階層の見出し語の品語が表示
される。
3．9．4語形削除ログ
　語形削除ログは、さまざまな理由により語形見出し語を移動したり削除したりした場合
に、削除された語形と、削除の日時・ユーザ名などを記録するテーブルである。語形の見
出しは、他の見出し表と比べ特に移動が多く外来語の見出し語形などで登録基準を誤りや
すいため、特に削除の記録を用意して、削除されたものを再登録することがないように配
慮しているものである。
　語形削除ログは、見出し表から削除が行われたときにトリガにより自動で記録される（3．3
参照）。
3．10．分類語彙表テーブル
3．10．1．分類語彙表テーブルの概要
　『分類語彙表』とは、国立国語研究所で刊行されている、語を意味によって分類・整理
したシソーラス（類義語集）である。UniDicによる形態素解析結果に分類語彙表番号を自
動的に付与することを目的に、分類語彙表データベース（『分類語彙表一増補改訂版デー
タベース』）の情報をデータベースに取り込み、UniDicの見出し表と関連付ける（UniDic
の見出し語に分類語彙表番号を付与する）作業を行っている。
　分類語彙表番号はUniDicの階層では語彙素の階層に付与される。しかし、多義語の場合
などに両者の間で一対一の対応をするとは限らない（多対多の関係になる）ため、関連付
けのために中間テーブル（分類語彙表関連付けテーブル）を挟んで結合している。
　分類語彙表の関連付けには、専用のツールを使用する。分類語彙表ツールについては5．4
（48ページ）参照。
3．10．2．短単位語彙素テーブルとの関連付け
　分類語彙表テーブルは中間テーブル（分類語彙表関連付けテーブル）を介して短単位語
彙素テーブルと関連付けされている。関連付けには両者の主キーである分類語彙表番号と
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語彙素IDを用いる。表17・表18に分類語彙表関係のテーブルの構成を、図18に分類
語彙表関係のテーブルと辞書データベース（UniDic）の見出し表との関係を示す。
表17　分類語彙表テーブル
列名 説明
分類語彙表番号 主キー。分類語彙表データベースの項目と同じ
レコード種別 同上
部門 同上
中項目 同上
分類項目 同上
見出し 同上
見出し読み 同上
更新作業者 （見出し表の共通属性に準ずる）
更新日時 （見出し表の共通属性に準ずる）
表18分類語彙表関連付けテーブル
列名 説明
語彙素ID 短単位語彙素テーブルのID
分類語彙表番号 分類語彙表のID
更新作業者 更新作業者名
更新日時 更新日時
図18　分類語彙表関係のテーブルと見出し表の関連図
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4．コーパスデータベース
4．1．コーパスデータベースの概要
　BCCWJのデータはXMLで記述されている。コーパスデータベースでは、この情報を関
係データベースの一般的な表で表現するために、　「文字表」　「短単位表」　「文字修正表」
「数字タグ表」　「ルビ表」　「タグ表」の各表に分けて取り込んでいる。形態論情報の処理
に直接関連するタグのみ専用テーブルに書き込み、その他のタグは一括してタグ表で保管
する。いずれのテーブルもサンプルIDと原文における文字位置をキーとして関連付けられ
ている
　コーパスデータベースには各種のコーパスが格納されている。そのうち、人手修正を施
したデータをコアデータと呼ぶ。コアデータは形態素解析辞書UniDicの学習用コーパスと
して利用される。コアデータ以外のデータは、見出し表に登録するための未登録語の採集
や、コーパスを利用する研究のために用いるデータである。コアデータか否かの区分は短
単位テーブルの「コーパス名」によって区別される。BCCWJのコアデータは「＿core」で
終わるコーパス名が付けられている。
4．2．コーパスデータベースのテーブル
　コーパスデータベース内のテーブルは主に文字テーブルを軸として、サンプルIDと文字
開始位置・文字終了位置をキーにして関連付けされている。また、辞書データベースとは
語彙表テーブルを介して関連付けされている。これによりコーパスデータベース用アプリ
ケーション・大納言（49ページ）等のアプリケーションからはコーパスデータベース内の
ほぼ全てのデータにアクセスできるようになっている。以下にテーブルの一覧とその説明
を示す（表19）。特に重要な短単位テーブルについては4．3（38ページ）、長単位・文節
テーブルについては4．4（39ページ）で詳細を説明する。その他のテーブルについては資
料⑩及びサンプルデータ（132ページ以降）を参照されたい。サンプルデータでは、テキス
トの同一箇所を例として挙げ、各テーブル上でどのように表現されるかを示している。
表19　コーパスデータベースのテーブルー覧
テーブル名 説明
文字テーブル 1レコードにプレーンテキストの1文字を格納する、コーパスデ
一タベース内の各テーブルの基準となるテーブル。短単位テー
ブルや長単位テーブルなどは文字テーブルと常に対応がとれる
ように更新される。主なフィールドはサンプルID・文字開始位
置・文字終了位置・文字・固定長フラグ・可変長フラグがある。
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テーブル名 説明
短単位テーブル 1レコードに1短単位、文章（テキスト）を形態素解析した結果
を格納するテーブル。主なフィールドにサンプルID・文字開始
位置・文字終了位置・出現書字形・品詞・活用型・語彙表ID・
文開始位置・文終了位置・コーパス名などがある。
数字テーブル XMLにおける数字タグの情報を格納するテーブル。大納言の対
話式数字変換機能を利用して値の修正やレコードの追加・削除
が可能である。主なフィールドにサンプルID・文字開始位置・
文字終了位置・数字変換型などがある。
文字修正テーブル XMLにおける文字修正タグの情報を格納するテーブル。大納言
の文字修正機能を利用して値の修正やレコードの追加・削除が
可能である。主なフィールドにサンプルID・文字開始位置・文
字終了位置・修正型・原文文字列などがある。
振り仮名テーブル XMLにおける振り仮名タグの情報を格納するテーブル。大納言
の文字修正機能を利用して値の修正やレコードの追加・削除が
可能である。主なフィールドにサンプルID・文字開始位置・文
字終了位置・振り仮名などがある。
タグテーブル XMLタグの全ての情報を格納するテーブル。原則としては情報
の修正は行われない。主なフィールドにサンプルID・文字開始
位置・文字終了位置・タグ情報がある。
文テーブル 1レコードに1文を格納する、全文検索処理で利用されるテーブ
ル。XML解析時には存在しないデータである。コーパスデータ
ベースに取り込んだ後、短単位テーブルの文開始位置・文終了
位置と対応する形で、データベースのジョブ処理により自動的
に生成される。主なフィールドにサンプルID・コーパス名・文
開始位置・文などがある。
語彙表テーブル 1レコードに1短単位を格納する、辞書データベースを利用して
生成されるテーブル。未知語等の一部の語を除く短単位テーブ
ルに存在する全ての語を網羅している。辞書データベースの語
彙素・語形・書字形・発音形テーブルが更新されると、トリガ
処理により語彙表テーブルも更新される。またユニークID（語
彙表ID）により、短単位テーブルと対応関係をとる（大納言を
使用して対応付けをする）ことによって、辞書データベースの
語彙素・語形・書字形・発音形テーブルが更新されると、短単
位テーブルも更新される。主なフィールドに語彙表ID・出現書
字形・品詞・活用型などがある。
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テーブル名 説明
長単位テーブル 文章（テキスト）を長単位規定に準じて解析した結果を格納す
るテーブル。1レコードが1長単位になっている。長単位の修正
は大納言の長単位モードにより行う。なお、長単位の属性につ
いては、長単位語彙表テーブルの中から選択する。主なフィー
ルドにサンプルID・文字開始位置・文字終了位置・長単位出現
書字形・長単位品詞・長単位語彙素などがある。
長単位語彙表テーブル 長単位用の語彙表である。短単位で使われる語彙表テーブルと
は異なり、辞書データベースとは連携していない。大納言の長
単位モードを利用してデータを整備する。主なフィールドに長
単位出現書字形・長単位品詞・長単位活用型などがある。
文節テーブル 文節情報が格納されるテーブル。大納言の長単位モードを利用
して修正を行う。主なフィールドにサンプルID・文字開始位置・
文字終了位置・文節などがある。
短鞭テー塾
文字テ乙づル
図19　コーパスデータベースのテーブル関連図
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4．3．短単位テーブル
　短単位テーブルは形態素解析結果を取り込んだもので、コーパスデータベース内でも最も重
要な役割をもつテーブルであり、SQL文からで直接利用することも多い。利用に際して必要と
なる情報を表20に示す。「（冗長）」とした項目は、データ利用の便宜上、短単位テーブル内
に保持しているものの、他のマスタテーブルから取得可能な情報である。
表20　短単位テーブルの列名
項目 説明 形態素解析の出力
取り込み
時に必須 区分
コーパス名 コーパス名（ジャンル別等） ○
サンプルID BCCWJのサンプルID ○ ○
連番 サンプル内の並び順 ○※ ○
基本となる出典情報
文境界 文頭（B）またはそれ以外（1） ○ ○
文字開始位置 文字テーブルの開始ID ○ 文字表・その他のテーブ
ルとの接続用文字終了位置 文字テーブルの終了ID ○
語彙素読み 当該短単位の語彙素読み ○ ○
語彙素 当該短単位の語彙素
?
○
語彙素細分類 当該短単位の語彙素細分類 ○ ○
品詞 当該短単位の品詞 ○ ○
活用型 当該短単位の活用型（簡略活用型） ○
?
基本となる形態素情報
（基本8属性）
活用形 当該短単位の活用形（簡略活用形） ○ ○
出現書字形 語形変化・活用後の書字形 ○ ○
出現発音形 語形変化・活用後の発音形 ○
?
語彙表ID 展開した語彙表のID（展開後の語として一意） 基本となる形態素ID
語彙素ID 対応する短単位語彙素のID
語種 当該短単位の語種 ○ コーパス利用のための追加形態素情報（冗長）
語形 語形（語形変化・活用前の基本形） ○
文開始位置 文テーブルの開始ID
文終了位置 文テーブルの終了ID
文テーブルとの接続用
固定長フラグ BCCWJの固定長サンプル内か否か
可変長フラグ BCCWJの可変長サンプル内か否か
コーパス利用のための
追加出典情報（冗長）
学習フラグ 学習用コーパスとしての採否情報 学習用コーパスとしての情報
UpdUser 最終更新ユーザ名
UpdDate 最終更新日時
更新情報
※出力の並び順
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4．4．長単位テーブルと文節テーブル
　長単位は、BCCWJの形態論情報として付与される言語単位の一つで、文節をもとに、そ
こから付属語等を切り出したものに相当する。一つの長単位は、一つの短単位または複数
個の短単位の連続となる。BCCWJにおける長単位・文節の定義については『形態論情報規
程集』を参照のこと。
　短単位と長単位・文節は、表21のような関係にあり、文節境界は常に長単位境界であり、
文節・長単位境界は常に短単位境界となる。また、文節や長単位は短単位の連続からなる。
ただし、注釈的な括弧などにより、長単位が短単位の連続とならない場合がある。短単位
と長単位は、語彙素・品詞・活用型等の情報をもつが、文節は境界のみを記録している。
表21　短単位・文節境界・長単位の例
短単位境界 短単位 文節境界 長単位境界 長単位
B 文化 B B 文化庁文化交流使事業
B 庁
B 文化
B 交流
B 使
B 事業
B は B は
B ， B ，
B 芸術 B B 芸術家
B ?
B ， B ，
B 文化 B B 文化人等
B 人
B ?
B ， B ，
B 文化 B B 文化
B に に
B 携わる B B 携わる
B 人々 B B 人々
B ? に
B ， B ，
B 一定 B B 一定期間
B 期間
　長単位はコーパスに出現したものを単位として認めるという形を取っており、コーパス
から切り離した見出し表としては管理しない。そのため形態論情報データベースではコー
パスデータベースの中でのみ取り扱われ、辞書データベースとは直接関係しない。
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　長単位に関係するテーブルとしては、長単位テーブルと文節テーブル、長単位語彙表テ
ーブルがある。
　長単位テーブルは、出現した長単位の情報を格納するテーブルであり、語彙素・品詞・
活用型などの情報が、短単位の情報を利用して付与される（資料⑩、サンプルデータ⑭（135
ページ）参照）。文節テーブルは文節境界を記録するためのテーブルである（資料⑩、サ
ンプルデータ⑮（136ページ）参照）。長単位テーブルと文節テーブルは、短単位テーブル
と同様に、文字表テーブルのサンプルIDと文字開始位置・文字終了位置によって関連付け
されている。なお、長単位テーブルと文節テーブルは先に述べたような密接な関係にある
が、現在のデータベース上では別々のテーブルとして管理している。
　長単位語彙表テーブルは、一度出現した長単位を記録して、長単位付与作業に利用する
ためのテーブルである（6．8．2（83ページ）、及び、資料⑩、サンプルデータ⑯（136ペー
ジ）参照）。長単位テーブルと長単位語彙表テーブルは属性（長単位出現書字形・長単位
品詞等）で関連付けされている。
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5．辞書データベース用アプリケーション
5．1．概要
　辞書データベースへの登録・修正を行うアプリケーションとして、辞書管理ツール
「UniDic　Explorer」がある。また、特定目的のツールとして「書字形構成漢字修正ツール」
「分類語彙表ツール」がある。この3種のアプリケーションについてその機能、処理内容
を説明する。
5．2．辞書管理ツールUniDic　Explorer
　辞書管理ツール「UniDic　Explorer」は辞書データベースに見出し語を追加するための中
心となるツールである。
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　見出し語の追加・修正作業時には、見出し語表の階層をそのまま表示し、修正が可能と
なっている。以下、その機能について説明する。
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5．2．1．見出し語の検索
　UniDic　Explorerでは、各階層の見出し語や関連する情報をもとに、見出し表に登録され
た語を検索・表示することができる。
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図20Unmic　Explorerの検索用コントロール
　検索対象としては、使用頻度の高い「語彙素読み」　「語彙素」　「語形」　「書字形」のほ
か、「その他」を選択して発音形や見出しに付けられたコメントなどを検索することがで
きる。この際、検索オプションとして条件を「完全一致」　「前方一致」　「後方一致」　「部
分一致」から検索できる。語彙素IDを入力することで、直接語彙素を指定することも可能
である。
　左ペインには検索した語がUniDicの階層を反映したツリー構造で表示され、右ペインに
は各階層の見出し語が、階層構造をそのまま反映した形で表示される。
　　　　素　990甘し、　6相3
　　　　　形31681アマイ（形容詞’一般）
　　　　　　　書8110337あまい
　　　　　　　書．8110338甘し、
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　　　　　形31682アマシ（形容詞・一般）
　　　　　　　書．8110593あまし
　　　　　　　書8110594甘し
　　　　　　　灘8110593アマシ
　　　　素71979アマイ《姓》
　　　　　形，2303329アマイ（名詞・固有名詞・人名・姓）
　　　　　　　書．589652225天井
　　　　　　　萱i589652225アマイ
図21UniDicの階層を反映したツリー
　ツリーには階層を示すアイコンと各見出し語のID、各階層の代表的な項目が表示される。
項目は、語彙素見出しでは語彙素と類、語形見出しでは語形と品詞、書字形見出しでは書
字形、発音形見出しでは発音形である。ツリーの項目をクリックすると、当該レコードが
選択され、右ペインに表示されて編集が可能になる。
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　　図22U㎡Dicの階層を反映したレコード表示
5．2，2．見出し語の追加
　見出し語の追加は、各見出し階層画面の回ボタンによって行う。このボタン押下時に、
IDは所定の手続きにより自動で計算され入力される（3．7．2参照）、こののち新規見出し語
の入力が可能になる。
　見出し表の制約により、見出し語は必ず親となる見出し語から追加する必要がある。ま
た、見出し語を削除する場合には、その見出し語の子となっている見出し語を全て削除し
なければならない。
　なお、画面上部の「出典」を選択しておくことで、新規レコードの出典が自動的に入力
される。出典の選択肢は出典テーブルと関連付けられている。また、画面上部の「モード」
で「仮登録」を選択すると、新規レコードの状態として「仮」が自動的に入力される。
5．2．3．見出し語の修正
　データベースのレコードを表示するコントロールは、そのままデータベース上の項目と
関連付けられているため、画面上での修正した結果はそのままデータベースレコードの修
正として反映される。アップデート処理は、修正したレコードから他に移動したときに行
われる。
　なお、画面上部の「モード」で「閲覧」を選択すると、誤って修正することを禁止する
閲覧モードとなり、レコードの修正ができなくなる。
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5．2．4．見出し語の移動・コピー
　ツリーの項目を選択するか、右ペインの「選択」ボタンを押下することにより、項目が
選択され、画面下のツリー操作用コントロールに選択項目が表示される（図23の①）。こ
の状態で「→」ボタンを押下すると、右側のコントロールが利用可能になり、当該項目の
コピー・移動を行うモードとなる（②）。もう一度ツリーの項目を選択するか、右ペイン
の「選択」ボタンを押下することにより、移動・コピー先が右側に指定される（③）。そ
の後、　「コピー」ボタンを押下すると当該項目をコピー、「移動」を押下すると当該項目
を移動する。
璽影一㌧、、。33，1　［画
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　移動・コピーは当該見出し語だけでなく、子や孫となる見出し語全体をまとめて行われ
る。なお、②の状態で「削除」ボタンを押すことにより、当該の見出し語を子や孫となる
見出し語ごと全て削除することもできる。
　同一見出しの元にコピーする場合、一意制約に対応するため、同一見出し語の場合には
主となる見出しの後に「（コピー）」の文字を付与したものがコピーされる。
5，2．5．参考情報の参照
　「要注意語」などの見出し処理の参考用テーブルは、UniDic　Explorerの画面上から呼び
出して閲覧することができる（3．9見出し処理の参考用テーブル・32ページ参照）。
　検索用テキストボックスに検索語を入力語、画面上部の「要注意語」　「削除語形」等の
ボタンを押下することにより、該当する語の情報を表示することができる。
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沙要注慧語リユト
iレコード
九郎は小社の裏手を抜ける参道を拝殿に向かって歩き【始め】た。
徳利のままグイグイ飲み【はじめ】てしまったんです。
好調だったプラント’品の売れ行きに陰りが見え【はじめ】たのか。
1／i
図24　要注意語テーブルの参照
頻度表の情報（コーパス中の頻度）は右ペインの各階層の見出し語の部分に常に表示さ
れている。頻度情報の横の「用例」ボタンを押下することで、当該語のゴーパス中の用例
を文脈付きで全て表示することができる。
書字形IDl26179加01
書字形 逼渡
画C1°8・4・・31・b1頑131
一匿壁ヨ
図25　頻度表の情報と用例参照ボタン（書字形）
corpusNa巾・　　育b
R》W〕P　　　　　597670
F～、∧貞〔）P　　　　　698910
RW⊃P　　　　7260
RWCP　　　　　866580
CSJ　　　　　　AOl　FOOOl
CSJ　　　　　AOI　FOOOl
CSJ　　　　　　AOI　F〔XX｝1
CSJ　　　　　AOI　FOO55
CSJ　　　　　　　AOl　FO（）55
CSJ　　　　　　AOI　FOO55
CSJ　　　　　　　　AOI　FOO85
CSJ　　　　　　　AOI　FOO85
CSJ　　　　　　　Aつ1　F〔X月35
CSJ　　　　　A団F〔X〕65
CSJ　　　　　AO1鳥⑩00θ
OSJ　　　　　Aαトκめ21
CSJ　　　　　AO1㎜5
CSJ　　　　　Aρ1　MOO53
CSJ　　　　　Aく）～MOO53
CSJ　　　　　AOI　MOO53
CSJ　　　　　AOI　MOO53
CSJ　　　　　W〕1㎜3
CSJ　　　　　Aρ1　MOO53
CSJ　　　　　Aρ1　MOO53
0SJ　　　　　AO1疏3
…CSJ　　　　　　AOI　MOO53
iCSJ　　　　A〔月MX〕53
1レコパ“時ノ1謂
　　　　　　　　　　　M㎞　　　　　　　　　　　　　　　　　oπh了oken
F齢は二十六歳で、男女比は九対一。パソコン通信の利用　　頻度
1月前から繕続的にコカインを使用し、四カ月前の方が使用　　頻度
ろから始まる。「ドカン」という爆発音は夜か更1ナるとともに　　　頻度
‘や文化が映像、音声、電子メディアで制｛乍され受容される　　頻度
え一約四メートル前からパルスを放射し始めその後徐々に　　　頻度
舎と∪ターンする場合では目標物に到違する直前のパルス　　頻度
ることが分かりましたまた飛行訓練後はパルスを放射する　　頻度
してみましたまたえ一実験にえ参力山た乳児がどの程度の　　頻度
てえ視聴させているかというその二已についてえ三段階で　　頻度
二点についてえ三段階で頻度を答えてもらいましたでその　　頻度
弓ンダムに提示しました無視課題ではこのような試行を高　　頻厘
，た注意課題では計四試行行なったうち二試行において高　　頻度
ンた他の二試行では疑問の飴およびキャンディーの飴を高　　頻度
ンチ変化の種類による左右半球差は見られませんでした低　　頻度
‖係なく発声を行なうことでえ一走行中に発生し得る騒音の　　頻度
場合もありますし色んなバターンをここに書いてある数字は　　頻度
のロ唇画像を剰激材科としてえ一この表に示すような出現　　頻度
）研究室ではえ一と単緒のNグラムの借頼度を先行単賠の　　頻度
、まして前回まではそのバイグラムの信頼度を先行単語の　　頻度
ラムの僧頼度を先行単腸の頻度＆ましてえ一先行単語の　　頻度
え一とその単語バイグラムのf8頼度というのを先行単語の　　頻度
改になっていましてえっとん後貌単語種類数分の先行単語　　頻度
i験と二つ自がえ一と先行の融合の重み関数を先行単語の　　　頻度
’ることが分かりますで二つ目の実験としまして先行単語の　　頻度
誕語種類数に依存さした効呆を鯛べる為え一と先行単語の　　頻度
融合方法二の一定値で融合した場合でえ一と先行∀桔の　　頻度
≧はこの丸いビンクですでえ一と融合方法三の先行単梧の　　頻度
　　　　　　　　　　　　Aむo
は週平均十・七回で、時間帯は午後十時台から午前零時亡O
が高かったと思われる」と述べた。
と音量が高まり、元日を迎える午前0時ごろ最高潮に。
が高まっている．とくに若年層は小説よりゲームなどから多く
を上げることが分かりましたこれはエコーロケーションにとゴ
に顕著な違いが見られましたこれは得るぺぎ情報の差を示1
が減少しましたこれはコウモリがトンネル内の構造を認識記
でえ原型として用いた曲を聞いているかという乳児個々のえ
を答えてもらいましたでその頻度を少ない順に一点二点三」
を少ない順に一点二点三点と点数化してトータルの点数を｛
刺激の種類を変えて三回各被験者に対して行ないました注
刺激をレーンの雨としそれぞれ疑問KD飴とキャンディーの飴
刺激として無視課題と「覗ように特に注恵を向ナずに阻、て
刺激に注怠を与えることで左右半球共等価電流双極子モー
情報がえ反映されえ加速音渋滞中の追い越し音得さまざま・
ですがたくさん集めてみました実験の条件を少しまとめます（
の刺激テープをワインドウズ上のビデオ繕集ソフトにより作方
に依存すると考えそういう重み関数で融合したものを提礼
としましてえ一先行単語の頻度が多ければそれだけ単語バ
がみナれ｜まそれだけ単語バイグラムを借庸でぎる形になっ’
Nと後続単語種類数のRに依存させた関数になっていまして
の関数になっていますでこれはえ一と一種類のバイグラム圭
と後続単語種類散に依存さした効果を鯛ぺる実験と三つ目7
をあと後統単語種類数に依存さした効呆を調べる為え一とタ
のみに依存させたて融合したモデルを作って比較しましたで
のみで依存した融合した場合はこの丸いビンクですでえ一～
と後績単語種類数に依存さした場合1まこの青になっていま㌔i
図26　コーパス中の用例の参照
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5．3．書字形構成漢字修正ツール
　自動生成処理（3．8書字形構…成漢字・29ページ参照）によって書字形構成漢字テーブル
に追加されたレコードは、書字形構成漢字修正ツールを使用してチェックする。データが
誤っている場合には、正しい情報に修正する。必要であれば、漢字テーブルへのレコード
の追加も行う。
　書字形構成漢字テーブルは、漢字についての情報（字種・音訓種別・音訓）以外に、自
動処理時の精度情報と、手動処理の際に入力する確定フラグを格納している。精度情報に
ついては、自動処理によって書字形構成漢字のレコードが生成された際の、結果の確から
しさを数値で表している（最低0～最高1）。また、確定フラグは作業者によるチェックや
修正作業が終了したことを表している。
　書字形構成漢字テーブル内で確定フラグが立っていないレコードについては、夜間のジ
ョブによって再生成処理が行われる。作業者によって漢字テーブルに新しくレコードが追
加されれば、再生成処理によってこれまで誤っていたものに正しい漢字の情報が付与され
る可能性があるためである。
抽出姦件1→i定　　＝件干精度　　　抱出条件3一夏新日時
6適用熟　　　　⑰遍用臨
．、軍定　　　　「．1精度1
｛’不電定　　　　　C’精度1以外
書字形情粗
9朋撫し
・．夏斬日q空■
枇豪件3一書字形D
ρ＝ない　　填酬拙する　　　　†　　　蜘㈱　1”
　　　　⑭133？9　　θ1θ9頂〕73　　　　81㎜凋　　　　1万1㈱　　　　1291鵠945　　182θ45705　　　　1獅705　　臨1田η　　　　　　　　　⊃
書字形情報：相性：アイショヴ
書宇形構戯宇惇正用サづフオーム
自■胞ぴ1 濠雫 一 脳 雄 薯離・ 《傷遼：f禽〉 369㎜ 相 釧 あい E 1「 ? こ］K■ あい0697㎜ 菅 ? ショウ ? 1・ 1 ? 田K音 ショウ ）
レ｝ド．K　1／2　，H　， 凡ic！・．・、 ．枝索
??
?
そ塾 一〕［．、’難二二1
図27　書字形構成漢字修正ツール
46
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．辞書データベース用アプリケーション
　　　　　　　のす　ロロアリ　　　　喧三欝・攣一
　　　　　　　　…
　　　　　　　　…
　　　　　　　　…
　　　　　　　　1－＿＿＿已＿＿一一＝錫一一一w●一一一＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　図28　書字形構成漢字修正ツールの概念図
辞書データベース
一　一一 漢字テーブル
書字形構成漢字テーブル一　一　一
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5．辞書データベース用アプリケーション
5．4．分類語彙表ツール
　分類語彙表テーブルと語彙素テーブルの関連付け作業（3．10分類語彙表テーブル・33ペ
ージ参照）には、分類語彙表ツールを使用する。分類語彙表ツールを使用して、関連付け
テーブルへのレコードの追加や削除などを行う。
　分類語彙表ツールにおける分類語彙表の検索項目は、分類番号、見出し、見出し読み、
分類語彙表番号があり、それぞれ完全一致、前方一致、後方一致による検索を行うことが
できる（①）。
　分類語彙表の検索結果は②に表示される。また②で選択した分類語彙表テーブルのレコ
ー ドと対応している、または対応付けの候補として考えられる短単位語彙素が③に表示さ
れる。なお、語彙素読みまたは語形が見出し読みと一致するものを候補としている。
　作業者は関連付けする語彙素を③で選択し、実行ボタンを押す（④）。すると分類語彙
表関連付けテーブルにレコードが追加され、短単位語彙素テーブルと分類語彙表番号とが
関連付けされる。
?
②
③
④
レコード種別
検索条件入力： 検索 1一｝一”一一、
．．．一＿．．．＿．一． ?
検索項目 検索方法
?
轟1』貼・ ” 、　　’「”　「φ　（．．．． 見出し読み 必口蕪一号・ 翻遮烹随騰 ?B 1
類旛棄
．　　　．　　　　ノ ● ・ ・ テ マ　　　　　　　　o ． ∀A 一 7　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． ’
13A　1†㎜ 事柄 03 物象 プツショウ U⌒－02－02sコ9㌔ ）12θ20091100AMF砧e14A　1‘α）O 亨柄 03 亭柄 コトガラ 1＄〔XX卜03－03－01su廊a 01282㏄⑨1100AMFa㎞
15A　1↑α）0 事柄 03 亭物 ジプツ 11〔幻（　03→）3－（口suglta 苫2820091100AMFa拍e16A　11㎜ 亭柄 03 窃事 　　．モノコト 11〔胴3－03－C3suびa 〕1282α冶1100AMFabe
17A　1］（X〕0 亭循 03 事情 ジジョウ 11㏄心→33－OO－04su④ta ㊦28200911つOAMFa拓8
1θA　110〔℃ 事楕 03 緒行（しょぎ云ショギョウ 11α）（期一CG－05su㊤t3 コ1282（X）911．OOAMFa熔8
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23A　11〔めD 事柄 03 難物 　　←ナンフウ 日㎜D3－（5－01su“a 01282㎜1100AMFabe24A　11㎜ 事柄 03 難件 ナンケン ”工3一つ5－02su廊a 加282（X）9f100AMF白㎏8
25A　い（DO 事柄 03 鷺提鑓節 11㎜〕一《）5－03su菌1a 01282（X〕91100AMFabe
26A　11αめ
．．A1．．．●．＿．ぐ　氏△ら｝　　．
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▼．
見出し：亭項’ 個考：’1” Un団c要登録
分類語彙表轡号：1．1…一く｝1－〔n ：L｝L°
・ 遵釈
　　田
　　魑　ノ
↓分捕語秦表醤号 ．、語業釦o　　．‘膳索素
17別9亭項
1？820時効
． 桔彙素続み．…
　ジコウ
　ジコウ
　　柔‘　．　’踏形「
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．　品胸
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・ 活用型．’ 桔義　． ???
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56383侍鮪 ジコウ 体　　　　　ジコウ 名応F昔通名書n 56384時候 ジコウ 体　　　　　ジコウ 名舟普通名拳
．　灘 56385時好 ジコウ 体　　　　　ジコウ 名飾卜誉通名酷
93507次項 ジコウ 体　　　　　ジコウ 名肝蕃通名泰
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当 102935自校 ジコウ 体　　　　　ジコウ 名品着通名漆 ▼．．＾A．．．▲．．．．．
一K鱒 　甲←調ノ18　．か界・ 電．　　　　、群’w．｝欲‘’
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図29分類語彙表ツール
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6．コーパスデータベース用アプリケーション・大納言
コ
6 コーパスデータベース用アプリケーション・大納言
6．1．大納言の概要
大納言は1億語規模の短単位とそれに付随するデータを格納するコーパスデータベース
内の各テーブルに対する検索、更新を行うためのツールである。
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図30大納言の基本操作画面
大納言は、表面上はAccessアプリケーションだが、実体はデータベースに格納されたス
トアドプロシージャや関数等と連動した一連のシステムとなっている。大納言で使用され
ている主なソフトウェアは以下の通りである。
OS Windows　Server　2003　R2
データベース SQ七Server2005
クライアントソフトウェア Microsoft　Access　2000以上
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6．コーパスデータベース用アプリケーション・大納言
6．2．メイン作業画面
大納言のメイン作業画面を以下に示す。
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　　　　　　　　　　　　　図31　大納言のメイン操作画面
①コントロール部
　検索条件の入力やソート項目の指定、モード切り替え等の基本的な操作を行う部分。
②KWIC表示部
　検索結果が表示される。分割結合や対話式数字変換処理等の処理する語の選択はここで
　行う。
③周辺語情報表示部
　KWIC表示部（②）で選択中の語の前後（周辺）の語の情報が表示される。また、1（WIC
　表示部では表示していない数字情報や文字修正情報、振り仮名情報等も表示される。
④処理範囲指定部
　KWIC表示部（②）と組み合わせて使用する。　KWIC表示部（②）で選択した語の処理範
　囲を指定する。
⑤修正内容指定部
　正しい語の区切り位置を指定する。また、語の属性情報を語彙表から選択する形で入力
　する。分割結合等の処理をした場合は、②で選択された語について④の範囲が⑤に置き
　換わる。
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⑥実行ボタン
　実行ボタンを押すことでストアドプロシージャが起動し、コーパスデータベース内のテ
　ーブルの値が更新される。更新前・更新中・更新後には文脈チェックを行い、データが
　不正に書き変わらないかをチェックしている。問題があった場合、処理はロールバック
　される。
6．3．大納言の機能
大納言の主な機能としては、以下のものがある。
6．3，1．検索機能
　大納言では以下の検索方法によりデータベース内を検索することができる。検索結果は
KWICが付与された状態で表示される。
・ 短単位検索
　　　　・語彙素読み（完全一致・前方一致・後方一致）の検索
　　　　・語彙素（完全一致・前方一致・後方一致）の検索
　　　　・出現書字形（完全一致・前方一致・後方一致）の検索
・ 全文検索
　短単位の境界を意識することなく、出現書字形を検索することができる。検索条件に
　正規表現を使用することもできる。検索には全文検索用の文テーブルを使用する。全
　文検索システムのロジックは後述する。
・ サンプルID検索
　サンプルIDを指定して検索する。複数のサンプルIDを指定することもできる。
・ 高度な検索
　3語の繋がりまでであれば、検索条件を自由に指定して検索することができる。理論上
　はコーパスデータベース、辞書データベースに保存されているあらゆるデータに対し
　て検索することが可能である。また、検索条件は保存することができ、作業者間で検
　索条件を共有することができる。この仕組みによって、管理者が作成した複雑な検索
　条件を作業者も簡単に利用することができる。
6．3．2，ソート機能
　検索結果のKWICを並び替えて表示することができる。ソート項目は最大4つまで指定
することができる。
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6．3，3．同一属性一括処理機能
　同じ属性を持っ語にっいては、一括で更新処理を行うことができる。この処理について
は6．5．3同一属性レコードの一括処理（66ページ）を参照。
6．3．4，文字修正機能
　文字テーブルのデータを修正することができる。データ修正時には関連するテーブルの
データも修正され、整合性が維持される。文字修正機能を利用する際は大納言を文字修正
モードに切り替えて行う。
　　　　　i團薩麹⊂垂亜コ⊂璽漏蛭
　　　　　i彰短鞭、ぽ鞄
　　　　　｜
図32大納言のモード切替ボタン
6，3，5，対話式数字変換機能
　手作業による数字変換処理をサポートする。データ修正時には関連するテーブルのデー
タも修正され、整合性が維持される。対話式数字変換機能を利用する際は大納言を対話式
数字変換モードに切り替えて行う。内容については6．6（76ページ）を参照。
6，3．6，長単位分割結合機能
　長単位の境界と属性を修正することができる。長単位の属性は長単位語彙表テーブルに
あるものから選択する。短単位語彙表とは異なり、長単位語彙表テーブルは辞書データベ
ースとは連携しておらず、コーパスデータベースのみで管理する。辞書データベースの更
新は、長単位語彙表テーブルに影響しない。長単位分割結合を利用する際は大納言を長単
位分割結合モードに切り替えて行う。
6．3．7．データのインポート機能
　形態素解析によって出力された解析結果のテキストと関連するデータを、データベース
上のテーブルにインポートすることができる。取り込みできるデータは短単位データ（テ
ーブル）・文字データ（テーブル）・文字修正データ（テーブル）・タグ（テーブル）・
数字データ（テーブル）・振り仮名データ（テーブル）である。
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　　　　　　　　　　　図33大納言のデータインポート機能
　文字修正データ・振り仮名データ・数字データ・タグデータは必ずしもインポートする
必要はない。タグデータは、大納言を使用した人手修正後にデータベース内のデータを使
用してXML文書を再構成してエクスポートする場合にのみ必要となる。
　なお、大量のデータを一度にインポートする必要がある場合には、DBMSの管理ツール
によって手動で読み込む必要がある。
6．3．8．データの削除機能
　コーパスデータベースは複数のテーブルが連動しているので、データの削除を適切に行
わないとテーブル間の連動性が失われてしまう危険があるが、大納言ではデータの削除を
安全に行うことができる。
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　　　　　　　　　　　　　図34　大納言のデータ削除機能
6．3．9．エクスポート機能
　短単位検索・全文検索・サンプルID検索・高度な検索での検索結果のKWICをテキス
ト形式（符号化方式はUTF－16LE）で保存することができる。
6，3．10，処理時の文脈チエツク機能
　同時実行性を低下させないために、テーブルのロックは最小限にしている。そのため、
複数の作業者が同時に更新処理した場合でもオリジナルの文が失われることがないよう、
処理の過程で文脈のチェックが頻繁に行われる。
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6．3．11．文節修正機能
　文節を修正することができる。文節修正機能を利用する際は大納言を長単位分割結合モ
ー ドに切り替えて行う。
6．3．12．データの保護
　大納言は作業者が複数いることを想定して、各作業者専用の作業テーブル（一時テーブ
ル）を使用して作業内容を管理している。大納言を使用した操作内容は作業テーブルに反
映され、短単位テーブル等の更新はデータベースに登録されたストアドプロシージャが作
業テーブルのデータを利用して行う。作業テーブル以外の短単位テーブル等のテーブルは
ユーザから隔離されているので、作業者の誤入力や誤操作などのトラブルからデータが守
られるようになっている。また、一連のデータ更新処理はトランザクション処理で行われ
るので、処理の過程でトラブルが起こった場合でもデータの対応関係が維持される。
作業テーブル
?
　短単位
テーブル等
作業テーブル
図35　作業テーブルを使用したデータの隔離
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6．4．検索機能
6．4．1．検索処理の概要
コントロール部のうち、検索に使用される部分について説明する。検索方法は大きく分
けて4種類ある。
・ 短単位検索
・ サンプルID検索
・全文検索
・高度な検索
短単位検索は短単位テーブルの語彙素、語彙素読み、書字形に対する検索を行う。また、
それぞれ検索方法として前方一致・後方一致・完全一致を選択することができる。
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図36　大納言の検索用コントロール
短単位検索結果の表示例を以下に示す。短単位検索は修正すべき短単位があらかじめわか
っている場合や同一属性一括処理をする場合などに有効である。
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図37短単位検索による検索結果の例
サンプルID検索は、短単位テーブルのサンプルIDについて検索を行う。検索対象のサ
ンプルIDを複数指定することもできる。
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図38　サンプルID検索の例
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サンプルID検索結果の表示例を以下に示す。サンプルID検索は、特定のサンプルについ
て先頭から順番に短単位をチェックしていく場合などに有効である。
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　　　　　　　　　　図39　サンプルID検索による検索結果の例
　全文検索については、文テーブルを使用して検索を行う
検索文字列に正規表現を使用することもできる。
　　　　　　田授索’’”i’ぞ支稜蚕くフィルタ　ラァイル茗授素‘高度な検索　モード切U讐え　エクスポごト　ー噸能
（処理の詳細については後述）。
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図40　全文検索の例（正規表現）
　全文検索検索結果の表示例を以下に示す。全文検索は、誤解析などで短単位がどこで区
切られているかわからない場合や、正規表現を利用したパターンマッチングを行いたい場
合などに有効である。
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　高度な検索は3語までの繋がりについて検索することができる。検索項目はコーパスデ
ータベースのほぼ全ての項目を網羅していて、さらに辞書データベース等の項目も指定す
ることができる。たとえば辞書データベースの短単位語彙素テーブルの値に対して検索条
件を指定するような複雑な式を記述することも可能である。また、高度な検索の条件式は
保存することができるので、管理者が複雑な検索条件を作成して保存すれば、作業者が同
じ条件で検索することが可能である。
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図42　高度な検索の例
高度な検索結果の表示例を以下に示す。高度な検索は、特定の語の繋がりのパターンを
検索したい場合などに有効である。
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図43　高度な検索による検索結果の例
検索は、各検索方法専用のストアドプロシージャで処理される。各ストアドプロシージ
ヤは、独自のロジックで短単位テーブル内の検索を行うが、検索結果が作業者専用の作業
テーブル内に保存されるという点で共通している。各検索ストアドプロシージャが独立し
ていることによって、検索の機能拡張や修正などを容易に行うことができる。
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図44検索用ストアドプロシージャと作業テーブル他の関連図
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6．4．2，検索対象コーパスの指定
　コーパスデータベース（の短単位テーブル）には1億語が格納されることを想定している
が、日常的な作業時にデータベース全体に対して検索や更新を行うことは殆どない。にも
かかわらず、検索時にデータベース全体を検索対象にしてしまうと、検索にかかる負荷が
増大してしまい、作業効率が低下してしまう。そこで、大納言では前述の4種類以外の検
索条件として、検索対象コーパスを指定することができるようにしている。
　検索対象コーパスの指定は、前述の4種類の検索方法と組み合わせて使用する。また、
検索対象コーパスは複数指定することもできる。たとえば、白書コアデータに対する出現
書字形の検索や、書籍コアデータと新聞コアデータに対する全文検索をすることができる。
　検索対象コーパスを指定することによるメリットとしては、検索対象を絞ることによる
検索時の負荷の低減がある。また、作業（検索）対象を制限できるので、作業者の意図しな
いコーパスのデータ変更を防ぐメリットもある。
　　　　　　　声≡T；楡「＝づ「晶寸
　　　　　　　　　蔓
　　　　　　　　　　　　　　　　　検索対象コーパス指定
図45　検索方法指定の概念図
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図46　検索対象コーパスの指定の例
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6．4，3，前後文脈生成処理
　KWIC画面では語についての前後文脈が表示されるが、コーパスデータベース内には語
についての前後文脈を格納していない。なぜなら、コーパスデータベースは総語数1億語
を想定している為に、その語の全てについて文脈を格納するというのは、データベースの
容量上も、管理上も適切ではないからである。また、全ての語について前後文脈を格納す
ると、文字修正処理や対話式数字変換処理のような出現書字形が変更される処理の際に、
実際の修正レコード以外も更新する必要があり、処理の負荷が増大してしまうからである。
　以上のようなことを考慮して、大納言では検索の都度、短単位テーブルの出現書字形か
ら文脈を生成する処理を行うことで、前後文脈を取得している。
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図47　文脈生成処理概念図
　ただし、検索のたびに文脈を生成するということは、文脈を生成する処理の分だけ検索
結果の取得に時間がかかるというデメリットがある。このデメリットを可能な限り少なく
するために、短単位テーブルはサンプルIDと連番にクラスタ化インデックスを設定してい
る。これによって、語の出現順とデータの物理的な順序関係が一致し、文脈生成時の短単
位テーブルの並べ替えを不要にすることができる。
　問題は連番の振り方である。もし連番が1、2、3…と隙間なく振られていた場合、連番が
2の語を分割処理しようとすると、連番が詰まっているために、追加するレコードに連番が
振れなくなってしまう。こうした点を考慮して、短単位テーブルの連番を10、20、30…の
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ように1◎間隔で振り、分割結合時に追加するレコードには端数（10で割り切れない数）を
振ることによって、新規レコードを既存レコード間に挿入できるようにしている。
　分割結合時の具体的な連番の振り方の例を示す。連番⇒◎、出現書字形「これは」を「こ
れ」と「は」に分割する場合、修正する先頭の語の連番をnとすると、修正後の語に振ら
れる連番をn杜、n＋2…のように端数にする。こうすることで、語の物理的な相対位置を変
えずに新規レコードを挿入することができる。
　なお、これによって生じた連番の端数は、定期的に実行されるジョブ処理（連番振り直
し処理）によって解消される。また、レコードの挿入によってインデックスページの断片化
が起こらないよう、インデックスの構築時にインデックスページ内にあらかじめ空き領域
を設けている。
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図48　分割結合処理・ジョブ処理時の連番の振り方
　短単位テーブルの連番の端数は、データの整合性維持にも利用されている。
　たとえば、複数の作業者（A・B）がいる場合に、作業者Aが作業テーブルにデータを読
み込んだ後に、同じ箇所を作業者Bが更新したとする。通常、複数の作業者による同一レ
コードの修正はデータの不整合を引き起こす原因になることが多いが、大納言では作業者A
が更新する際には短単位テーブルに該当するレコードが存在しない（作業者Bによる更新
によって連番が変更されている）場合には、作業者Aの処理はキャンセルされるようになっ
ている（図49参照）。
　なお、文脈生成処理は短単位検索処理以外（サンプルID検索・全文検索・高度な検索時）
でも同様である。各検索プログラムは内部に文脈生成処理を含んでいて、短単位テーブル
から該当データを検索し、文脈を生成した後に作業テーブルに格納している。
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…∫
……ぼ三
①
ユーザーAが作業テーブ
ルにデータを読み込む。
⑤……………’轡ユーザーBと同じ箇所を
更新しようとすると、該
当するレコードが短単位
テーブルにないので処
理がキャンセルされる。
　　　　　　　　　　　短単位
　　　　　　　　　　　テーブル
②
ユーザーBが短単位テー
ブルを更新する。
図49　連番の端数によるデータ整合性維持
6．4．4，全文検索機能
　全文検索は、単純に短単位テーブルのみを使用して処理を行おうとすると短単位境界を
越えて検索することになるので、データベースに負荷がかかってしまう。また、全文検索
用のシステムで通常用いられる転置インデックスは1億語規模のコーパスデータベースで
はインデックスのサイズが巨大になってしまうため適切ではない。そこで、大納言ではSQL
Serverの全文検索機能を利用した独自の全文検索処理を行っている。
　大納言の全文検索の仕組みでは、全文検索用の文テーブルを使用している。文テーブル
にはサンプル名と文と、そのサンプル内での文の開始位置が格納されている。一方短単位
テーブルには文テーブルと対応する形でサンプル内での語の開始位置が格納されている
（表22・表23）。
　全文検索の処理の流れは以下の通りである（図50参照）。作業者が大納言を使用して全
文検索を実行すると、検索文字列を受け取った全文検索プログラムは一次処理として文テ
ーブルに対して文字列の検索を行い、該当する文字列を含むレコードのサンプルIDと文開
始位置、その文中における検索文字列の出現頻度を求め、一次検索結果テーブルに格納す
る。次に二次処理として、一次処理結果で出現頻度が1のレコードについて、詳細な文開
始位置を求め、二次検索結果テーブルに格納する。更に三次処理で、一次処理結果で出現
頻度が2以上のレコードについて、文中に存在する検索文字列の全ての詳細な文開始位置
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を求め、三次検索結果テーブルに格納する。こうして調べられた文開始位置について短単
位テーブルを検索し、その結果を作業テーブルに格納する。
表22短単位テーブルと文テーブルのデータ例（短単位テーブル）
サンプルID 文境界 出現書字形 文開始位置 文終了位置
OW6X＿00000 B 1 10 20
OW6X＿00000 1 20 30
OW6X＿00000 1 日本 30 50
OW6X＿00000 1 文化 50 70
OW6X＿00000 B
（ 220 230
OW6X＿00000 1 1 230 240
OW6X＿00000 1
） 240 250
OW6X＿00000 B 1 350 360
OW6X＿00000 1 360 370
OW6X＿00000 1 文化 370 390
OW6X＿00000 1 庁 390 400
表23　短単位テーブルと文テーブルのデータ例（文テーブル）
サンプルID 文開始位置 文
OW6X＿00000 10 1　日本文化の発信による国際文化交流の推進
OW6X＿00000 220 （1）文化庁文化交流使事業
OW6X＿00000 3501　文化庁文化交流使事業
　なお、文字修正処理や数値変換処理によって本文が変更された場合には、文テーブルの
該当箇所も変更する必要があるが、この処理はジョブによって行われる。ジョブ処理では
文テーブルと短単位テーブルの間の不整合を検出し、整合性を維持するようそれぞれのテ
ーブルを毎日自動的に更新している。
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図50　全文検索処理の概念図
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6．5．分割結合処理
6．5．1．分割結合処理の概要
　分割結合処理は語の区切り位置を修正して、さらに語に属性を付与するための処理であ
る。
　　㌫㌘〔竺響三【三燃讐響＝㎜’　一一漂㌻⊆一藷竺鷺『｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畳ぺ●え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡
①　　　　冴鵜’1門　雌　　”再1’　　㎜　　　▼百繧繊－°鋲”一鍋』”㎜奮
領0凱●号入り）．【■し込み】碗含●留で、メダルの　積類　．住昂、臨電音6号を萌記C甲100－61買取蓼：シュルイ
1550’を賢いこ泉て、遠した．でも、アスビノメこUヴら　竈掴　があって祉の場合は処方せんが撮こなったといって、～シュルイ
　η0’口循の「ヒプペンギン」のよプこ循定千五壱万竃ら　稽熱　撚だが、爾衆チリ、ペルー二噛：すむ「フンボルトシュルイ
羽30トニ月煮ま〔ご六芳古を0ぬた．撹●と綱洪　種含　のソフト相巨」五月までこ二十六タイトル、靹こ五十：シュルイ
㎜出て、モの隼に■一一、三■創鴨の2　竈類　を作，九とこど遥人モの絵、，子■‡ごぷさた．励てσシュルイ
1田0刷抱う唱唆在日本で室GされていbW、4×4の全　稽類　のブうモデルも9本一の在■量でとりモうえクル笥コ曽シュルイ
10■0㌔兵が●コ3怠の“も♂めてか組∫の健本、二　枝類　のブC杉クとちょっと■鳳たコルクの岐み木ヨこミニカーシュルイ
1鮪0ユバント、口3スクイズ、ひさ1‡ヒット・エンド・ランと4　種居　しかなかった．上力魂字芭とリヨロめわせで「飛ズ’シュルイ
習獅〇五％の邑縞庖兵違化するととtJこプレードを三刊9　種類　から二十七種■；二1嘱‘図し甲均二・九禄四）弁の0シュルイ
？789適ヒするととUこラレードを三†四種斑｝、ら二十七　種類　に＝額‘胤平均二・吐％（四方円｝の借得アップ珊えシュルイ
　捌〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　種類　　のジ“イ7ントバ：ノダを「中口旬巳監見」　人艮日冑【フ慣ソユルイ
　610Z薗め扇うく中《舗二ある山岳塘書て「3これま唱コ　種笥　のジ◆イアントパ，ヴ汀梶丸きれ、パン釧時｜工，るシュルイ
Wl‘　「」ら　｛ぽ　　　　　4一
膿頒檎欄栢綱韻口口届口口胎舗
名冊皆過名卜験
馴一1…一鹸名肩遜臼←噛
名冊看途名舟一績
名一トー良老胡一菅違名防一曽
名斑晋脚一偵
鍋昔緬一黄名肝笛一一曽
名梼看違名訓トー鍍
名冊昔追名詞一一鮫
名研●道梧コ賃 ▼?
?
?
　　フ”ノ■　烈〕旬
　22goη
　抽冷汲　2？go刃㎜　．？2goη
レコード　H　　　1！20
???』????
．??????（』??㍉㎜? ??オ?? ??－??????? ? ?，
?
?
ひM
；クル
1債素
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ
簡　　　　　一用　　　　　　一の　　　　　崩叶栢踊n
二　　　　　名問ト始司
萄■　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　1を　　　　　　崩●幡廟同
ロる　　　　　　　ゆサ　ば　　　　　お　　ぴ　　　　　　ヨジロぽロゆ
｝　　　綴嵜一旬ぱ脳i頼　　　γ止形会一鏡
　4L＿一
?
?
ぬルイ
ち，
?
》　　　　　　　　▼o鳴
2㎜㎜個10η18瑚61田邸用
㎜網㎜1のη4634㎜2、　、　・咽剛ぱ卿聞晦口■
▲??
113罰㎜1倒珊壱
6丙田7㎜7船作つ
抽勘6禍7UO1た
㎜71302400　．　　　▼
　　　　　，
． ファイル冬　　．オーダー ， 出現魯字彫 ．口鯨幌．　日無 。　　　品ユ司 ．　出現鷲膏影　． ⇒．Id，ぽ已i‘﹇ 舗勾借　　、 酒ロ　ニ　溺 函時●蕩庭首 ガウ 騰ろ≡劇1｛「 繍臼腕 嵩噺・ぷ周 1　　　　　　　　　　　　　F 齢　． 豪?
＿ 潤顧仰 「勃％鱗1・ ㎜、 ，’　、： ノ　＿ソ 。濠　　※、診※鱒踊酪桶陣頴鰻磁〔 葡1 彩「購　「、 構聯銅602 エベペ郷籏菜　、 一’・ る’　ひド　・　亭　　　　　　　　　丁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く 舗く 認　　，、　rF 診獄　　燃鱒一疎慈
　　　　1
　　1㎜竈居・1磯パ潮鳴壱 シぷ　　題■
，　　　「憲 醐 ・1 ㌧ゴ 、　氏
＝・誇　　　　．ン ぷ　　　、・一頗埴疹、i、　、，巳ほ斑頬1拍翻■◇
←
　ζ　　　、1s　　　サ鏑’灘貨㎜輪　　　（F 1 湖レξ　鋤 ■炉レ〔績一 五寛ト｝自　浪廟唐4惰曽頂■協劃臨〆●　　　　・　工一 弓 励　　「4 雛　轄＝渋・一 ▼「「　　　　　　　　…1ノ レ　洲
出項艀彫　　η 酷 1■貧籍み ■鍵素　　　　品岡 噺活服型　　活用彪　　　　　■■ ⌒ CD? 『履鶏’”『’ －「　　： 　．』 未　ンユルイ 竈苦 名4●●造名胴一殼一・F　　　　　　　　　　　1 ’シュルイ 　、1＼’一 ’ ’L? 』 牽 、i 8貨．
一一 一 」’ 「一｝・．「・ L一－．一． F一づ，馳 」」」L「「「「「「 「．」」」 一一一」」」」」〉」「「
L 白’■イrF■’r，」．丁 ’　・　　幽　．　＾兵　rr　－r－rrrrrrrrrrrrrrrrrr〆－－　　・　　　丁，’　1」　r，」　，，」　｝　」　・　　　」　　　　r　　　　　’ 　’■■「「脳 拡大表示 種類 ④　　一＿L
㎜コーパス 【“ロ】
図51　分割結合処理時の操作方法
　大納言における短単位修正時の操作方法は、修正する語をKWICサブフォームから選択
し（①）、修正する範囲（前後の範囲）を指定し（②）、語の区切りの修正と正しい属性
の付与をし（③）、実行ボタンをクリックすることによりデータベースに反映する（④）。
　なお、③における語の属性の付与は語彙表テーブルの中から適切なものを選択すること
で行う。これによって、短単位テーブルと語彙表とが関連付けされ、辞書データベースと
も関連付けられることになる。辞書データベースに関連付けられた短単位については、ジ
ョブ処理によって整合性が維持される。また辞書データベースで行った変更は、ジョブ処
理によって語彙表テーブルを介して短単位テーブルにも反映される。
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図52　語彙表テーブル参照用画面
6．5，2．分割結合時のデータチェック機能一覧
　大納言では、分割結合処理時に各種のデータチェックを行っており、データに不整合が
起こらないようにしている。データチェックの種類と詳細は下記の通りである。
　　　　　　　　　　　表24　分割結合時のデータチェック機能
名称 チェック内容 タイミング 適用されるモー?
同一属性チェック
大納言では同一属性を持つ語を一括で処理をすることができる。
逆にいうと、同一属性でない語は一括処理できない。同一属性チェ
ックは、処理しようとしている複
数の語が同じ属性値であるかを
調査する処理である。同一属性チ
ェックを行う項目は以下の通り
で、これらの項目が同じ値を格納
していれば、一括処理を行うこと
ができる。
　・出現書字形
　・出現発音形
　・品詞
　・活用型
　・活用形
　・語彙素読み
　・語彙素
　・語彙素細分類
ツール操作時
短単位
長単位
数字変換処理
文境界チェック 文境界を越えて処理することはできない。 ツール操作時
短単位
長単位
数字変換処理
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連番端数チェック 連番が10の倍数でないものは処理することはできない。 ツール操作時
短単位
長単位
数字変換処理
文字修正処理
数字タグ境界チェッ? 数字タグ境界を越えて処理する
ことはできない。 ツール操作時
短単位
長単位’文字修正
数字タグ範囲チェッ? 数字タグ範囲内は処理できない。 ツール操作時 文字修正
文脈整合性チェック
1
作業テーブルにおいて修正前と
修正後の文脈の相違をチェック。 ツール操作時
短単位
長単位
文脈整合性チェック
2
作業テーブルと短単位テーブル
の文脈の相違をチェック。
分割結合処理
時
短単位
長単位
文脈整合性チェック
3
実際に処理を行った結果につい
て、処理前後の文脈の相違をチェ
ック。
分割結合処理
時
短単位
長単位
6，5．3．同一属性レコードの一括処理
　大納言では、同じ属性値を持つ複数の語については、一括処理をすることができる。ま
た一括処理に関する作業を補助する機能も実装している。以下に一括処理の例を示す。な
お、同一属性チェックを行う項目は出現書字形・出現発音形・品詞・活用型・活用形・語
彙素読み・語彙素・語彙素細分類である。
単純な同一属性一括処理例
誤った語の属性
正しい語の属性
↓一括処理
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複雑な同一属性一括処理パターン例
誤った語の属性
正しい語の属性
↓一括処理
　同一属性の一括選択は、フォーム上のボタンをクリックすることで行う。このボタンに
より、KWICで作業者が選択中のものと同じ属性（前後の処理範囲の語の属性まで同じも
の）を持つものを自動で選択することができる。
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　　　　　図53　同一属性レコードの一括選択ボタン
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6，5．4，文字位置取得処理
　短単位テーブルを更新する場合には、文字テーブルとの間でサンプルID、文字開始位置、
文字終了位置の対応関係を保つ必要がある。複数の短単位を一括処理する場合や、短単位
が文字修正（文字開始位置・終了位置に端数を格納している）されている場合も同様であ
る。このように処理時に短単位テーブルと文字テーブルの対応をとるための処理が文字位
置取得処理である。
　文字位置取得処理は短単位テーブル更新処理時に呼び出される。文字位置取得処理は文
字テーブルを参照して作業用テーブルに文字開始位置・終了位置を入力する。短単位テー
ブルを更新するストアドプロシージャはこの作業用テーブルを利用して短単位テーブルを
更新する（図54）。
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図54　文字位置取得処理
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6．5．5，文脈チエツク処理
　大納言では複数の作業者に同時に利用されることを想定しているが、同時実行性を高め
るためにレコードロックは必要最小限にとどめている。ただしこの方法は複数の作業者に
より同一箇所が更新された場合に、文脈の整合性が維持されないリスクがある。そのため、
大納言では短単位テーブル更新処理の際に何重もの文脈チェック処理を行うことで、文脈
が崩れないようにしている。
　分割結合処理内で行う文脈チェック処理については、作業テーブル内文脈整合性チェッ
ク、作業テーブル短単位テーブル文脈整合性チェックと、処理前後文脈整合性チェックの3
種類ある。
作業テーブル内文脈整合性チェック
　最初に行われる作業テーブル内文脈整合性チェックは、作業テーブル内に読みこんだ短
単位について、修正前と修正後（大納言入力後、短単位テーブルに反映する前）の文脈の
整合性をチェックする処理である。これは、操作上のミスやツールの問題などによって起
こる文脈の変更を防ぐために行っている。これは大納言での操作中に行われる処理なので、
チェックを通過できない場合は短単位テーブル更新処理が実行できなくなっている。
　　　　　i
図55　作業テーブル内文脈整合性チェック
作業テーブル短単位テーブル文脈整合性チェック
　短単位テーブルに対する更新処理中に行われる作業テーブル短単位テーブル文脈整合性
チェックでは、作業テーブルの内容と短単位テーブルの内容の整合性がチェックされる。
これは主に複数の作業者が短単位テーブルを更新することによって文脈が崩れることを防
ぐために行われるものである。
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図56　作業テーブルと短単位テーブル間の文脈整合性チェック
処理前後文脈整合性チェック
　処理前後文脈整合性チェックはトランザクションで括られた処理の先頭と最後で、文脈
の比較をする処理である。トランザクションで括られた範囲には短単位テーブル更新処理
以外にもいくつかの処理が含まれるため、わずかとはいえ、トランザクション処理中に他
の作業者により短単位テーブルが更新される可能性があり、そのまま処理してしまうと文
脈が崩れてしまう危険がある。それを回避するための処理が処理前後文脈整合性チェック
である。
　トランザクション処理中の文脈の整合性を維持するために考えられる他の方法としては、
トランザクションの分離レベルを設定するという方法あるが、この方法は同時実行性が低
下するため、複数作業者を想定している大納言においては作業性の点から不適切である。
そのため、大納言では文脈チェック処理を行うことで、同時実行性と文脈整合性の維持を
両立させている。
　なお、処理開始レコードの前1レコードから処理開始レコードの後1レコードまでを文
脈チェック対象レコードとしている。
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　ただし、対話式数字変換処理・文字修正処理時には、処理前後文脈チェックは行わない。
これらの処理は文脈が変更される処理だからである。対話式数字変換処理と文字修正処理
時は文脈確認用画面を表示して、作業者の目視により文脈の整合性を確認するようにして
いる。
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図58　目視による文脈の確認画面
これら文脈チェック処理や文字位置取得処理の流れをまとめたものが以下の図である。
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　これらの処理が全て通って初めて短単位テーブルの更新が確定される。いずれかのプロ
セスで問題が検出された場合は、処理はキャンセルまたはロールバックされる。また、対
話式数字変換処理時・文字修正処理時にはそれぞれ専用の文字位置取得処理が行われる。
6．5．6，短単位テーブル更新時の長単位テーブル更新処理
　短単位テーブルの更新が長単位の境界をまたぐ場合は、長単位テーブルの該当箇所の長
単位の区切りと属性を見直す必要があるため、短単位テープル更新時に長単位テーブルに
及ぼす影響をチェックして、必要であれば長単位テーブルの該当箇所にフラグをたてる処
理を行っている。作業者はフラグを検索することで短単位境界と長単位境界の相違を容易
にチェックすることができる。
6．5．7．特殊な属性値
分割結合作業における属性付与時に、語彙表には存在しない特殊な属性値を付与するこ
とができる。特殊な属性値は以下の通りである。
　　　　　　　　　　　　　　　表25　主な特殊属性値
ID 属性値 説明
1 新規未知語 一致するものが語彙表内に存在しない語
2 英単語 辞書登録を行わないアルファベット表記の語
3 電子化誤り （作業用）BCCWJの電子化の際の誤り
4 コンピュータ用語 辞書登録を行わないコンピュータ用語（関数名等）
6 correct処理 （作業用）原文修正処理を行った箇所
7 URL URL、メールアドレス等（解析を行わない）
8 電子化ママ （作業用）BCCWJの電子化の際の不審箇所
9 漢文 サンプル中の漢文（解析を行わない）
10 方言 サンプル中の方言会話（解析を行わない）
11 振り仮名 （作業用）本文中に陥入する括弧入りの振り仮名
12 チェック済み （作業用）
13 NumTrans処理（作業用）数字処理を行った箇所
14 カタカナ文 （作業用）サンプル中のカタカナ漢字交じり文
15 言いよどみ 辞書登録を行わないサンプル中のいいよどみ
16 web誤脱 Webデータ特有の誤脱
特殊な属性値が付与された語については、高度な検索を利用して検索することができる。
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図60　高度な検索による特殊な属性値の検索例
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6．6．対話式数字変換処理
6，6．1．対話式数字変換処理の概要
UniDicでの解析において、アラビア数字で書かれた本文を漢数字に変換する等の数字変
換（NumTrans）処理が行われる。形態論情報データベースに取り込まれたデータを修正
する際、この数字変換処理の誤りを手動で直したり、数字変換処理が為されなかった部分
に手動で変換処理を行ったりする必要が生じる。このための機能が大納言の対話式数字変
換処理機能（モード）である。対話式数字変換処理モードでは、アラビア数字で書かれた
本文を漢数字や分数などに変換するための操作をサポートする。
なお、対話式数字変換処理では次のような短単位分割結合時にはない処理が行われる。
・ 出現書字形が変更される。
・ 文字開始位置と文字終了位置が通常とは異なる形で振られる。
・ 短単位テーブルの他に、数字テーブルと文テーブルが更新される。
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6．コーパスデータベース用アプリケーション・大納言
6．6．2，数字変換処理の種類
　対話式数字変換処理の種類には以下のものがある。
表26　数字変換処理の型
変換型 説明 変換例
Decimal変換一般の数字の変換 1997
→千1九百1九十1七
Fraction変換分数の変換
（BCCWJのfractionタグ）
1／2
＜fraction＞1／2＜／fピaction＞
→21分11
SuperScript変換上付き数字の変換
（BCCWJのsuperScriptタ
グ）
23
2＜superScript＞3＜／superScript＞
→2131乗
※　NumTransによる数字変換を経た場合にはfractionタグの仕様が異なる。詳細につ
　　いてはNumTransのマニュアルを参照のこと。
6，6．3，テーブル間の整合性について
　対話式数字変換処理をした際は、短単位テーブル以外のテーブルも更新し、関連する各
テーブル間に矛盾が起こらないようにしている。
　まず、対話式数字変換処理によって短単位テーブルが更新され、次に数字タグ情報が数
字テーブルに保存される。また、対話式数字変換処理は短単位の出現書字形が変更される
処理なので、長単位テーブルも更新される。
　さらに、出現書字形が変更されるということは、文開始位置・文終了位置も変更される
ことになるので、短単位テーブルの文開始位置・終了位置と文テーブルも更新される。た
だしこの処理はリアルタイムではなくジョブ処理により行われる。
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6．コーパスデータベース用アプリケーション・大納言
コーパスデータベース
???（?????????????????????? ?? ??? ????????????????
一
，ーーー??????????????????????ーー??
数字テーブル
短単位テーブル
長単位テーブル
文テーブル
???????ッ??
一
、
???、?
’
「???、
’
???
、
????、
’
?㌧????????、
’、 ?
’
、???，?、???，?
??、??? ??
文字テーブル
（文テーブルはジョブにより更新される）
図62　対話式数字変換時の各テーブルの対応関係
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6．コーパスデータベース用アプリケーション・大納言
6．7．文字修正処理
6，7，1．文字修正処理の概要
文字修正処理は、文字テーブルにある文字を別の文字に変更したり、文字の追加・削除
をするための処理である。大納言では文字修正モードに切り替えることで文字修正機能が
利用できる。
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図63文字修正処理の作業画面
6，7，2，文字修正処理の種類
文字の修正型の種類には表27に示すものがある。文字修正した際には、文字修正テープ
ルに、修正箇所などとともに記録される。
文字修正の記録はBCCWJのcorrectionタグに相当するものであり、XML出力時には
correctタグとして出力される。
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表27　文字修正処理の種類
型 説明
誤字 文字の誤り
脱字 文字の脱落
術字 余分な文字の挿入
誤変換 誤変換による単語単位での誤字
6，7，3，テーブル間の整合性について
　文字修正処理における文字の追加・変更・削除は、対応する短単位テーブル、長単位テ
ーブル、文テーブル等にも影響を与えるため、これらのテーブルも更新する必要がある。
　また、文字修正によって文字開始・終了位置が変更されることもあるため、この場合に
もテーブル間の対応がとれるように文字開始・終了位置を更新する必要がある。文字修正
処理はこれらの対応が維持されるよう行われる。また処理の単純化と作業時のミスを避け
るために、同一属性一括処理には対応していない。
　なお、図64にて数字テーブルが処理対象に含まれていないのは、対応するレコードを数
字テーブルに持つ短単位についての文字修正は、大納言で許可しないようにしているから
である。このような部分について文字修正処理をする場合は、対応するレコードを数字テ
ーブルから削除して、該当部分の数字テーブルと短単位テーブルの連動を解除する必要が
ある。連動の解除は大納言の対話式数字変換処理を利用して行う。
?﹈…〔??曾?．， コーパスデータベース
ー??????ー???ーーーー???????ー??ー?ー??
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図64文字修正時の各テーブルの対応関係
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　文字修正処理の例として、
を示す。
　文字テーブル
「にほん」を「にっぽん」に修正する際のテーブル間の対応
（文字修正処理前）
30　　40　　＿
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図65　文字修正処理の例
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6．8．長単位モード
6．8．1．長単位モードの概要
「大納言」の長単位モードでは、作業者が短単位との対応を参照しながら、長単位境界
の修正と属性の付与を行う。また、更新は文字テーブル等との対応関係が維持されるよう
に処理される。
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6，8．2．長単位語彙表について
　長単位は短単位をもとにして出現した短単位連続から構成される単位であるが、短単位
と同様に、品詞や活用型などの属性を持つ。初期値は長単位解析ツールにより自動で付与
されるが、人手による修正を行う必要がある。この際、入力を容易にするために既に出現
した長単位については長単位語彙表に格納している。長単位語彙表は属性一意のテーブル
であり、作業者はここから選択することにより長単位の属性を付与することができる。
長単位語彙表テーブルの仕様は以下の通りである。長単位のそれぞれの項目の詳細につい
ては『形態論情報規程集』を参照のこと。
表28　長単位語彙表テーブルの項目
項目 説明
ID 連番
長単位出現書字形 短単位の出現形を結合したもの
長単位活用型 末尾の短単位の活用型に概ね一致するが、複合辞など例外あり
長単位活用形 末尾の短単位の活用形に概ね一致するが、複合辞など例外あり
長単位品詞 末尾の短単位の品詞に概ね一致するが、複合辞など例外あり
長単位語彙素読み 活用のない語であれば短単位語彙素読みを結合したものだが、複合動詞
などでは再構成する必要がある
長単位語彙素 活用のない語であれば短単位語彙素を結合したものだが、複合動詞など
では再構成する必要がある　　’
　なお、長単位語彙表テーブルへのレコードの追加や削除、編集なども大納言上の参照用
画面を利用して行う。
ヨ＞Lε丈F岨僧
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図68　大納言の長単位語彙表テーブル参照画面
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6．8．3．長単位テーブルの更新処理について
　長単位の分割結合時には短単位の分割結合時と同様に同一属性一括処理が行える。また、
長単位用の文脈チェック処理も行われ、短単位処理と同様に処理前後で文脈が崩れないよ
うにしている。
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　　　　図69　長単位テーブル更新時の処理の流れ
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6．9．文節境界付与モード
文節は、長単位とそれに後続する付属語をひとまとまりにした単位に相当する（文節の
定義については『形態論情報規程集』を参照のこと）。 「大納言」では、長単位モードを
利用して、文節の境界を修正することができる。文節修正をする際は、サンプルID検索に
より語の順番でKWICを表示させて作業する。
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図70　大納言の文節境界画面
6．10．学習フラグ修正モード
短単位テーブルの「学習フラグ」 （形態素解析辞書の学習用コーパスとして利用するか
どうかを表す）は、通常の分割結合モードでは修正できない。学習フラグを修正する場合
には専用の学習フラグ修正モードを用いる。
この画面では複数レコードを一度に選択し、学習フラグの値を書き込むことができる。
書き込みの方法は上書きと追記の二つのモードから選択することができる。
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7．Webアプリケーション・中納言
7，1．中納言の概要
　コーパス修正ツール・大納言の検索機能は、そのままコーパスを利用した研究に使うこ
とができる。しかし、専用のアプリケーションを必要とするうえ、データベースへの接続
に関しても問題を生じる。そこで、Web上でコーパス検索を可能にする「中納言」を開発
している。
　中納言は大納言の検索インターフェイスをWeb用に作り直したもので、　Webブラウザ
（InternetExplorer・Firefbx等）で利用できる。ブラウザ上での検索や、検索結果のエク
スポートが可能となっている。また、中納言は大納言とは別の外部公開用のサーバで稼働
しているが、中納言が接続するデータベースの構造は、コーパスデータベースの構造とほ
ぼ同じである。
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　「中納言」のシステムは、SQL　ServerとIIS（Microsoft　Internet　Infbrmation　Services），
ASP．NETによって実現している。
7．2．検索機能
　中納言には3種類の検索方法が用意されており、大納言とほぼ同じ機能が利用できる。
　・短単位検索
　・全文検索
　・高度な検索
また、大納言と同様、検索対象コーパスの指定をすることもできる。
7．3．その他の機能
中納言の検索以外の機能は以下の表の通りである。
　　　　　　　　　　表29　「中納言」の検索以外の機能
機能名 詳細
短単位区切り記号の文脈内表示 前後文脈内に短単位の境界を示す記号を表示することができる。
前後文脈語数指定 前後文脈に表示する語（短単位）数を指定することができる。
固定長・可変長の検索対象指定 検索対象として固定長・可変長・固定長可変長両方を指定することができる。
エクスポート機能 検索結果をExcel形式でダウンロードできる。
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8．ジョブ（定期的自動実行処理）
8．1．ジョブの概要
　辞書データベース・コーパスデータベースでは、スケジューリングされた自動実行ジョ
ブによって様々な処理を行っている。基本的には通常行われる作業においてデータベース
管理者がデータベースやデータのメンテナンスを行うことはなく、データベースはジョブ
によって最適な状態が保たれるようになっている。
　ジョブによって実行される処理には以下のものがある。
表30　ジョブによって実行される処理
処理名 処理対象テーブル 実行タイミング
連番の振り直し 短単位テーブル 昼・夜
語種・語形・固定長フラグ・可変長フラ
グ・語彙素IDの付与 短単位テーブル 夜
文テーブルのレコード再生成と文開始
位置・文終了位置のリセット
文テーブル
短単位テーブル 夜
語彙表の生成 語彙表テーブル 昼・夜
形態素IDの振り直し 短単位テーブル 夜
属性の振り直し 短単位テーブル 夜
出現頻度の集計 出現頻度表テーブル 夜
書字形構成漢字の再生成 書字形構成漢字テーブル 夜
ログバックアップ処理 ・ 日中
完全バックアップ 一 毎週
インデックスの再構築 ． 毎週
各処理の詳細は以下の通りである。
8．2．連番の振り直し処理
　分割結合処理や対話式数字変換処理等をする際に一時的に連番に入力された端数（10で
割り切れない数）を解消する。端数が入力されたサンプルは端数以降の連番がずれること
になるため、サンプル単位で処理される。
8．3．見出し語ID・固定長フラグ・可変長フラグの付与
　コーパス内での出現頻度の集計など、データの分析等で頻繁に使われる項目（語種・語
形・固定長フラグ・可変長フラグ）については、短単位テーブル内にも格納している。文
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字テーブルや語彙表テーブル（辞書データベース）などとデータが重複することになるが、
これによってデータ集計時の負荷を大幅に軽減することができる。
　また、短単位テーブルの語彙表IDを専用のID変換関数を使用して語彙表IDに変換す
ることで、短単位テーブルと短単位語彙表テーブルを関連付けすることができるが、ID変
換の負荷が膨大になってしまうため、あらかじめ夜間のジョブ処理によって短単位テーブ
ルに語彙素IDを格納している。
　なお、短単位テーブル上で語彙素IDを格納している理由は、語の特徴についての情報は
辞書データベース上の短単位語彙素テーブルに格納していることが多く、短単位テーブル
分析時に短単位語彙素の情報を用いることが多いためである。
8．4．語彙表の生成
　語彙表テーブルは辞書データベース更新時にトリガで自動更新されるが、何らかのトラ
ブル時に語彙表テーブルが正常に更新されない可能性を考慮して、定期的に語彙表テーブ
ルを全件再生成している。実行タイミングは昼／夜としている。
8．5．属性の振り直し
　属性の振り直しは、語彙表テーブルと短単位テーブルにおいて、語彙表IDが一致してい
るにもかかわらず品詞等の属性が相違している場合に、語彙表テーブルのデータで短単位
テーブルを更新する処理である。この処理によって、語彙表テーブル（辞書データベース）
と短単位テーブルの整合性を維持している。
　辞書データベースの更新内容はトリガにより即座に語彙表テーブルに反映されるが、処
理の負荷を考慮して、リアルタイムで短単位テーブルを更新することはせずに、夜間のジ
ョブ処理によって短単位テーブルと語彙表テーブルの属性値の整合性を維持している。
8．6．出現頻度の集計
　辞書データベースの見出し表修正作業において、短単位テーブルにおける出現頻度を利
用することが多いが、やはり出現頻度の集計も負荷のかかる処理であるため、あらかじめ
夜間に出現頻度表を生成している。
8．7．文開始位置リセットと文テーブルのレコード再生成
短単位テーブルと全文検索用の文テーブルは文開始位置・終了位置で関連付けされてい
るため、文テーブルの再生成と文開始位置・終了位置のリセットはセットで行われる6
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　この処理が必要なのは次のようなサンプルである。まず、インポートした直後のサンプ
ルは全文検索用のデータや、文開始・終了位置がないために処理が必要になる。また、対
話式数字変換処理や文字修正処理をした場合については、文（出現書字形）が変更されて
いるので、これについても処理をする必要がある。ただし、この場合は即座に処理せずに、
該当する箇所に要再生成のフラグを立てるに止めている。以上のような、文開始・終了位
置のないもの、文がないもの、要再生成のフラグが立っているサンプルなどについて、夜
間に文開始位置・終了位置のリセットと文テーブルのレコードの再生成処理が行われる。
8．8．ログバックアップ処理
　日中は定期的にデータベースのトランザクションログのバックアップ処理が行われる。
コーパスデータベース、辞書データベースの両方がトランザクションログバックアップの
対象になっている。
8．9．ログの削除・データベースの圧縮・完全バックアップ処理
　データベースは徐々に肥大化していきストレージ領域を圧迫してしまうため、定期的に
メンテナンスを行う必要がある。特にコーパスデータベースはファイルサイズが非常に巨
大であるため、この点は特に重要である。コーパスデータベースでは、毎週末にトランザ
クションログの削除とデータベースの圧縮、完全バックアップを行うことで、データベー
スが肥大化しないようにしている。また、作成されたバックアップファイルは物理的に離
れた場所にそれぞれ保存され、トラブル時のリスクを分散している。
●　　●　● 　　2009／1
　　第1週
完全バックアップ
　　2009／1
　　第2週
完全バックアップ
●　●　●
図73　バックアップ方式の概念図
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8．10．インデックスの再構築処理
　コーパスデータベースでは検索処理を高速化するためにインデックスを利用しているが、
特に短単位テーブルは総レコード数が多いため、インデックスの断片化が起こらないよう
にすることは重要である。インデックスの再構築処理は非常に時間がかかるため、完全バ
ックアップ同様週末に行っている。またその際には、インデックスのページファイルが分
割される頻度を抑えるために、ページファイルに一定の割合で空き領域を設けている。
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9．データのインポート・エクスポート
9．1．概要
　ここでは、形態論情報データベース内の各種のデータを取り出したり（エクスポート）、
形態素解析結果をデータベースに取り込んだり（インポート）する際の手順と形式にっい
て述べる。なかでも重要な次の3つのケースについて説明する。
　1．形態素解析辞書の元となるデータ（学習用コーパスと語彙表）のエクスポート
　2．XML形式のBCCWJサンプルの形態素解析結果のインポート
　3．人手修正済みデータ（コアデータ）のXML形式でのエクスポート
9．2．形態素解析辞書作成データのエクスポート
　形態論情報データベースの役割の一っに、辞書データベースの見出し語と、コーパスデ
ータベースの人手修正データを、形態素解析器（ChaSen，　MeCab）の学習用コーパスとし
て提供することが挙げられる。
　現在用いている形態素解析辞書の学習用ツールでは、活用型を展開した語彙表（Lex．txt）
と、人手修正コーパス（corpus．txt）を必要とする。いずれもタブ区切りの表形式のテキス
トで、DBMSの管理ツール（SQL　Server　Management　Studio）上で、　SQL文を実行する
ことよって出力される。形式は次の通りである。なお、いずれのテキストデータも文字符
号化方式をUTF－8に変換する必要がある。
Lex．b（t
　語彙素読み，語彙素細分類っき語彙素，類，語形（基本形），出現語形，品詞，活用型，活用形，書
字形（基本形），出現書字形，発音形（基本形），出現発音形，語頭変化型，語頭変化形，語頭変
化結合型，語末変化型，語末変化形，語末変化結合型，仮名形（基本形），出現仮名形，アクセント
型，アクセント結合型，アクセント修飾型，状態，語種
corpus．txt
　コーパス名，サンプルID，文字開始位置，文字終了位置，文境界，出現書字形，出現発音形，語彙
素読み，語彙素細分類つき語彙素，原文文字列，品詞，活用型，活用形，学習フラグ，付加情報，語種
　なお、語彙素細分類つき語彙素とは、語彙素細分類の値が空の場合には語彙素を、空で
ない場合には「語彙素・語彙素細分類」の形式で出力したもの、付加情報はBCCWJ以外の
コーパスで特有の情報を保存するための項目である。
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9．3．形態素解析結果のインポート
　BCCWJのサンプルはXML形式でリリースされる。このデータに形態素解析を施し、形
態論情報データベースにインポートする手順について述べる。
　形態論情報データベースでは、XML形式のデータをそのまま取り込むのではなく、関係
データベースの表に変換し、それらの表を文字位置をキーにしたIDで相互に関係付けるこ
とによって、データベース上でXML文書の構造を再現している。ただし、　XML文書の全
てのタグについてではなく、辞書登録やコーパス修正に必要な範囲でのタグについてのみ
表として取り込み、それ以外のタグについては元の形のまま保存している（4．1・35ページ
参照）。
　コ頭’ス
亨“タペ轍ス
文字修正タグ 文字修正表
文字・文字位置 文字表
晦括“功’ ???…??…?
不
要
?
形態素
サンプル｝ぴ
開始位邑
終了位最
で閲連づけ
?????????
短単位表
BC◎胡
統合X岨
　本文
（merged）
?? ㍍?
形態素
解析?? 処
理 i…iiii…　ii
??????????
数字タグ 数字タグ表
ルビタグ ルビ表 頃吟宕．●頃取， …?
その他のタグ タグ表　　…誌一
図74BCCWJサンプルの形態素解析とインポート
　形態素解析や数字処理の邪魔になるタグの除去や、数字変換などの処理が加わるため、
それぞれの表の情報を取り出す段階が異なる（図74参照）。タグ・文字テーブルは、元の
XML文書から直接取り出す（したがって、文字テーブルとタグテーブルからXML文書が
完全に再現できる）。数字タグは数字処理後のデータから取り出すことになる。
　特に、数字処理では文字がずれる場合があるほか、分子と分母の順番が逆になる場合が
あるため注意が必要である。
例：120円　→　百1二十1円
　　く仕act輌on＞1／2＜／丘action＞　　　　一→21分11
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　このような文字の変更・移動が起きているため、短単位テーブルは形態素解析結果から
単純にとりだすことができない。形態素解析結果を埋め込んだXMLファイルから、原文文
字列や数字タグ、分数タグの情報を元に、元の文字との対応を取りながら開始・終了位置
を取得する必要がある。この処理は外部のXSLTまたはperlプログラムによって行ってい
る。
　図74の手順で作られた短単位データ、文字データ、文字修正データ、タグデータ、数字
データ、振り仮名データを、DBMSの管理ツール（SQL　Serer　Management　Studio）また
は、大納言のインポート機能（6．3．7・52ページ参照）によってコーパスデータベースに取
り込むことで形態素解析結果のインポートが完了する
　なお、コーパスデータベースとして、インポートが必須のデータは短単位データと文字
データのみである。修正済みデータをXML形式で出力する必要がなければタグなどのデー
タをインポートする必要はない。
9．4．人手修正済みデータのエクスポート
　取り込んだデータは、人手で修正した後、元のXML文書に形態素タグを埋め込んだXML
形式でエクスポートすることができる。DBMSの管理ツール（SQL　Server　Management
Studio）上で、　SQL文を実行することよって出力される。
　エクスポート用のSQL文では、各テーブルを結合し、データベース内部でXML型のデ
ータとして生成した後、ファイル出力している。データベース内でXML型のデータを生成
するため、この時点で整形式のXMLであることが保証される。
　テーブルの結合時には、タグテーブルを参照するが、このとき、ルビや数字などの別テ
ーブルで管理されているタグはタグテーブルから出力せず、各テーブルの情報を元にタグ
を再構成して出力する（サンプルデータ⑲（138ページ）参照）。
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資料
①品詞
　短単位語形に入力される「品詞」を示す。詳細は『『現代日本語書き言葉均衡コーパス』
形態論情報規程集』を参照。
品詞　　　　　　　　　　　　　大分類 中分類　　　　小分類　　　　　　細分類　　類
名詞一普通名詞一一般 一般 体
名詞一普通名詞一サ変可能 サ変可能 体
名詞一普通名詞一形状詞可能 形状詞可能 体
名詞一普通名詞一サ変形状詞可能
普通名詞
サ変形状詞可能 体
名詞一普通名詞一副詞可能 副詞可能 体
名詞一普通名詞一連用可能 連用可能 体
名詞一固有名詞一一般 一般 固有名
名詞一固有名詞一人名一一般 名詞 人名 一般 人名
名詞一固有名詞一人名一姓 人名 姓 姓
名詞「固有名詞一人名一名 固有名詞 人名
? ?
名詞一固有名詞一地名一一般 地名 一般 地名
名詞一固有名詞一地名一国 地名
? ?
名詞一固有名詞一組織名 組織名 組織名
名詞一数詞 数詞 数
名詞一助動詞語幹 助動詞語幹 体
代名詞 代名詞 体
形状詞一一般 一般 相
形状詞一タリ 形状詞 タリ
?
形状詞一助動詞語幹 助動詞語幹 助動
連体詞 連体詞
?
副詞 副詞
?
接続詞 接続詞 他
感動詞一一般 一般 他
感動詞一フィラー
感動詞
　　一フイフー 他
動詞一一般 一般
?
動詞一非自立可能
動詞
非自立可能 用
形容詞一一般 一般
?
形容詞一非自立可能
形容詞
非自立可能
?
助動詞 助動詞 助動
助詞一格助詞 助詞 格助詞 格助
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品詞 大分類 中分類 小分類 細分類 類
助詞一副助詞 副助詞 副助
助詞一係助詞 係助詞 係助
助詞一接続助詞 接続助詞 接助
助詞一終助詞 終助詞 終助
助詞一準体助詞 準体助詞 準助
接頭辞 接頭辞 接頭
接尾辞一名詞的一一般 一般 接尾体
接尾辞一名詞的一サ変可能 サ変可能 接尾体
接尾辞一名詞的一形状詞可能 形状詞可能 接尾体
接尾辞一名詞的一サ変形状詞可能
名詞的
サ変形状詞可能 接尾体
接尾辞一名詞的一副詞可能 接尾辞 副詞可能 接尾体
接尾辞一名詞的一助数詞 助数詞 助数
接尾辞一形状詞的 形状詞的 接尾相
接尾辞一動詞的 動詞的 接尾用
接尾辞一形容詞的 形容詞的 接尾相
記号一一般 一般 記号
記号一文字
記号 文字 記号
補助記号一一般 一般 補助
空白 補助
補助記号一句点 句点 補助
補助記号一読点 読点 補助
補助記号一括弧開
補助記号
括弧開 補助
補助記号一括弧閉 括弧閉 補助
補助記号一AA－一般 一般 補助
補助記号一AA一顔文字 AA 顔文字 補助
※AAはアスキーアートの略
②活用型
　以下に形態論情報データベースで用いられる活用型の表を示す（ただし、3．5．7で述べた
特殊な活用型を除く）。表の左側がコーパスデータベースで使われる活用型（＝形態素解
析辞書で出力される活用型）、右が辞書データベースに登録する際の活用型（辞書登録活
用型）である。
　辞書データベースでは、活用型の名前と書字形・発音形を元にして各活用形を展開する
必要があるため、単に区別ができればよいコーパスの活用型よりも細かな区別が必要とな
る。両者の違いは、主に音便形の有無や、その形の違いによるものである。
　なお、データベース内部ではこれ以外に、書字形・発音形レベルの差異を反映したさら
に詳細な活用型（内部活用型）が用いられることがある（3．5．2参照）。
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動詞（ロ語）
活用型（コーパス） 辞書登録活用型 補足説明
力行変格 力行変格
サ行変格スル 一字漢語サ変動詞サ行変格 サ行変格為ル 「する」一語
ザ行変格 サ行変格一ズル 「～ずる」型の一字漢語サ変動詞
上一段・ア行 上一段・ア行
上一段・力行 上一段・力行
上一段・ガ行 上一段・ガ行
上一段・ザ行 上一段一ザ行
上一段・タ行 上一段タ行
上一段一ナ行 上一段一ナ行
上一段・ハ行 上一段・ハ行
上一段・バ行 上一段・バ行
上一段・マ行 上一段一マ行
上一段一ラ行一リル 「足りる」　（「足ん・ない」あり）上一段ラ行 上一段・ラ行・一般
下一段・ア行 下一段一ア行
下一段一力行 下一段・力行
下一段・ガ行 下一段・ガ行
下一段一サ行・セル 「あわせる」など（連用形「一し」あり）下一段一サ行 下一段一サ行・一般
下一段一ザ行 下一段ザ行
下一段・タ行 下一段・タ行
下一段・ダ行 下一段ダ行
下一段・ナ行 下一段・ナ行
下一段・ハ行 下一段・ハ行
下一段一バ行 下一段・バ行
下一段・マ行 下一段・マ行
下一段ラ行一レル 「知れる」など（「知ん・ない」あり）下一段ラ行一一般 下一段一ラ行一一般
下一段ラ行一呉レル 下一段一ラ行一呉レル 「呉れる」　（命令形が「くれ」）
五段・力行一イク 五段・力行一イク 「行く　（イク）」　（連用形促音便あり）
五段・力行一ユク 五段力行一ユク 「行く（ユク）」　（連用形に音便なし）
五段一力行一一般 五段一力行一一般
五段一ガ行 五段一ガ行
五段・サ行 五段サ行
五段・タ行 五段一タ行
五段・ナ行 五段ナ行
五段・バ行 五段・バ行
五段・マ行・一般五段一マ行 五段一マ行・済ム 「済む」　（「すい・ません」）
五段・ラ行・アル・サル 「くださる・なさる」（イ音便、命令形「一い」、「一すっ1た」）五段・ラ行・アル
五段一ラ行・アル・一般 「いらっしゃる・おっしゃる・ござる」（イ音便、命令形「一い」）
五段・ラ行一一般 五段・ラ行・一般
五段・ワア行一イウ 五段・ワア行・イウ 「言う」　（【イー・マス】｛ユー】となる）
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活用型（コーパス） 辞書登録活用型 補足説明
五段・ワア行・一般
五段・ワア行一アウ ウ音便の語形用の区別（以下同じ）
五段一ワア行・カウ
五段ワア行・ガウ
五段一ワア行・タウ
五段一ワア行・ダウ
五段・ワア行一ツウ
五段・ワア行一ナウ五段一ワア行・一般 五段一ワア行・ハウ
五段・ワア行一バウ
五段一ワア行・マウ
五段一ワア行・ヤウ
五段・ワア行・ヤウ
五段・ワア行・ユウ
五段一ワア行・ラウ
五段一ワア行一ワウ
助動詞（口語）
活用型（コーパス） 辞書登録活用型 補足説明
助動詞・ジャ 助動詞・ジャ
助動詞・タ 助動詞一タ
助動詞・タイ 助動詞一タイ
助動詞・ダ 助動詞・ダ
助動詞一デス 助動詞一デス
助動詞一ドス 助動詞一ドス 関西（京都）方言
助動詞サイ 助動詞一ナイ
助動詞・ヌ 助動詞一ヌ
助動詞一ヘン 助動詞一ヘン 関西方言
助動詞一マス 助動詞一マス
助動詞一ヤ 助動詞ヤ
助動詞・ヤス 助動詞・ヤス 「～でやす」
助動詞・ラシイ 助動詞一ラシイ
形容詞（ロ語）
活用型（コーパス） 辞書登録活用型 補足説明
形容詞一イ段良イ 「良い（イイ）」（終止連体「ええ」あり）
形容詞一ウイ ウ音便の語形用の区別（以下同じ）
形容詞一オイ 「良い（ヨィ）」
形容詞・オ段・良イ 「良い（ヨイ）」（終止連体「ええ」あり）
形容詞・カ 九州方言「きれいか」
形容詞 形容詞・カイ
形容詞一ガイ
形容詞・クイ
形容詞・グイ
形容詞・コイ
形容詞・ゴイ
形容詞・サイ
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形容詞’ザイ
形容詞’スイ
形容詞・ズイ
形容詞’ソイ
形容詞’タイ
形容詞’ツイ
形容詞’トイ
形容詞’ドイ
形容詞’ナイ
形容詞・バイ
形容詞・パイ
形容詞ブイ
形容詞’ボイ
形容詞・ポイ
形容詞’マイ
形容詞・ムイ
形容詞’モイ
形容詞・ヤイ
形容詞・ヤイ
形容詞・ユイ
形容詞・ヨイ
形容詞・ヨイ
形容詞・ライ
形容詞・ルイ
形容詞・ロイ
形容詞・ワイ
形容詞一一般
形容詞・無イ 「無い」　（終止形「ねえ」あり）
動詞（文語）
活用型（コーパス） 辞書登録活用型 補足説明
文語力行変格 文語力行変格
文語サ行変格 文語サ行変格・ス
文語ザ行変格 文語サ行変格一ズ 「～ず」型の一字漢語サ変動詞
文語ナ行変格 文語ナ行変格
文語ラ行変格 文語ラ行変格
文語上一段・力行 文語上一段一力行
文語上一段・ナ行 文語上一段一ナ行
文語上一段・マ行 文語上一段一マ行
文語上一段一ヤ行 文語上一段一ヤ行
文語上一段一ワ行 文語上一段一ワ行
文語上二段一タ行 文語上二段一タ行
文語上二段・ダ行 文語上二段一ダ行
文語上二段・ハ行 文語上二段一ハ行
文語上二段一バ行 文語上二段・バ行
文語上二段・ヤ行 文語上二段一ヤ行
文語下二段・ア行 文語下二段・ア行
文語下二段・力行 文語下二段・力行
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活用型（コーパス） 辞書登録活用型 補足説明
文語下二段・ガ行 文語下二段・ガ行
文語下二段一サ行 文語下二段サ行
文語下二段・ザ行 文語下二段ザ行
文語下二段・タ行 文語下二段・タ行
文語下二段・ダ行 文語下二段ダ行
文語下二段・ナ行 文語下二段・ナ行
文語下二段・ハ行一一般文語下二段・ハ行 文語下二段一ハ行経 「経（ふ）」
文語下二段・バ行 文語下二段・バ行
文語下二段・マ行 文語下二段・マ行
文語下二段・ヤ行 文語下二段・ヤ行
文語下二段一ラ行 文語下二段一ラ行
文語四段・力行 文語四段・力行
文語四段ガ行 文語四段・ガ行
文語四段・サ行 文語四段サ行
文語四段一タ行 文語四段一タ行
文語四段・ハ行・アウ
文語四段ハ行・イウ
文語四段一ハ行・カウ
文語四段・ハ行一ガウ
文語四段ハ行・タウ
文語四段・ハ行・ダウ
文語四段一ハ行一ナウ
文語四段ハ行 文語四段一ハ行・ハウ
文語四段・ハ行・バゥ
文語四段一ハ行一マウ
文語四段一ハ行一ヤウ
文語四段一ハ行・ラウ
文語四段一ハ行・ワウ
文語四段・ハ行一一般
文語四段・ハ行一チョウ 「てふ」　（「といふ」の融合形）
文語四段・バ行 文語四段一バ行
文語四段・マ行 文語四段・マ行
文語四段一ラ行 文語四段・ラ行
助動詞（文語）
活用型（コーパス） 辞書登録活用型 補足説明
文語助動詞・キ 文語助動詞・キ
文語助動詞一ケム 文語助動詞・ケム
文語助動詞一ケリ 文語助動詞・ケリ
文語助動詞・ゴトシ 文語助動詞・ゴトシ
文語助動詞・ザマス 文語助動詞・ザマス
文語助動詞・ザンス 文語助動詞・ザンス
文語助動詞一ズ 文語助動詞・ズ
文語助動詞・タリ・完了 文語助動詞・タリ・完了
文語助動詞一タリ’断定 文語助動詞・タリー断定
文語助動詞一ツ 文語助動詞’ツ
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文語助動詞・ナリー伝聞 文語助動詞一ナリ’伝聞
文語助動詞一ナリ・断定 文語助動詞・ナリ’断定
文語助動詞一ヌ 文語助動詞・ヌ
文語助動詞・ベシ 文語助動詞一ベシ
文語助動詞・マジ 文語助動詞一マジ
文語助動詞一ム 文語助動詞一ム
文語助動詞・ラシ 文語助動詞一ラシ
文語助動詞一ラム 文語助動詞一ラム
文語助動詞一リ 文語助動詞一リ
文語助動詞一ンス 文語助動詞一ンス 近世上方語
無変化型 無変化型
形容詞（文語）
活用型（コーパス） 辞書登録活用型 補足説明
文語形容詞一ク 文語形容詞一ク
文語形容詞・シク 文語形容詞一シク
文語形容詞一ジク 文語形容詞一ジク 「いみじ」など
文語形容詞・多シ 文語形容詞一多シ 「多し」　（終止「多かり」）
③活用形
　以下に形態論情報データベースで用いられる活用形の表を示す。活用形は自動で展開さ
れるため、辞書登録ユーザが直接入力することはない。
大分類 活用形 補足説明
語幹
語幹一サ 形容詞「無い」　「良い」に、様態の助動詞「そうだ」が接続するときの形（「無さ一そうだ」　「良さ一そうだ」）
語幹一一般
未然形一サ サ変（ザ変）に、助動詞「せる」「れる」が接続するときの形（「さ一せる」　「さ一れる」）
未然形一セ サ変（ザ変）に、助動詞「ず」が接続するときの形（せ一ず）
未然形 未然形一一般
未然形一擬音便 ラ行五段活用動詞の一部で起こる援音便（「知ん一ない」）
未然形一補助 形容詞カリ活用未然形（「少なから一ず」）
意志推量形 意志推量形 意志・推量の助動詞「う」　「よう」が接続した形全体（「行こう」　「見よう」）
連用形一イ音便
連用形一ウ音便
連用形
連用形一キ接続
文語サ行四段活用の動詞に過去の文語助動詞「き」が接続す
る場合に「～せ」の形を取ることがある（「許せ一し」）cf．
「文法上許容スベキ事項」
連用形一ト 断定の文語助動詞「たり」の連用形「と」
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大分類 活用形 補足説明
連用形一二 断定の助動詞「だ」・文語助動詞「なり」の連用形「に」
連用形一一般
連用形一促音便
連用形一擬音便
連用形一省略 関西方言などで形容詞連用形が省略された形をとることがある（「欲し一ない」）
連用形一融合 断定の助動詞「だ」の連用形に後続する係助詞「は」が融合した形（「じゃ」）
連用形一補助 文語形容詞・文語助動詞「ず」のカリ活用連用形（「無かり」「ざり」）
終止形一ウ音便 文語ハ行四段活用動詞の終止形がウ音便化することがあ゜る（「給う［タモー］」　「候［ソーロー］」）
終止形一一般
終止形一促音便 形容詞の「高っ」　「痛っ」などの形
終止形
終止形一撲音便 助動詞「ず」の終止形に援音便形がある（「（しませ）ん」）また関西方言などで嬢音便形になることがある（「てん（な）」）
終止形一融合 断定の助動詞「だ」の終止形に前接する「と」の音と融合した形（「（何のこっ）ちゃ」）
終止形一補助 文語形容詞「多し」のカリ活用終止形（「多かり」）
連体形一ウ音便 文語ハ行四段活用動詞の連体形がウ音便化することがある（「給う［タモー］」　「候［ソーロー］」）
連体形一一般
連体形 連体形一援音便
助動詞「ず」の連体形がしばしば「ん」となるほか、動詞で
も「すん（の）」のように準体助詞「の」の前で援音になる
また文語助動詞「む」「けむ」の連体形が「ん」となる
連体形一省略
連体形一補助
已然形
巳然形 已然形一一般
已然形一補助
仮定形一一般
仮定形
仮定形一融合
命令形
命令形
命令形一一般
ク語法 ク語法 文語専用
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④語頭変化表
語頭変化型 語頭変化形 語頭変化形
　subID
語頭語形 代表性
力濁 基本形 1
? True
濁音形 2 ガ False
キ濁 基本形 1 キ True
濁音形 2
? False
ク濁 基本形 1
? True
濁音形 2
? False
ケ濁 基本形 1 ケ True
濁音形 2
? False
コ濁 基本形 1 コ True
濁音形 2 ゴ False
サ濁 基本形 1 サ True
濁音形 2 ザ False
シ濁 基本形 1 シ True
濁音形 2 ジ False
ス濁 基本形 1 ス True
濁音形 2 ズ False
セ濁 基本形 1 セ True
濁音形 2 ゼ False
ソ濁 基本形 1
? True
濁音形 2
? False
タ濁 基本形 1
? True
濁音形 2
? False
チ濁 基本形 1 チ True
濁音形 2 ヂ False
ツ濁 基本形 1 ツ True
濁音形 2 ヅ False
テ濁 基本形 1 テ True
濁音形 2 デ False
ト濁 基本形 1
? True
濁音形 2
? False
ハ半濁 半濁音形 3 ノく False
基本形 1 ノ、 True
ハ混合 半濁音形 3 ノく False
基本形 1 ノ、 True
濁音形 2 ノミ False
ハ濁 基本形 1 ノ、 True
濁音形 2 ノミ False
ヒ半濁 半濁音形 3 ピ False
基本形 1 ? True
ヒ混合 半濁音形 3 ピ False
基本形 1 ? True
濁音形 2 ビ False
ヒ濁 基本形 1 ? True
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語頭変化型 語頭変化形 語頭変化形
　subID
語頭語形 代表性
濁音形 2 ビ False
フ半濁 半濁音形 3 プ False
基本形 1 フ True
フ混合 半濁音形 3 プ False
基本形 1 フ True
濁音形 2 ブ False
フ濁 基本形 1 フ True
濁音形 2 ブ False
へ半濁 半濁音形 3 ぺ False
基本形 1 へ True
へ混合 半濁音形 3 ぺ False
基本形 1 へ True
濁音形 2 べ False
へ濁 基本形 1 へ True
濁音形 2 べ False
ホ半濁 半濁音形 3 ポ False
基本形 1 ホ True
ホ混合 半濁音形 3 ポ False
基本形 1 ホ True
濁音形 2 ボ False
ホ濁 基本形 1 ホ True
濁音形 2 ボ False
ワ混合 半濁音形 3 ノく False
基本形 1 ? True
濁音形 2 ノミ False
⑤語末変化表
語末変化型 語末変化形 語末変化形
　subID
語末語形 代表性 語末発音形
ア長促添 基本形 1 True
長音添加形 4 ア False 一
促音添加形 5 ツ False ツ
ア長促援添 基本形 1 True
長音添加形 4 ア False 一
促音添加形 5 ツ False ツ
援音添加形 6 ン False ン
ア長添 基本形 1 True
長音添加形 4 ア False 一
イ長促添 基本形 1 True
長音添加形 4
? False 一
促音添加形 5 ツ False ツ
イ長促援添 基本形 1 True
長音添加形 4
? False 一
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語末変化型 語末変化形 語末変化形
　subID
語末語形 代表性 語末発音形
促音添加形 5 ツ False ツ
擦音添加形 6 ン False ン
イ長添 基本形 1 True
長音添加形 4
? False 一
ウ長促添 基本形 1 True
長音添加形 4
? False 一
促音添加形 5 ツ False ツ
ウ長促援添 基本形 1 True
長音添加形 4
? False 一
促音添加形 5 ツ False ツ
援音添加形 6 ン False ン
ウ長添 基本形 1 True
長音添加形 4
? False 一
工長促添 基本形 1 True
長音添加形 4 工 False 一
促音添加形 5 ツ False ツ
工長促援添 基本形 1 True
長音添加形 4 工 False 一
促音添加形 5 ツ False ツ
擁音添加形 6 ン False ン
工長添 基本形 1 True
長音添加形 4 工 False 一
オ長促添 基本形 1 True
長音添加形 4 オ False 一
促音添加形 5 ツ False ツ
オ長促援添 基本形 1 True
長音添加形 4 オ False 一
促音添加形 5 ツ False ツ
援音添加形 6 ン False ン
オ長添 基本形 1 True
長音添加形 4 オ False 一
キ促 基本形 1 キ True
?
促音形 2 ツ False ツ
ク促 基本形 1
? True ?
促音形 2 ツ False ツ
チ促 基本形 1 チ True チ
促音形 2 ツ False ツ
ツ促 基本形 1 ツ True ツ
促音形 2 ツ False ツ
十促 基本形 1 ユウ True ユー
促音形 2 ツ False ツ
促音形 3 ユツ False ユツ
促添 基本形 1 True
促音添加形 5 ツ False ツ
促援添 基本形 1 True
促音添加形 5 ツ False ツ
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語末変化型 語末変化形 語末変化形
　subID
語末語形 代表性 語末発音形
援音添加形 6 ン False ン
⑥見出し語の出典
　短単位見出し語テーブルに共通で付与される属性のうち、記号で表される「出典」の値
の一覧を示す（主なもののみ）。
値 出典
C CSJ
b BCCWJ書籍
W BCCWJ白書
n BCCWJ新聞
y BCCWJ　Webデータ
近 近代語データ
太 太陽コーパス
⑦見出し語の状態
　短単位見出し語テーブルに共通で付与される属性のうち、記号で表される「状態」の値
の一覧を示す。
値 見出し語の状態
?
確認が終わるまで形態素解析辞書には出力しない（仮登録）
Z コアデータに出現したため登録しているが、解析辞書には出力しない
y BCCWJのサンプル解析でのみ利用し、一般用の解析辞書には出力しない
k 近代語用の解析辞書にのみ出力する
C 近代語用の解析辞書には出力しない
※k，cは「近代文語UniDic」用の値
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⑧オリジナル関数一覧
コーパスデータベース
関数名 引数 説明
前文脈生成関数 サンプルID・連番 KWICの前文脈を返す関数。
後文脈生成関数 サンプルID・連番 KWICの後文脈を返す関数。
検索語文中出現数
カウント関数 文・検索語
全文検索時に使われる関数。文中の検索語
出現数をカウントする。
ID変換関数 変換前項目名・変換後項目名・ID
語彙素ID・語形ID・書字形ID・発音形
ID・語彙表IDを他のIDに変換する関数。
文字修正情報取得
関数
文字開始位置・文字終了位
置・サンプルID
文字修正テーブルから該当箇所の文字修
正情報を取得する関数。
数字情報取得関数 文字開始位置・文字終了位置・サンプルID
数字テーブルから該当箇所の数字情報を
取得する関数。
振り仮名情報取得
関数
文字開始位置・文字終了位
置・サンプルID
振り仮名テーブルから該当箇所の振り仮
名情報を取得する関数。
活用型変換関数 書字形・発音形・活用型
辞書データベースの活用型から語彙表を
作成するのに必要な解析活用型に変換す
る関数。
活用型書字形変換
関数 活用型・比較する活用型・段
活用型に付与する詳細情報を生成する関
数。活用型とこの詳細情報から解析活用型
が生成される。
カタカナひらがな
変換関数 文字列
文字列内のカタカナを平仮名に変換する
関数。
語頭語末変化関数
語頭変化型・語頭変化形ID・
語末変化型・語末変化形ID・
文字列・変化レベル
文字列を語頭語末変化させて返す関数。
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辞書データベース
関数名 引数 説明
ひらがなカタカナ
変換関数 文字列
文字列内の平仮名をカタカナに変換する
関数。
アクセント結合型
取得関数 文字列・アクセント型
文字列のアクセント結合型を取得する関
数。
モーラ数取得関数 文字列 文字列内のモーラ数を取得する関数。
アルファベット全
角半角変換関数 文字列
文字列内の半角アルファベットを全角ア
ルファベットに変換する関数。
出現頻度カウント
関数
コーパス名・開始語彙表ID，
終了語彙表ID・固定長可変長
短単位テーブルにおける出現頻度をカウ
ントする関数。
語頭濁音形変換関
数 文字列
文字列の語頭にあるカタカナの濁音を清
音に変換する関数。
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⑨ストアドプロシージャー覧
辞書データベース
ストアドプロシージャ名 引数 説明
書字形構成漢字
ストアドプロシージャ モード
書字形から漢字を抽出して音訓等種別と音
訓を付与して書字形構成漢字テーブルに格
納するストアドプロシージャ。
漢字頻度集計
ストアドプロシージャ．
固定長・可変長・集計
条件
漢字音訓頻度表生成の第一段階。漢字・音
訓等種別・音訓の出現頻度を集計するスト
アドプロシージヤ。
漢字頻度書式修正
ストアドプロシージャ なし
漢字音訓頻度表生成の第二段階。漢字頻度
集計結果を利用して漢字音訓頻度表用の表
記を生成するストアドプロシージャ。
短単位出現頻度集計
ストアドプロシージャ
レベル（語彙素・語形・
書字形）
コーパス内の語の出現頻度表を生成するス
トアドプロシージャ。
コーパスデータベース
ストアドプロシージャ名 引数 説明
学習フラグ更新
ストアドプロシージャ
モード・追記文字・ユ
ーザ名
大納言の学習フラグ修正モードで使用さ
れ、短単位テーブルの状態フラグを更新す
るストアドプロシージャ。
短単位分割結合
ストアドプロシージャ
サンプルID・連番・
開始処理範囲・終了処
理範囲・ユーザ名・モ
ー
?
大納言の短単位モードにて使用される。短
単位の分割結合・文字修正・対話式数字変
換処理を行う。内部で文字位置割振りスト
アドプロシージャを呼び出している。
DBバックアップ
ストアドプロシージャ
モード・データベース
名・バックアップ先
1・バックアップ先
2・バツクアツプ先3
データベースのバックアップ処理をするス
トアドプロシージャ。中小サイズ用。
DBバックアップ
ストアドプロシージャ
（巨大DB用）
モード・データベース
名・バックアップ先
1・バツクアツプ先
2・バツクアツプ先3
データベースのバックアップ処理をするス
トアドプロシージャ。巨大サイズ用。
DBメンテナンス
ストアドプロシージャ
データベース名・バッ
クアップ先1・バック
アップ先2・バックア
ップ先3
データベースのログの削除・圧縮・バック
アップをするストアドプロシージャ。中小
サイズ用。
DBメンテナンス
ストアドプロシージャ
（巨大DB用）
データベース名・バッ
クアップ先1・バック
アツプ先2・バックア
ップ先3
データベースのログの削除・圧縮・バック
アップをするストアドプロシージャ。巨大
サイズ用）。
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ストアドプロシージャ名 引数 説明
インデックス再構築
ストアドプロシージャ なし
データベース内の全てのテーブルのインデ
ックスを再構築するストアドプロシージ
ヤ。
データ削除
ストアドプロシージャ 削除単位・削除対象 データを削除するストアドプロシージャ。
語彙表不整合抽出
ストアドプロシージャ なし
語彙表テーブルと短単位テーブルの不整合
を抽出するストアドプロシージャ。
データ取り込み
ストアドプロシージヤ コーパス名・ユーザ名
テキストファイルをインポートしてコーパ
スの各テーブルに格納するストアドプロシ
ー ジャ。
高度な検索
ストアドプロシージャ
検索語・ユーザ名・モ
ー
? 短単位の高度な検索を行い、結果を作業テ
ーブルに格納するストアドプロシージャ。
短単位検索
ストアドプロシージャ
検索語・検索タイプ・
検索フィールド・ユー
ザ名・コーパス名
短単位の検索を行い、結果を作業テーブル
に格納するストアドプロシージャ。
全文検索
ストアドプロシージャ
検索語・検索対象コー
パス名・ユーザ名
文テーブルに対して全文検索を行い、結果
を作業テーブルに格納するストアドプロシ　、　、、一ソヤ。
語彙表生成
ストアドプロシージャ
更新レベル・削除する
ID・挿入するID
語彙表を生成するストアドプロシージャ。
特定のIDの範囲のみの再生成と全件再生
成を行える。
短単位文字位置割振り
ストアドプロシージャ
サンプルID・キーオ
ーダー・ユーザ名・前
語数・後語数・モード
短単位分割結合ストアドプロシージャで呼
び出されるストアドプロシージャ。文字開
始位置・終了位置を作業テーブルに入力す
る。短単位分割結合用。
文字修正箇所の原文文字
列取得ストアドプロシー
ジャ
サンプルID・キーオ
ーダー・ユーザ名・前
語数・後語数
文字修正処理された箇所のオリジナルの文
字列を取得するストアドプロシージャ（文
字修正処理モード用）。
数字変換箇所の原文文字
列取得ストアドプロシー
ジャ
サンプルID・キーオ
ーダー・ユーザ名・前
語数・後語数
数字変換処理された箇所のオリジナルの文
字列を取得するストアドプロシージャ（対
話式数字変換処理モード用）。
連番振り直し
ストアドプロシージャ サンプルID
短単位テーブルの連番を振り直すストアド
プロシージヤ。
属性更新
ストアドプロシージャ なし
語彙表テーブルと短単位テーブルの齪齢を
解消するストアドプロシージャ。
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ストアドプロシージャ名 引数 説明
周辺語取得
ストアドプロシージャ
連番・サンプルID・
ユーザ名・一時テーブ
ル接尾辞
指定した語の周辺の語を短単位テーブルか
ら取得するストアドプロシージャ。
作業テーブル間データコ
ピーストアドプロシージ
ヤ
ユーザ名 一時テーブル（周辺語）を一時テーブル（誤）にコピーするストアドプロシージャ。
短単位作業テーブル
（KWIC用）生成ストア
ドプロシージヤ
ユーザ名 KWICを格納する作業テーブルを生成するストアドプロシージャ。
短単位作業テーブル生成
ストアドプロシージャ ユーザ名・接尾辞
作業テーブル（誤）と作業テーブル（正）
を生成するストアドプロシージャ。
長単位取得
ストアドプロシージャ ユーザ名
作業テーブルに格納された短単位に対応す
る長単位レコードを生成するストアドプロ　　、　“シーソヤ。
長単位周辺語取得
ストアドプロシージャ ユーザ名
大納言で選択中の長単位の周辺の長単位を
取得するストアドプロシージャ。
全文検索用データ整備
ストアドプロシージャ モード
全文検索で使用されるデータを整えるスト
アドプロシージャ。短単位テーブルの文開
始・終了位置と文テープルを更新する。
長単位文字位置割振り
ストアドプロシージャ ユーザ名
長単位の文字開始位置・終了位置を作業テ
ーブルに入力するストアドプロシージャ。
文節更新
ストアドプロシージャ ユーザ名
文節テーブルを更新するストアドプロシー
ジャ。
長単位更新
ストアドプロシージャ ユーザ名
長単位テーブルを更新するストアドプロシ
ー ジャ。
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⑩テーブルー覧
辞書データベース
灘繍撒　　㌧吉、‘‘ 短単位語彙素テーブル説難矯薫＿ 3．2．2短単位語彙素テーブル（10ページ）参照
団頓経撫融騰藤、隷．． ∨妻データ型㌧警 説明　　ぷ　　ぷ　　㍑徽　緩・
1 語彙素ID int　identity
2 語彙素 Nvarchar
3 語彙素読み Nvarchar
4 類 Nvarchar
5 出典 Nvarchar
6 状態 Nvarchar
7 コメント Ntext
8 評価 Nvarchar
9 原語表記 Nvarchar
10 語彙素細分類 nvarchar
11 語種 nvarchar
12 更新作業者 nvarchar
13 更新日時 datetime
14 最小単位 nvarchar
15 最小単位数 int
テープル名 短単位語形テーブル
説明 3．2．3短単位語形テーブル（12ページ）参照
Noフイールド名　　　　マ　〔 データ型 説明
1 語形ID int
2 語彙素ID 輌nt
3 語形SublD int
4 語形 nvarchar
5 品詞 nvarchar
6 活用型 nvarchar
7 語頭変化型 nvarchar
8 語頭変化結合型 nvarchar
9 語末変化型 nvarchar
10 語末変化結合型 nvarchar
11 代表性 bit
12 出典 nvarchar
13 状態 nvarchar
14 コメント ntext
15 評価 nvarchar
16 更新作業者 nvarchar
17 更新日時 datetime
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テ｝ブル名 短単位書字形テーブル
説明 3．2．4短単位書字形テーブル（14ページ）参照
Noラィールド名、 データ型 説明
1 書字形ID bigint
2 語形ID int
3 書字形SublD int
4 書字形 nvarchar
5 活用型書字形 nvarchar
6 仮名形 nvarchar
7 代表性 bit
8 出典 nvarchar
9 状態 nvarchar
10 コメント ntext
11 評価 nvarchar
12 更新作業者 nvarchar
13 更新日時 datetime
テエプル名 短単位発音形テーブル
説明 3．2．5短単位発音形テーブル（15ページ）参照
Noフイールド名 データ型 説明
1 発音形ID bigint
2 語形ID int
3 発音形SublD int
4 発音形 nvarchar
5 活用型発音形 nvarchar
6 アクセント型 nvarchar
7 アクセント結合型 nvarchar
8 代表性 bit
9 出典 nvarchar
10 アクセント型出典 nvarchar
11 状態 nvarchar
12 コメント ntext
13 評価 nvarchar
14 更新作業者 nvarchar
15 更新日時 datetime
〉〔巧髭名　　　鞘 語頭変化表テーブル
　　　×説明 　　　　　　　　． 3．4．2語頭変化（19ページ）参照
懸 、カールド名　1 データ型 説明・．．　　　　　　　“‘　　　　　‘　　　　　　　　　　γ
1 語頭変化型 nvarchar
2 語頭変化形 nvarchar
3 語頭変化形subID tinyint
4 語頭語形 nvarchar
5 代表性 bit
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ぼ：妻ぶ　　　　　　　　　‘メ」 語末変化表テーブル
巡　　　　　　　　　　’sぶ　偲ポ㍉；
≦　　爆 3．4．3語末変化（19ページ）参照難 鷲旬バ罐　　驚☆ ラ餐麺舗 説萌ロジづ‘　　　　　、．
1 語末変化型 nvarchar
2 語末変化形 nvarchar
3 語末変化形sublD tinyint
4 語末語形 nvarchar
5 代表性 bit
6 語末発音形 nvarchar
‘1弓欝ブ麟‘灘　○磯活用表テーブル
灘明　が‘…　。 3．5．4活用表（23ページ）参照
? デ謝型〔u　へ　　〉・‘・h幅、。㍉　灘　　　　　　　　　　ジ説明　、．　　　。ミ　　　・
1 活用型 nvarchar
2 活用形 nvarchar
3 活用語尾 nvarchar
4 代表性 bit
5 活用語尾書字形 nvarchar
6 活用語尾発音形 nvarchar
7 活用語尾仮名形 nvarchar
8 アクセント修飾型 nvarchar
9 詳細活用形 nvarchar
10 状態 nvarchar
テーブル名 活用型テーブル
説明 3．5．6活用形テーブルと活用型テーブル（24ページ）参照
Noライールド名 データ型　　　、 説明　　　　　べ，灘譲灘雛
1 活用型 nvarchar
2 大分類 nvarchar
3 行分類 nvarchar
4 段分類 nvarchar
5 小分類 nvarchar
テづごル名ド，　、、…． 活用形テーブル
説明　　　‘三　・譲ざ、 3．5．6活用形テーブルと活用型テーブル（24ページ）参照
欝 繹麟タ型、 ぐ、瀞
1 活用形ID int
2 詳細活用形 nvarchar
3 大分類 nvarchar
4 小分類 nvarchar
5 活用形 nvarchar
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活用型簡略化テーブル??
罵　‘
パ網
???
3．5．3活用型簡略化（22ページ）参照?
　　ベ
ノ　　‘
1 辞書登録活用型 nvarchar
2 内部活用型 nvarchar
3 活用型 nvarchar コーパス活用型
品詞テーブル
翻　熱　講　壕 品詞を入力するための参照用データ麺 ∨嬢仁翼眠名一　　鴛　　　　　霊 デ蹴型二　鵜 説鵬・　‘‘犠鎌難．耀灘羅
1 品詞ID int 主キー
2 品詞 nvarchar 品詞全体
3 大分類 nvarchar 品詞の第1階層
4 中分類 nvarchar 品詞の第2階層　　　　　　　　　さ
5 小分類 nvarchar 品詞の第3階層
6 細分類 nvarchar 品詞の第4階層
7 類 nvarchar 類と品詞との対応を示す
テーブル名 1D変換係数マスタテーブル
　　　　　　　マ??〉 語彙素ID、語形ID、書字形ID、発音形ID、語彙表IDの各IDを
別のIDに変換する際の係数マスタ
下Noフイールド名 　　　　　　トデータ型　　　‘ 説明
1 レベル int ID階層レベル。語彙素IDが1（最上位）
2 ID名 nvarchar ID名
3 数値1 int 係数
4 数値2 int オフセット値
覇一ブル名　　　　∨ 書字形構成漢字テーブル
x　　　∨
???????｜??
短単位書字形テーブルの書字形に含まれる漢字を抜き出して音訓
等種別、音訓を付与したテーブル（3．8・29ページ参照）
灘 フイールド名 データ型　　i、 説明　　　　　　　　　　　　譲
1 書字形ID bigint
2 書字形構成漢字 nvarchar 字種
3 書字形内位置 int 字種の書字形内における出現位置
4 ID bigint
5 書字形情報 nvarchar
6 音訓等種別 nvarchar
7 音訓 nvarchar
8 精度 float 自動処理時の精度情報
9 確定 int 作業者による確認チェック
10 更新作業者 nvarchar
11 更新日時 datetime
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鞭薄儲慧1‘‘○ジ日・ 漢字テーブル
箋　・灘　雛　1　 　　’ミ　　r 単漢字に関する情報を格納した表で、書字形構成漢字表と結合して利用する（3．8・29ページ参照）
灘 s灘ジジドガ 　　　　　　‥＾〆デー汐型 繊　　三　織，壌㍉⊇　慾、。
1 通し番号 int　identity
2 漢字ID nvarchar
3 字種 nvarchar
4 種類 nvarchar
5 配当学年 int’
6 画数1 int
7 部首 int
8 音訓等種別 nvarchar
9 音訓 nvarchar
10 音訓注記 nvarchar
11 音訓割振 nvarchar
12 人名制定 nvarchar
13 日本語教育 int
14 90種・頻度 三nt
15 90種・音訓 nvarchar
16 新聞・頻度 int
17 新聞・音訓 nvarchar
18 200万字・頻度 int
19 200万字・音訓 nvarchar
20 備考1 nvarchar
21 備考2 nvarchar
22 更新作業者 nvarchar
23 更新日時 datetime
マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ 出典テーブル
1‘㌫γ‘　べ 3．2．6（16ページ）および資料⑥（108ページ）参照
、醗‘ 譲イ議麟・、麟 データ型．．　　　　　　　‘ 説明三㍉繍　囎川織難霧㌍議
1 出典コード nchar
2 説明 varchar
3 削除可 bit
4 テーブル nvarchar
出現頻度テーブル
1繊麟難麟‘＿。、良 短単位テーブルにおける語彙素、語形、書字形の出現頻度
礁 　　　　琴、　∪塔、　　　　。＿　　　　　・馴‘陥簿 ざ　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　“ 躍　　　　　，灘瀦・‘鷹
1 レベル nvarchar 語彙素、語形、書字形のいずれか
2 ID bigint ID
3 内訳 nvarchar 出現頻度内訳
4 合計 int 出現頻度合計
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テーブノレ名鶏．．．。．． 短単位語形ログテーブル
　　　　　　「」説明　認　　　、一 3．9．4語形削除ログ（33ページ）参照
Nol芝わ～レド名ゴ 　　　づデrタ型　　、 説明I」・　鮮　　∵　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　べ
1 ID int　identity
2 語形ID int
3 語彙素ID int
4 語形 nvarchar
5 品詞 nvarchar
6 活用型 nvarchar
■
7 語頭変化型 nvarchar
8 語末変化型 nvarchar
9 出典 nvarchar
10 DelUser nvarchar
11 DelDate nchar
、テーブル名．　　　　　　ト 要注意語テーブル
説明 3．9．1要注意語テーブル（32ページ）参照
iNρ　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　・〉　ヒ データ型 説明　　　　　　　　　　　　　　．．メ　　　　　　　　　　　　　　　．
1 ID int　identity ．
2 区分 nvarchar
3 代表形 nvarchar
4 代表表記 nvarchar
5 異形態 nvarchar
6 品詞 nvarchar
7 活用型・その他 nvarchar
8 接続 nvarchar
9 注記 nvarchar
10 削除補足 nvarchar
11 削除 bit
1テ」プル名　　　「ミ 要注意語用例テーブル、
説明 3．9．2要注意誤用例テーブル（32ページ）参照
ぷ 勲ざルド名．． データ型、、 　　　　　　　　　　　　　r‘説明 い． 　、　　　　　　　～1
1 ID int　identity
2 IDREF int
3 C nvarchar
4 用例 ntext
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テーブル名 分類語彙表テーブル
説明 3．10分類語彙表テーブル（33ページ）参照
Noフイールド名 データ型 説明　　　　　　　　　　　　　　　、
1 レコードID int
2 見出し番号 int
3 レコード種別 nvarchar
4 類 nvarchar
5 部門 nvarchar
6 中項目 nvarchar
7 分類項目 nvarchar
8 分類番号 nvarchar
9 段落番号 nvarchar
10 小　落番号 nvarchar
11 語番号 nvarchar
12 見出し nvarchar
13 読み nvarchar
14 逆読み nvarchar
15 見出し本体一bccwj nvarchar
16 読み．カタカナ nvarchar
17 分類語彙表番号 nvarchar
18 読み．カタカナ．bccwl nvarchar
19 更新作業者 nvarchar
20 更新日時 smalldatetime
21 辞書データベース要登録
フラグ
bit
22 辞書データベースチェック bit
23 メモ nvarchar
テーブル名 分類語彙表関連付けテーブル
説明 短単位語彙素テーブルと分類語彙表テーブルの中間テーブル3．10．2短単位語彙素テーブルとの関連付け（33ページ）参照
Noフィールド名 データ型 説明
1 分類語彙表番号 nvarchar
2 語彙素ID int
3 更新作業者 nvarchar
4 更新日時 smalldatetime
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コーパスデータベース
テーブル名 短単位テーブル
説明 4．3短単位テーブル（38ページ）参照
Noフイールド名 データ型 説明　　、　‘　　　　．ミ。∵
1 コーパス名 nvarchar
2 サンプルID nvarchar
3 文字開始位置 int
4 文字終了位置 int
5 文境界 nvarchar
6 出現書字形 nvarchar
7 出現発音形 nvarchar
8 語彙素読み nvarchar
9 語彙素 nvarchar
10 原文文字列 nvarchar
ユ1 品詞 nvarchar
12 活用型 nvarchar
13 活用形 nvarchar
14 状態フラグ nvarchar
15 語彙表ID bigint
16 語彙素細分類 nvarchar
17 更新作業者 nvarchar
18 更新日時 datetime
19 連番 int
20 メモ ntext
21 文字開始位置 int
22 文字終了位置 int
23 語種 nvarchar
24 固定長フラグ int
25 可変長フラグ int
、
26 語形 nvarchar
27 語彙素ID int
テーブル名 文字テーブル
説明　　　　　　　F コーパスの文字開始終了位置をテーブル化したもの4．2コーパスデータベースのテーブル（35ページ）参照
晦 フイールド名 データ型 説明
1 サンプルID nvarchar
2 文字開始位置 int
3 文字終了位置 int
4 文字 nvarchar
5 固定長フラグ bit BCCWJの固定長範囲であることを示すフラグ
6 可変長フラグ bit BCCWJの可変長範囲であることを示すフラグ
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蘂騰纐瀦繍購灘‘‘ 文字修正テーブル
コーパスの文字の修正記録（BCCWJのcoπectionタグに相当）
4．2コーパスデータベースのテーブル（35ページ）参照??
・一　…　バ芸
。．芽ニタ型ご品 説明・i、灘。．，　蓬＿＿，＿、．。、閻
1 サンプルID nvarchar サンプルID
2 文字開始位置 int 文字開始位置
3 文字終了位置 int 文字終了位置
4 文字修正型 nvarchar 文字修正の種類（術字、脱落など）
5 修正後文字 nvarchar 修正する前の文字
6 修正前文字 nvarchar 修正した後の文字
7 更新日時 smalldatetime更新した日時
8 更新作業者 nvarchar 更新作業者名
9 メモ ntext 更新時のメモ
ジ織汚縁難、　麟 数字テーブル
　　翻　　　　㌃一賛べ　…
????????
数字変換（NumTrans）箇所の記録
4．2コーパスデータベースのテーブル（35ページ）参照
灘嬢 ‘‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ屯 浅早タ型ミ‘・べ 説明㌦一・灘購雀べ緬灘
1 サンプルID nvarchar
2 文字開始位置 int
3 文字終了位置 int
4 出現書字形 nvarchar
5 数字変換型 nvarchar
6 原文文字列 nvarchar
灘ブル名　　　　　乏 振り仮名テーブル
性　　…ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼一　　　　　　芸灘難　　～
継融灘　　‘≡パ‘‘
コーパスの文字につけられた振り仮名（BCCWJのrubyタグに相当）
4．2コーパスデータベースのテーブル（35ページ）参照
…騒 ぺ データ型　⊇ 説明蹴‘，．　・口
1 サンプルID nvarchar
2 文字開始位置 int
3 文字終了位置 int
4 出現書字形 nvarchar
5 振り仮名 nvarchar
タグテーブル
　、　脚灘　　　　　治
1　　　　　撒．
コーパスのタグを全て格納したもの
4．2コーパスデータベースのテーブル（35ページ）参照
　　　　　A＾”　デ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘説鷹溝…
1　サンプルID nvarchar
2　出現順 int
3　文字開始位置 int
4　文字終了位置 int
5　タグ ntext
122
【資料】
デぷ憤鑑．．㌧：　「、， 語彙表テーブル
説肥　　≡〔　　　　　　x　「　ラ　　」　　　　ヒ　ら 3．1（7ページ）、3．6（25ページ）参照
N。 力蛾臨一… データ型 説明　　　∵　》パ…「三慈　　三ゴ　　　　　　〉　　　　　　　　　　　　　　、ゴ←
1 語彙表ID bigint
2 語彙素 nvarchar
3 語彙素読み nvarchar
4 類 nvarchar
5 語彙素細分類 nvarchar
6 語形， nvarchar
7 品詞 nvarchar
8 辞書登録活用型 nvarchar
9 活用型 nvarchar
10 活用形 nvarchar
11 出典 nvarchar
12 発音形（基本形） nvarchar
13 書字形（基本形） nvarchar
14 仮名形（基本形） nvarchar
15 出現発音形 nvarchar
16 出現書字形 nvarchar
17 出現仮名形 nvarchar
18 アクセント修飾型 nvarchar
19 状態 nvarchar
20 語頭変化型 nvarchar
21 語頭変化結合型 nvarchar
22 語頭変化形 nvarchar
23 語末変化型 nvarchar
24 語末変化結合型 nvarchar
25 語末変化形 nvarchar
26 語形（基本形） nvarchar
27 語種 nvarchar
28 アクセント型 nvarchar
29 アクセント結合型 nvarchar
テごズル名ゴ　　　．、．、 文テーブル
　．．「　⇒＼’：．．．11ミ．．．　．ざ“ゴ　∫・1　　　　調P．ξ｛．…．．・い・’．．．ト』　　　　　　　　パ難．　．縣繕鷺謙 全文検索用のテーブル。文境界で区切った形でコーパスデータベースの全てのテキストを格納。
購灘勲薫畿 ．デ培轡講鍵 二r’1γ’毛ゴ・　　　一　　“．ヒ．　　一・・∴・ゴな．．．響ゴ〉べ1．．＿＿・ 譲∵　　．1㌧・・㌧．　　．．，．‘　　　　　　　　　　　　　　　’1 サンプルID nvarchar
2 文開始位置 int
3 文 ntext
4 コーパス名 nvarcha
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藷灘勲難灘織“ 長単位テーブル?、?????〉???
4．4長単位テーブルと文節テーブル（39ページ）参照
喧 漸勲購、、難擁 デ〔タ型・　1　　　　　メド 説明　三．　〉麟一灘鰯蠣　
1 サンプルID nvarchar
2 長単位出現書字形 nvarchar
3 長単位品詞 nvarchar
4 長単位活用型 nvarchar
5 長単位活用形 nvarchar
6 長単位語彙素読み nvarchar
7 長単位語彙素 nvarchar
8 長単位境界 nvarchar
9 丸付き数字1 nvarchar
10 丸付き数字2 nvarchar
11 メモ nvarchar
12 更新作業者 nvarchar
13 更新日時 smalldatetime
14 長単位開始位置 int
15 長単位終了位置 int
16 文字開始位置 int．
17 文字終了位置 int
18 範囲対応 int
テーブル名 文節テーブル
説明 4．4長単位テーブルと文節テーブル（39ページ）参照
Noブイールド名 データ型 説明　　　　　　　　　　　　　　三
1 サンプルID nvarchar
2 文字開始位置 int
3 長単位開始位置 int
4 文節1 nvarcha
5 文節2 nvarcha
6 更新作業者 nvarcha
7 更新日時 smalldatetime
涜幾九名二　　翻　昆 長単位語彙表テーブル
　≧、・　　　　三㌔翻▽　．　灘ウ・慾ぶ＾　　　　　☆　　『　　　　〔る　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　メ　　　陣 長単位用の語彙表。短単位語彙表テーブルとは異なり、辞書デー
タベースとは連動していない。6．8．2（83ページ）参照
》 当‥づ，ン ‘‘説明
1 長単位出現書字形 nvarchar
2 長単位品詞 nvarchar
3 長単位活用型 nvarchar
4 長単位活用形 nvarchar
5 長単位語彙素読み nvarchar
6 長単位語彙素 nvarchar
7 ID int
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検索履歴テーブル
‘‘‘‘　　　　　　。パぎ示　　ジ㌘べ
　　　　　　o・，　　　　　ド 大納言とUniDicExplorerにおける作業者の検索履歴??，，㍉
パジピ賛　、ぶぷ〆し 鍵藩鞠型驚三、ぶ …　　痢
1 検索語 nvarchar
2 検索方法 nvarchar
3 検索項目 nvarchar
4 コントロール名 nvarchar
5 更新作業者 nvarchar
6 更新日時 nvarchar
灘騨時譲≦三叢 選択肢マスタテーブル説ぽ鐸轡・難議馨 大納言の画面内にあるコンボボックス等の選択肢マスタ
Noフィール膨欝 データ型、 説明　べ　　、撚ぷ謝ジ　・〉　‘．‘1‘．
1 コントロール名 nvarchar 対応している大納言のコントロール名
2 ソート順 int コンボボックス等における選択肢のソート順
3 文字列1 nvarchar コンボボックス等における選択肢文字列1
4 数値1 int コンボボックス等における選択肢数値1
5 文字列2 ntext コンボボックス等における選択肢文字列2
6 数値2 int コンボボックス等における選択肢数値2
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サンプルデータ
①短単位語彙素テーブル
み コメント
?
小　　・ 小　D7151 カメ lUC user1 2008！2／1316：’1カメ／ 1
7222　い カライ lUcr 和　　user1 2008／2／1316：11カーイ！ 1
9555　る キル 用 lU6　r 和 u5・r1 2008／2／1316：11ル！ 1
2242一 イツテイ ｜cr user1 2008／2／1316’11イツテイ 2
5580家
?
尾体 c　r
?
user1 2008／2／1316’11
?
1
6801， カツド Icr ? user1 20D8／2／1316：11カツドウ 2
7919外 ガイコク Iac　r ） 】ser1 20D8／2／1316・11カイコク 2
8329 キカン Iac　r ? user1 2008／2／1316’11キカン 2
9167　化 キョ　カ lcr ? user1 2008／2／13，6：11キョウカ 2
10988形成 ケイセイ Icr 漠 user1 2008／2／1316：11ケイセイ 2
11482芸術 ゲイジュツ 休 lcr 漠 user1 2008／2／1316二1｜ゲイジュツ 2
12432交法 コウリュウ lUcr
?
user1 2008／2／1316：1｜コウリュウ 2
12524国 コ　サイ 体 Icr ｝ user1 2008／2／1316；11コクサイ 2
12836 コト lac　r user｜ 2008／2／1316：11コト／ 1
14927 シ 尾 r ? user1 2008／2／1316：11シ 1
17256　化 シンカ 体 lu ? user1 2008／2／1316：1｜シンカ 2
η803 ジ　ョウ lcr ） user1 2008／2／1316『11ジ　ョウ 2
18765人 ジン 尾 Kac　r ） user1 2008／2／1316：11ジン 1
18917　進 スイシン Icr usor1 2008／2／1316：’1スイシン 2
1953？ スル Lac　r user1 2008／3／1114・13スル／ 1
20054世 セカイ Icr 」 usgr1 2008／2／1316：11セカ 2
22308 タ　サワル 用 Icr user1 2008／2／1316』11タ　サワル／ ?
23939 チョ　　　　　尾 c　r ） user1 2008／2／1316’11チョウ 1
24672　がる ツナガル　　用 lcr user1 2008／2ハ316；11ツナ　ル／ 1
24874て テ lKac　r US6r1 2008／2／1316：11テ／ 125355 テンカ ? ? US■r1 2008／2／1316’11テンカイ 2
25826と
?
lkabc　r US6r1 2008／2／1316；11ト／ 1
25875 ? cr user1 2008／2／1316’11トウ ?
28178に 二 IKac　r us●r1 2008／2／1316・‘1二／ 1
28455日 ニツ爪ン c　r us●r1 2008／2／1316・11ニツ’・ン 1
28860ネットワークネットワー Icr netWO永neヒwork user1 2008／2／1316・11ネットワーク 1
28989の
?
IKac　r usor1 2008／2／1316’11ノ／ 1
②短単位語形テーブル
語形ゆ 語彙素Φ 語形＆」bD語形 品詞 活用型
語頭
変化型
語頭
変化 語末衰化型
語末
衰化
代?
出典 状? コメント 評価
更新
作業者 更新日時
228833　　　7‘511カメ 名　一　’名　一一
?
1lUc user112008／3／2717：11
228833　　　？1511カメ 名　一　’名　一一
?
1lUC user1， 2008／3／2717：11
231105　　　72221カーイ 形容　一一 ’ 一一
? ?
1IUcr u5●r口 2008／3／2717：11
231105　　　72221カライ 形　’一一 形　　一一
?
1lUcr US6r112008／3／2717：11
231108　　　　　7222　　　　　　4カラシ 形　　一一 文語形　’一
? 0 ? k us6r112008／3／2717：11
231108　　　　7222　　　　4カーシ 形　’一一 文－形　　一ク
? 0 k user112008／3／2717：11
3057619555　　　1キル 動＾一一 上一段一カー 1IUc　r user112008／3／2717・日3057619555　　　1キル 勤＾一一般 上一段一カー 1IUc　r user112008／3／2717’1｝3057629555　　　2キレル 勤　一一 下一段一ラ行一一 0c user9200B／11／1113；52
’
“一3057629555　　　2キレル 下一段一ラ行一一 oC user92008／11／1113；52
305763　　　　9555　　　　3キル 一一
?
文’上一段一カー 0 k us6r112008／9／2714：38
305763　　　　　9555　　　　　3キル 動　一一 ＾ 上一　一カー 0近 k user112008／9／2714：38
71745　　　2242　　　1イツテイ 名÷r　’名’・一サ　形9豆ロ 1lcr user4 2008／11／617：49
1785615580 1 ? ?
217633680｜ 1カツドウ 名≡－　1　：。一サ　ロ
?c　r user111
user111
2008／3／2717；11
2534097919 1ガイコク 　1　一一 1lac　r
2008／3／2717；11
2665298329．　　1 キカン ・一　魑名ロー一般 ｜lac
user1日
user111
2008／3／2717二11
2008／3／2717：11
2933459167　　　1ヨウカ 名　一　〉名　一サ　可 ｜lcr user1112008／3／2717・11
35161710988　　　1ケイセイ ・一　辱　’・一サ　・ 1lcr user1112008／3／2717’11
36742511482 1ゲイジュツ 　、　　　　　　　　口 1lcr user1112008／3／2717・11
39782512432 1コ　　‘ユ 目一　辱名rサ　ロ 1lcr userl112008／3／2717：11
400769　　125241コクサイ 　9●　　　　　　　　口 1 Icr user1112008／3／2717・1141075312836　　　1コツ 　、　　　音ロ　　　　　　　　　ロ 0C user1112008／3／2717：11
41075412836　　　2コト ロー　　　　　　　　口 コ BIWS21lac　r user1112008／3／2717；11
477665｜4927　　　1シ ?? ?r user1112008／3／2717・11
552193η256　　　1シンカ ・一　’　ローサ　ロ 1Iu user1112008／3／2717・11
569697η803　　　1ジ　ョウ 　」＝ 1Icr user1112008／3／2717：｜1
58102618157 2 、◆ンユ ≡ 1ac　r userl112008／3／2717’1158102618157 2ジュ　　　　　　　田一　． 18c　　r user’112008／3／2717・1｜60048118765 1 〉ひンン 一 1Kac　r usor1112008／3／2717：11
605345　　189171スイシン 一　’　ローサ　ロ 1Icr us・r111 2008／3／2717・1162518519537 1スル 一　　立ロ サー　　一．．ル 1Lac　r user1112008／3／2717；1162518619537 2ス ’　　　　　口 サ←　　一ス 1CR usor1112009／2／214；11
62518719537 3スル 一　立ロ 、　1サー　　一スル 0b user1112009／2／214：12
　　一一64172920054　　　1セカ 一 1Icr user1112008／3／2717：11五　　一一 1 Icr us・r111 2008／3／2717：1171385722308　　　1タ　サワル ≡一
713858　　　22308　　　　2サワレル ’一 一一一一 1C user1112008／3／27｜7：11713859　　　22308　　　　3サワル 一一 四　一一← 0 user1112008／3／2717；1｜
766049　　　23939　　　　　1チョ 　　　　　　　　ー　　　一一 ?c 】ser1112008／3／2717・U
789505　　246721ツ　ガル ’一 五　一一一一 1Icr
789506　　246722ツ　ガル 一一 四　一一’一 0
us●r111
user111
2008／3／2717：11
2008／3／2717；11
79596924874 1テ 1lKac　r79597024874 2ア 一 03c　r
user111
user111
2008／3／2717：11
2008／3／2717・11
79597124874 3 ? 0lKac　r7959724874 4ツテ 0b 1 us8r111us8r1112008／3／2717：112008／5／2315・03
81136’ 25355　　　1テンカ 一　　　一サ　ロ 1Ic user1112008／3／2717；11
82643325826 1 ? 0bc user†11 2008／3／2717；11
82643425826 2 ? 一
?
1IKac　r user1112008／3／2717：11
82643525825 3 ? 曇　一 0K user1112008／3／2717・11
828001 258751 ? 一 1cr user1112008／3／271，；11
90169728178 1二 一格 1lKac　r user1112008／6／1317：13
901698　　281782ニー 一 0c M user1斗12008／3／271？：11
901699　　281783ン 亘　≡　　　一 0c C user1日 2008／3／2717：11
901700　　281784ニツ 一一 0 K c user1日 2008／3／2717；1191056128455　　　1ニツ’・ン 一一一 1cr user1112008／3／2717：1｜9105628455　　　2二爪ン 名　一固 0c user1112008／3／2717：11一92352128860　　　1ネットワーク 1lcr user1112008／3／2717：11
9235228860　　　2ネットワークス 0w user1112008／3／2717・11
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③ 短単位書字形テーブル
書字形D 仮名形 代表性 出典 状態 コメント 評伍 更新日時語影lD　　　　　　　S山D
58581249228833　　　1かめ
? 0u us●r3 2008！1／71⑰00
58581249228833 1かめ カメ ou usα2 2008！1！71000
58581250 2288332カメ カメ ’0u u8創佗 2008／1／71α00
58581250 2288332カメ カメ 0u u8・r2 2008！1！71000
5881251228833 3 カメ 1? u鴉r2 2008！1！71000
58581251 2288333 カメ 1 16 u頴r2 2008／1／71α00
58581252 2288334 カメ 0 k u・・r2 2008！1！71α00
58581252 2288334 カメ 0 k u58r2 2008！1！71㎜
59162881 231105からい “ い　　カーイ 0u u3●r2 2008／1／71α00
59162881　2311051からい らい カ” 0u u86r2 2008／1／71α0059162882 2311052　い カー 1 lcr u5●r2 2008／1／71〔た0059162882 2311052　い
?
カーイ 1 16r us6r2 2008／1〆71α00
59162883 2311053　い カーイ 0 b user32008！6！1217：1959162883 2311053　い カライ 0b US●r3 2008！6／1217：1959163649 2311081　し カラシ 1 ? k user2 2008／1171《kOO
59163649 2311081　し カーシ 1 ? k user2 2008！1／71000
59163650231108　　　2からし カーシ 1 ? k user2 2008！1／71α00
59163650 2311082からし カーシ ? k usor2 2008／1／710ゴ00
78274817305761 1 ル ou us6r2 2008／1／71000
78274817305761 1　る キル ou u舗r2 2008／1／71α00
78274818305761 2 キル 1Ic　r user2 2008！1〃1000
78274818305761 2 ル 1lc　r user2 2008／1／71α00
78275073 3057621 れ レル 0c user2 2008！1〃1〔友00
78275073 3057621 れ レル 0c us●r2 2008／’／71ぴ00
78275329 3057631 ル 0 〉 k usor2 2008！1／71〔toO
78275329305763 1 ? ル 0A k us●r2 2008／1／71吐00
78275330305763 2衣る ル 0 ・ k u開r2 2008／1／71α00
782753303057632衣 ル 0 ・ k us6r2 2008／1／71α007827533105763 3 ル 0 k k●to 2008！4！156；49
？82？5331305763　　　3 キル 0 k ㎏to 2008／4！156：49
18366721 717451一 テイ 1Icr user2 2008／1〃1〔銑0045711617178561 1 1c　r user2 2008／1〃1α00
4571161817 561 2カ
? 0b Z us6r3 2008／6／91α0’
55714049 2176331 ? カツド　’ 1Icr us・r2 2008／1〃10；00
55714050 2176332カツド カツド 0b user32008／6／’917：11
64872705 2534091 カ　コ 1Iac　r user2 2008／1〃10二〇〇
64872706 2534092 カ　コ 0 user2 2008／1／710：00
6823t425 2665291 カン 1Iac　r user2 2008／1〃10：00
75096321 2933451 化 キョ　カ 1lcr usor2 2008バ／710：00
90013953351617 1 ? ? 1lcr usor2 2008／1／71000
94060801367425 1蓄 ジュツ 1lcr us・r2 2008／1〃1α00
94060802367425 2 ジユツ 0 ? user2 2008／1／710：00
94060803367425 3 　　・一ンユツ ジユツ 0b usor3 2008／6／910：04101843201 3978251 コ　リユ 1Icr usor2 2008／1／710：00
102596865400769 1 コ　サイ 1Icr usor2 2008／’／71α00
102596866400769 2 コ　サ 0 ? us．r2 2008／1／71α00
105152769410753 1 一一つ コ” 0c us6r2 2008／1〃10：00
105153025410754 1こと コト 0ac　r usor2 2008／1〃10：00105153026410754 2コト コト 0r usor2 2008／1／710：00
105153027410754 3 コト 1lcr user2 2008ハ／710：00
105153028410乃4 4
?
コト OZ u5●r2 2008／1／710：00
1222822414η665 1 シ 1r user2 2008／1／710：00
14136｜409552193 1 化 シンカ 1lu user2 2008／1／71《銑00
145842433569697 1 ジ　ョウ 1lcr user2 2008／1／710：00
148742657581026 1 ジュウ 1ac　　r user2 2008／1／710：00
14874265758’026 1十 ジュウ 1 ac　　r user2 2008／1／710：00
148742658 5810262X ジュウ 0 Z user2 2008／1〃10：00
148742658 5810262X ジュウ 0 Z user2 2008／1〃10：00
148742659 5810263 x ジュウ OZ user2 2008／1／710：00
148742659 5810263 X ジュウ 0Z user2 2008／1／710：00
148742660 5810264恰 ジュ 0
? user2 2008／1／71000
148742660581026 4拾 ジュウ 0t user2 2008／1〃10：00
148742661 5810265一〇 〉．ンユツ 0 k user42008／2／27102114874266158 026 一〇 、．ンユツ 0 k user42008／2／271021148742662581026 ジュウ ジュウ 0ac　　r user42008／12／41〔卜06
槻8742662581026 ジュウ ジュウ 0ac　　r user42008／12／41006
153723137 6004811人 ジン 1ac　r user2 2008／1〃10：00
153723138600481 2ジン ジン 0K user2 2008／1／710：00
154968321605345 1 スイシン 1lcr user2 2008／1／710：00
160047361625185 1 スル 1 user2 2008／1〃10：00
）6004736251852 スル 0 user2 2008／t〃1α00
1600473636251853仕 スル 0 usor2 2008／1／710：00
160047364625185 4 スル 0 k user62008／4／2512：11
16004761825186 2 ス o k user2 2008／1〃10；00
16004761925186 3 ス 0 k US・r2 2008／1／71α00
1600476205186　　　4 ス 0 user12008／11／1110：43
160047873 6251871せえ セエ 1b us6r1 2008／4／316：25
16428262541729 1 セカ 1Icr us・r2 2008／1／710：00
164282626417292せかい セカイ 0b l　　us8r12008／6／1714149
’64282627641729 3セ
?
セカイ 0 Z usgr1 2008／6／‘714：49
18274？393713857 1
?
サワル 0r us●r2 2008／1！71α00
182747394 7138572 ワル 0 usgr2 2008／1／71αoo
182747395　7138573 ワル 1 Icr us■r2 2008／1／710；00
1827473967‘3857 4
?
ワル 0W us6r2 2008／1／710：00
182747649 7138581 サワレル 1C us●r2 2008／1／710：00
18274765 7138582 ? ワレル 0 Z o　so 2009／2／81：28182747905713859 1 ? ワル 1 k user2 2008／1／71〔ト00
182747907 713859 ワル 1 k u5⑲r2 2008！1／710：00
182747908713859　　　4 ワル 1 ? k us●r2 2008／1／71〔銑00
182747gog713859 5 1 ワレ 0 k 馴」n8 2008／11〃9：52
‘82747910713859 6 一　　1 ‘’ サハル 0 k 　　．0　50 2009／2／72012
‘96‘08545766049 1 チョ 1c　r usgr2 2008！1／71000
196108546　7660492 チョ 0 us■r2 2008／1／71α00
2021132817 9505 1つむカ ツ　　ル 0r us●r2 2008／1／71000
2021132827 9505 2 ? ツ　ガル 1
? usor2 2008！1／71α00
2021132837 9505　　　3
?
ツ　カル 0w US■r2 2008／1／710002021132847 9505　　　4 ツ　　ル ?b us6r32008！6／1813二56202113537789506　　　1つむカ ツ　　ル 1 ? k us8r2 2008／1！71●00
202113538789506　　　2　カ ツ　　ル 1 ? k usor2 2008！1〃1α00
2021‘3539789506 3　カ ツ　　ル 1 ｝ k user2 2008／1〃1《kOO
2021‘3540789506　　　4 ツ　　ル 0、 k usα9 2008／4／112；052331036179 0561 1ニツ’・ン ニツ’℃ 0r usgr2 2008／1／71000
2331036189 0561 2日 二・’，、ン 1留 ussr2 2008／1／71000
233103619　9105613にっ ん 二・・，・ン 0b us●r1 2008／4／3105323310362910561 4 日（ 二・”・ン 0 Z us●r3 2008／10／2014：23
233103873910562 1ニホン 二小ン 0r us6r2 2008／1／71α00
233‘038749‘0562 2
?
二’・ン Oc user2 2008／1！71α00
236421377923521 1ネットワーク ネット　ーク 1lcr user2 2008／1／71《疏
236421378923521 2NETWORKネット　ーク 0w user2 2008／1〃’000
23642137992352‘ 3N醜work ネット　ーク 0b user1‘2009／2／1214；16236421633 9235221ネットワークス ネット　ー 1w user2 2008／1／71α00
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【サンプルデ タ】
④ 短単位発音形テーブル
発音形D
　　　　　　発　形語形ID　　　　　　＆」blD
尭音形
?
アクセント型 アクセント結合型 代表性 出典 アクセント型出典 状態 コメント 評価 更新日時
5858’249　228833　　　　　1カメ 1C3 1lUc u5・r1 2008／2！1316：14
5858‘249228833　　　1カメ 1C3 1IUo us．r1 2008！2！1316：1459162881 2311051 一 2 C1 1IUcr u8●r1 2008／2！1316：14
59162881 231105?カー 2C1 1田cr u8●r1 2008／2！1316：14591636492311081カーシ 1C1 1 u8er1 2008！2／1316：14591636492311081カーシ 1C1 1 u■●r1 2008／2！1316：14782748173057611 ル 0C4 1幻6　r u●●r1 2008！2！1316；14782748173057611 ? 0C4 1田6　r u8●r1 2008！2！13‘6：14782750733057621 レル 0C2 0o u6●r1 2008／2／13’6：14782750733057621 レル oC2 0C “or1 2008／2！1316；14782753293057831 ル 0C4　　　　　　． 0 ・ k u●●r1 2008！1／710；01782753293057631 ル 0C4 0 k u8●r1 2008／1！7‘0；01
18366721　71745
?
　一アー 0C2 1lcr us6r1 2008／2／1316二1445711817178561? C4 1cr u5●r1 2008／2／1316：14
5571姻9　　217633　　　　　　　‘カツドー 0C2 川cr us．r1 2008／2／1316：14
64872705　　253409　　　　　　　1ガ コ 0C2 川a　r u58r1 2008／2／1316r14
68231425　　266529　　　　　　　1キカン 12 C1 1bcr user1 2008／2／1316：14
75096321　293345　　　　　　　1ヨーカ 10 C1 1 Icr D＝1N－8 usor1 2008／2／1316・14
蜘13953　　351617　　　　　　　1一セー 0C2 1 lcr user1 2008／2／13｜6’14
9砺0801　367425　　　　　　　1一ジュツ 0計 C2 1Icr D＝1N－’ user1 2008／2／1316：14
101843201　397825　　　　　　　1コーリュー 0C2 1lcr us●r1 2008／2／1316：14
102596865　　400769　　　　　　　1コ サイ 0C2 11cr user1 2008／2／1316：14
105152769　　410753　　　　　　　1コツ 2C3 Oe user1 2008／2／1316：14
105153025　　410754　　　　　　　1コト 2C3 1bc　r user1 2008／2／1316：14
122282241　477665　　　　　　　1シ C3 1r us■r1 2008／2／1316：14
141361409　　552193　　　　　　　8シンカ 1C1 11u user1 2008／2／1316：14
145842433569697　　　‘ジ　ョー 1C1 11cr user1 2008／2／1316：14
148742857581026　　　1・ンユー 1C3 1ac　r user1 2008／2／1316；14148742657 581026・ンユー 1C3 ’●c　r user1 2008／2／1316・14153723137600481． 1ジン C3 1K8cr user1 2008／2／13｜6：↑4
154968321605345 1スイシン 0C2 1lcr user1 2008／2／1316：14160041361625185 1スル OC5 1Lac　r US8r1 2008／2／13’6：14160047617625186 1ス 1C4 0 user1 2008／2ハ316：14160047873625187 1セー 1C3 1b user1 2008／4／316；26
164282625641729 1セカイ 12 C1 11crD＝1N－1 user1 2008／2／1316』｛4182747393713857 1タ　サワル 4C1 11cr user1 2008／2／1316’14182747649713858 1タ　サワレル 5C1 1C user1 2008／1／71001182747905713859　　　1タ サワル 4C1 1， user） 2008／2／1316：14
196108545766049　　　1チョー C3 1cr USGr｜ 2008／2／1316：142021132817 9505　　　1ツナガル OC2 1Icr us6r1 2008／2／1316：14202113537789506　　　1ツナガル 0C2 1 ? user1 2008／2／1316・14203768065795969　　　1テ ％F17　　、F2＠－1 1lKac　r US8r1 2008／2／1316：14
20376832｜795970 1ア 、F1形　≡鬼F2＠－1 0ac　　r us8r1 2008／2／｜316』14203768577795971 1 ? 1lKac　r C user1 2008／3／613；52203768833795972 1ツテ 1b user1 2008／5／2315’03
20η084178 1361 1テンカイ 0C2 11c user1 2008／2／1316’14211566849826433 1ツト SF1．勤　、Fl．形容詞、F2＠－1 Obc user1 2008／2／1316：14211567105826434 1 ? 、F1動司、F1形　詞、F2＠－1 囮くac　r usor1 2008／2／1316：14
2計1567361826435 1トー ％F1．動x、F1．形　　、F2＠－1 oK user1 2008／2／1316；14211968257828001　　　1トー C1 1cr us6r1 2008／2／1316：14230834433901697　　　1二 ≡％F1 1IKac　r uS■r1 2008／2／1316：14230834689901698　　　1ニー ≡㌔F1 0C M us●r1 2008／1／710・01230834945901699　　　1ン 名÷％F1 0c us6r1 2008／2／1316：14
230835201go 700　　　1二“ 詞、F1 0K us・r1 2008／2／1316r14233103617910561　　　1ニツ’、ン 3 1cr us■r1 2008／2／1316‘14233103873910562　　　1ニホン 2 0c　r us●r1 2008／2／’3｜6』14236421377923521　　　1・ツトワー 4α 1Icr user1 2008／2／’316’14236421633923522　　　1ネットワース 4C1 1W user1 2008／2／1316’14
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【サンプルデータ】
⑤ 書字形構成漢字テーブル
書字形D
　　宇形??? 書字形内
位田
∬） 書字形情報 音鵬等檀別 音劇 篇度 確定
更新
作薬者 更新日時
18366721一 1 587735073一　：イツテイ ツ 0．5 1usor52007／12／2115：03
1836672｜ 2 587735074－　：イッテ テイ 1 1user52007／12／2115：03
45711617 1 1462771745家・カ ? 1 1us8r5 2007／9／316：09
55714049? 1 1782849569：カツド カツ 1 1user5 2007／9／69：43
55714049 2 1782849570，　：カツド ? 1 1user5 2007／9／69：43
64872705 1 2075926561　　・ガ　コ
?
1 1user5 2007／9／611：04
64872705 2 2075926562　　』ガイコク コク 1 1user5 2007／9／611：04
68231425 ｜ 2183405601期間ニキカン 1 1user5 2007／9／611：28
68231425 2 2183405602キカン カン 1 1us■r5 2007／9／611：28
75096321 1 2403082273　化：ヨ　カ キョ 1 1us・r5 2007／9／61322
75096321化 2 2403082274　化：キョ　カ
?
1 1u8・r5 2007／9／613：22
90013953 1 2880446497　成ケイセイ ケイ 1 1us・r5 2007／9／616：24
90013953 2 2880446498形成：ケイセイ セイ 1 1user5 2007／9／616：24
94060801 ? 3009945633芸術・ゲイジュツ ゲイ 1 1usor5 2007／9／6η：14
94060801 2 3009945634含ゲイジュツ 、◆ンユツ 1 1usor5 2007／9／617：14
101843201 1 3258982433　　，交　・コウリュ コ 1
?
US●r5 2007／9／1010：35
101843201 2 3258982434　　1交　・コウリュ ’ユ 1 1user5 2007／9／）010：35
3283099681：コ サイ コ 1 1US●r5 2007／9／1010・43102596865 ?
102596865 2 3283099682、：コクサイ 日 サイ 1 1us●r5 2007／9／1010：43
122282241 1 3913031713　：シ シ 1 1us・r5 2007／9／1014：58
141361409 1 4523565089化：シンカ シン 1 1us・r5 2007／9／1112：12
141361409 2 4523565090，ヒ；シンカ ? 1 1user5 2007／9パ’12：12
145842433 1 4666957857　　・ジ 、◆ン 0．9 1user52007／10／2018：10
145842433 2 4666957858　　；ジ ヨウ 1 1user52007／10／2018：10
153723137人 1 4919140385人：ジン ジン 1 1user5 2007／9／1114：44
154968321 1 4958986273　辱・ス　シン スイ 1 1user5 2007／9／1114：58
154968321 2 4958986274　辱・ス　シン シン 1 1user5 2007／9／1’14r58
164282625 1 5257044001　　・セカ セ 1 1user5 2007／9／’3921
164282625 2 5257044002・セカ ? 1 1user5 2007／9／13921
182747395 1 5847916641　　　；タ　サワル｜
?
1 1us8r5 2008／1／3014二32
196108545丁 1 6275473441　1チョウ チョウ 1 1user5 2007／9／1317：12
207708417 1 6646669345；テンカイ テン 1 1user5 2007／9／1411：14
207708417 2 6646669346；テンカ
?
1 1user5 2007／9／1411：14
211968257 1 6782984225? ? 1 1user5 2007／9／1411：53
233103618? 1 7459315777日　：ニッ’・ン 二・’小ン 1 1user5 2007／9／189二50
233103618 2 7459315778日　、二・」’・ン 一、＿ツ’、ノ 1 1user5 2007／9／189：50244646145発 1 7828676641　　ニハッシン ハツ 0．5 1us6r5 2007／7／510：39
244646145一 2 7828676642ハツンノ・、 シン 1 1us白r5 2007／7／510；39
258540033人 1 8273281057人々：ヒト ? 1
?
1 1u蒲r5 2007／9／1814；43
274841857文 1 8794939425　ヒ・ンカ ン 1 1us8r5 2007／9／199158
274841857? 2 8794939426文化；ンカ
?
1 1user5 2007／9／199二58
308642049 1 9876545569　　；モクテ モ 1 1us8r5 2007／9／1917103
308642049? 2 9876545570　的ニモクテキ テキ 1 1user5 2007／9／1917：03
326787329理 1 10457194529理　；リカイ
? 1 1user5 2007／9／2011：38
326787329 2 10457194530理　：リカイ
?
1 1user5 2007／9／201｜：38
⑥ 漢字テ ブル
通し番号漠字ID 字種 種類 配当 画数1 部首 訓等 音訓
　　訓
注
　　　1?
?
go　・ 90　・
　　1
聞・　聞・200万
字・
??????
錆考 倍考
???
更新日時
23941113｜601－36－74教育 3 ・
｜ ぶじ　～ user8 2008／12／912：02
31351131601－36－74
?
教育 3
?
さだか 20 456 2763　　39　　18848
31361131601－36－74
?
教育 3
?
さだまる 小 20 456 1 2763　　　　　　1884
3137113†601－36－74教 3
?
さだめる ’、 20 456’9 2763　　　　　　188415
31331131601－36－74 3 8 ⑩ 音 ジョウ 小 20 45623 2763　　44　　’884
3134↑｜3160卜36－74 3 音 テイ 小 20 456 4002763　2658’884 1753
31710｜2401－18－40 2 付 おもや 876 2293 ’450
68901012401－18－40 2 特殊訓 あひる
166701012401－18－40 2 殊訓 えふね us8r8200？／12／2016：20
31410’2401－18－40 2 訓 いえ 小 30 876 2092293　　3251450 244
31510’2401－18－40 2 訓 うち
? 876 2293 1450 10
3161012401－18－40 2 訓 や 小 30 87622 2293　　861450　　　41
3121012401－18－40 2 10 40
?
小 30 8765152293　17271450 881
3‘31012401－18－40 2 小 30 87693 2293　　8†1450 78
236491020’01－19－72
｝ 2 ? 表外 user8 2008／10／179；50
68931020101－19－72? 2 訓
?
236911020101－19－72
? 2 1 し’ちん 外 us6r82008／10／＄714：52
233151020101－19－72
｝ 2 1 たつ 表外 us6r8 2008／9／199：50
224891020101－19－72
｝
2 む↓　い 表外 us・r8 2008／6／614：35
5071020101－19－72
? 2 1 いか 外 419 1209 746 12
5081020101－19－72
? 2 ｜ い 表外 419 1209 ，46 2
5091020101－19－72
?
2 1 い1 外 419 1209 746 1
5061020101－19－72
｝
2 9 85 ツ 小 20 419 4051209　1205　　746699
169001140801－38－16 3 よ’ 外 us・r8 2008／1／189：49
98961140801－38－16 3 よ’ 外 usor8 2007／4／2714：58
98981140801－38－16 3 1 とよめく usor8 2007／4／2？14：58
127η1140801－38－16 3 みじろ usor8 2007／6／49：55
165891140801－38－16 3 みじろぐ 岨●r8 2007／12／1416：31
33301140801－38－16 3 」か 小 30 521 27 2287 28 1450 47
33311140801－38－16 3 、　」 小 30 521 96 2287396 1450 180
158451140801－38－16 3 やや us・r8 2007／12／79：51
33291140801－38－16 3 11 19
?
’、 30 521 39622871862 1450 1096
121701016901－19－16 2 ∈ い user8 2007／5／2117：10
22475↑016901－19－16
? 2 ｛　ん user8 2008／6／61421
16943‘016901－19－16 2 user8 2008／1／1814：53
132891016901－19－16 2 1 とつくに usor8 2007／6／1｝13：17
233111016901－19－16 2 1 ど＾け US6r8 2008／9ハ99：47
228271016901－19－16 2
? us8r8 2008／7／1112：09
4351016901－19－16育 2
?
小 40 556 821850　　1121036　　　91
115541016901－19－16 2
? usgr8 2007／5乃716二23
148511016901－19－16 2
? user2 2007／9／2113；18
4361016901－19－’6 2 は ’、 40 556 9 1850　　　11036　　　38
4371016901－1チ16 2 は ’、 40 556 41850 4 1036　　　13
4381016901－19－16 2 ほか ’、 40 556　　271850 2 1036　　　　2
4331016901－19－‘6 2 5 36 ガイ ’、 40 558 418 185016？9 ‘036　　　71’
4341016901－1ト16 2 ゲ 40 556 3 1850 2‘ 1036 7
13290105940’－25－81 2 とつくに user8 2007／6／1113；17
14131059401－25－8’ 2
?
〈に ’、 ω 1057 1287723661 1774 138
14121059401－2●81 2 8 31 コク ⑳ 1057 7577 235334　　1η41144
223871028801－2卜92 3
?
us●r8 2008／6／611’50
’、
小6691028801－2レ92 3 12 74 キ 20 475 4691825　　1822　　　　943　　　　875
6701028801－2Φ92 3 20 475 5 1825　　3　　943
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⑨文字フー ブル
【サンプルデタ】
⑩文字修正ア ブル
⑪数字アーブル
サンプルD
文字
開始
文字??、 出現
書字形 変換型
原文
文字列
OW6X（X）00016001620十五 d㏄imal15
OW5×0000038103830十六 d㏄imal16
OW6×0α〕0040204040一 decima｜11
OW6×0000056105630五 decimaI15
OW6×0000056605680十六 dec硲a｝16
OW6×0〔X〕0059405960十五 decimal15
OW6×0000094209440十五 decimal15
OW6X㎜0096009620占 decimal16
OW6X㎜0096509670　五 decimal15OW6X㎜0097509770十一 decimal11OW6X㎜001080010820十六 decimal16OW6X㎜001085010870十六 ．decim8｜16
OW6　（ゆ0001175011770　占 deial1
OW6×0000013630 13650＝ cimal1
OW6Xα）0001395013970十五 decima｜15
OW6X⑭001398014（00 decimal10OW6X⑰001403014050三　二 decima｜32
OW6X㎜001415014170 decimal17OW6X㎝）001496014980　六 decimaI16
OW6X㎜001932019360二百三十五万decimal235万OW6X㎜00tg40019420　五 dedmal15
OW6X〔X）0001966019680十五 decimal15
OW6×000001969017｛0一 decimal11
OW6×000002185021870　占 dec｝mal16
OW6X（00002192021940十二 decimal12
OW6Xα）0002255022570十八 decima｜18
OW6X㎜002405024070　六 decimal16
⑫振り仮名ア ブル
サンプルD
文字　　　出現　振り終了　　　書字形仮名
133
【サンプルデータ】
⑬ タグテーブル
，
サンプル鋤 出現顧
??、
??????、
OW6×000001 1024190〈me　edSam　I8／〉
OW6X－000002 10 10〈当二。認藍q噌x＝≒；＝響14。耐
OW6X－000003 10 1・：蒜；蒜霊9㌫㍗認懸品；一㎏T。．・。㎝・
OW6×0αODO 4 ，0 10〈むUeBlock　ta　D＝”v〔㎜D2亮t3　T　．＝”o　en　／〉
OW6×000005 10 10〈tω8匂　　D＝”㎜3”ぴ　T　　8＝”o　on”　／〉
OW6×000DO6 10 220　〈s…e　　　　e＝”　uasi・　／〉
OW6×000DO7 220　　220〈br　　♂automatic　ori’nar／〉
OW6×00000．8 220　　220〈廿U6　to　D；’vOOOOO3方ta　T　●＝万dose”／〉
OW8×000DO9 220　220〈t詮16Block　ta　lD＝μv《㎜2”ta　T　6＝”cbsg”／〉
OW6×000DO10 220 220〈clust6r　ta　D＝声vOOOOO6”ta丁　e＝”o　en”／〉
OW8×000DO11 220 220〈t直leBlock　ta　lD＝”vOOO心0プta　T　8＝〆08n”／〉
OW6×0000012 220 220〈Utl8　ta　D＝”vOOOOO8　㎏　T　　e＝”o　on”／〉
OW6×0000013 220 350　〈s8ntenc8　t　　e＝百　uasi”　／〉
OW6X㎜14 350　　350〈br　t　e＝”●utomatic　oパhar／〉OW6×00000’5 350　　350〈快1■ta　D＝”vOOOOO8　ta　T　e＝cbse　／〉
OW6X㎜16 350　　350　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　”〈t祇le8｜ock　ta　ID＝vOOOOO7　ta　T　e＝　c｜ose　／〉OW6×000DO17 350　350〈clust口D；～㎜11”断8＝”。　en”／〉
OW6×0000018 350　　350〈t姪｜●B｜ock　ta　lD＝vOOOO1プta　T　e＝”o　en”／〉
OW6×0000019 350　　350〈“bta　D＝〆vOOOO13”ta　T　o＝”o　en　／〉
OW6X㎜20 350　　　　470〈s●nt●nc匂　t　　8＝　　uasi　／〉OW6X㎜21 350　　360〈●nclos●dCharact8r　d8scri　tion已’　　　／〉OW6×0000022 470　　　470〈br　t　　8＝Wautomatic　oh　hal　／〉
OW6×00DOO23 470　　470〈t忙bt3　D＝　vOOOO13　ta　T　6＝　dose　／〉
OW6×000DO24 470　　470〈t辻bBbck　te　lD＝vαXX）12　ta　T　6＝”dos6声／〉
OW6×000DO25 470　　　470〈　ara　a　h　t8　1D＝　vOOOO17　t8　T　　e＝ヴo　en’／〉
OW6×000DO26 470　　　1740　〈s6ntgnce　／〉
OW6×0000027 830　900〈uot・／〉
OW6×0000028 　　　　　　　　　　　　　　　　”17岨　 1740 〈br　t　　6＝　a“omaUc　on　inal　／〉
OW6×000DO29 1740　　1740〈　ara　a　h　ta　ID＝”vOOOO17”ta　T　　e＝　cbse　／〉
OW6×0000030 1740　　　1ア40　〈　ara　　8　h　白　ID＝　㎜021　　ぴ　T　　←　0　6n　　／〉
OW6×00㎜ 31 1740　　　3780　〈s・nt・nc●　／〉
OW6×00DOO32 1750　1820〈uote／〉
OW6×000DO33 2370　2440〈uot●／〉
OW6×000DO34 2970　3050〈uot・／〉
OW6×OOαDO35 3580　3660〈uote／〉
OW6×000DO36 3780　3ア80〈br　t　　8＝“auほom8ti60パ　’r㊨1　／〉
OW6×0000037 3780　　3780〈　8ra　a　h　ta　D；v㎜21　ta　T　．＝　clos●　／〉
OW6×0000038 3780　　3780〈　ara　a　h　ta　D；”v㎜28　ta　T　6＝”o　・n　／〉
OW6×0000039 3780　　　4520　〈sentenc白　／〉
OW6×0000040 3870　3940〈uote／〉
OW6×0000041 4060　4130〈　ote／〉
OW6×0αODO42 4240　4320〈uote／〉
OW6×0000043 4520　　　5540　〈sentence　／〉
OW6×00αDO “55⑮　　　55功〈br　t　　8＝Wa碇omatic　on　’nar　／〉
OW6×000DO45 5540　5540〈　ara　a　h　ta　D＝”v㎜28”ta　T　e＝”cbse　／〉
OW6×0000046 5540　　5540〈fi　reBloek　ta　D＝”v㎜35”ta　T　　e＝”o　・バ／〉
OW6×0000047 5540　5540〈6　reta　D＝w》000036”taT　e＝”●mt「ソ〉
OW6×00αDO48 5540　　5540〈ca　tion　ta　D＝πvOOOO3プta　T　8＝”o　●n”／〉
OW6×0000049 55405760　〈se㎡ence　typ■＝　quas｝　／〉
OW6×0000050 57605760　〈br　　　　e＝万a賦輪tic　oパ　1n・｜　／〉
OW6×0000051 57605760　〈capUon巳両＝　㎜37　悔gType＝　o｜ose　　／〉
OW6×0000052 5．60 5760〈fi　reBbck　ta　Dニ”vOOOO35”ta　T　e＝　close’／〉
OW6×0ααDO 53 5丁60 5760　〈clusterω　　D＝汀㎜11”　ta　T　　　e＝”c｜ose”　／〉
OW6×00000馴 576057θ0　〈cluster　㎞　　D＝”㎜O”　ta　　T　　　e＝”o　　en”　／）
OW6×0000055 57605760〈剖eBlock　ta　　＝vOOOO41　ta　T　e≡o　en　／〉
OW6×0000056 57605760〈ばleta　D＝～000042”ta　T　e＝”o　en”／〉
OW6×00DOO57 57605910〈se醜ence　　　　・＝”　uasr　／〉
OW6×0000058 57605η0〈8nc｜os8dCharacter　descri　tion＝「’O”／〉
OW6×0000059 59105910〈br　t　・＝”automatic　ori　inar／〉
OW6×000DOθo 59105910〈恨｜・　匂　　D＝”㎜2友　ta　T　　　8＝方clos8”　／〉
OW6×0000061 59105910〈t祇1●Block　ta　D＝vOOOO41’ta　T　e＝πclose　／〉
OW6×00DDO62 59105910〈　ara　a　h　t8　D＝　vOOOO46　ta　T　　e＝”o　en汀／〉
OW6×0000063 59106490〈s●nt前c6／〉
OW6×OOODO図 6490　6490〈br　t　●＝’・utomatic　ori　ina｝／〉
OW6×0000065 6490　　　6490〈　ar●　　a　h　ぴ　　D＝　v⑰046”　㎏　T　　eニ”close　　／〉
OW6×0000066 6490　6490〈　8r8　　a　h　㎏　ID＝’v⑰049”　巳　丁　　　8＝”o　en　　／〉
OW6×0000067 6490　　　8150　〈5●nt6nc●　／〉
OW6×0000068 6530　　6540〈rub　rub　T●xt＝　カ、〈　／〉
OW6×000DO69 6540　6550〈rub　rub　T■辻＝”し　、　／〉
OW6×000DO70 ，520　　　7530　〈mb　　mb　T6xt＝　カ、〈　　／〉
OW6X㎜71 ？530　　　7540　〈ωbv　mbvT・xt＝夕しょう”／〉OW6×0000072 7650　8030〈S●nt●nc■／〉
OW6×000DO73 8150　8150〈brt6＝・“om8ti60Win・｜／〉
OW6×00酬DO74 8150　8150〈ar耐匂D＝”v㎜49“ぴT●＝cbsピノ〉
OWθX　Oα団DO 75 8150　8150〈fi　reB｜ock　ta　D；’vOOOO57刃ta　T　　8＝・o　en”／〉
OW6×0000076 8150　8150〈6　　陪ぴ　　D；　㎜58　　』　T　　●＝．●m　　　W　ノ〉
OW6×00αDO” 8150　8150〈ca　tion　t8　D＝．vO90059　㎏T　・＝　o・n”／〉
OW6×0αDDO78 8150　　　8340　〈5●nt●n6・t　　・＝　　　85i　／〉
OW6×00DDO79 8340　　8340〈br　t　　6＝　●utoma600丙　hd　　／〉
OW6×0αODO80 8340　　　8340　〈oa　tion匂　　D＝　㎜59　　0　T　　　＝　c｜og●　　／〉
OW6×0000081 8340　　　8340〈6　　roB｜ock巳　　D＝　㎜7　　巳　T　　■＝　clos●　　／〉
OW6×0000082 8340　　　8340〈olust8r匂　　D＝　㎜0　　ぴ　T　　o＝　c｜os●　　／〉
OW6×0ααDO 83 8340　　　8340〈c｜ust●r匂　　D＝　㎜6　　t．　T　　．＝　closo　　／〉
OW6×0000084 8340　　　8340〈c｜ust6r匂　　D＝　v㎜2　　匂　T　　■＝　o　　n　　／〉
OW6×0000085 8340　　8340〈t聞6Block　t3　0＝．v㎜3　㎞T　　＝　　■n　／〉OW6X 86 8340　　8340〈tkd6　t3　D＝　vOOOO64　t8　T　　■＝　　　●n　／〉
OW6×000DO87 8340　　　別90　〈s・醜・㎎8　　　　6＝．　　8si　／〉
OW6×0000088 8490　8490　　　　　　　”〈br　　e＝automa西c　ori’n81／〉
OW6×000DO89 8490　　8490〈“白t8　D＝”vOαOD64　t3　T　e＝”c｜os6　／〉
OW6×0000090 8490　　8490〈“】eBlock　t3　D＝vOC剛063　t8　T　●＝　close　／〉
OW6×000009t 8490　8490〈oa■晒臼h　ta翼口）＝”vOOOO67〆栖夏Tvo●＝”op・n”／〉
OW6×0000092 8490　9570〈sentence／〉
OW6×0000093 8500　加10〈　ot6／〉
OW6×00αOD94 8840　8850〈rub　rub　Te式＝．し　、　／〉
OW6×0000095 8850　田60（n」b　ru　　Te湖t＝”へし、　／〉
OW6×000DO96 95709570　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．〈br　　　　－　au㎞a6c　on　’nal　／〉
OW6×0000097 95709570〈一匂D＝”㎜ア㎞T〆cbs9”／〉
OW6×0000098 9570特70〈　8ra　　　　　ta　D＝・vOOOO73　邑　T　　6＝　o　on　／〉・
OW6×0000099 957010730〈se曲nc．／〉
OW6×000DO100　　　9850　　　9930　〈　　仇■　ハ
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　　　国鯨
　　　＜SUW　orthTok餉＝“文化川Form＝ヴンがlemmヨ＝’文化”pos＝唱詞一救通名調一般”FOrm＝“ブンカ’pronToken＝“ブンカ”
　　　　wType＝筒演“start＝沢150“end＝縛170°morphlDゴ100ソ〉
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一　くser辻爵nce　type－q“a51＞
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＜SUW　orthTok爲n＝’1　1Form＝’イチ’｝emma＝°一’pos＝培詞一数詞’Fomr“イチ’pronToken＝’イチ“wType＝“漠
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